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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 昭和大学 大学名 昭和大学 

研究プロジェクト名 口腔機能維持・回復のための集学的研究開発拠点の形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 疾患や加齢によって低下した摂食、発声、呼吸などの口腔機能の回復・維持は、心身の健康と QOL

の向上を図るために重要な課題であり、その方策として次世代を見据えた口腔の衛生管理、疾患治

療およびリハビリテーションシステムの開発が極めて重要である。一度崩壊した口腔機能を元通り

に修復するのは、最新の医療を以てしても困難なことが多い。そこで我々は、相互に関連する基礎

と臨床の研究者が連携することによって、口腔組織の機能とその破綻について解明し、次世代を見

据えた新たな臨床技術の開発を目指す。すなわち、病理学研究者は加齢に伴う唾液腺萎縮の変化を

解析し、それが口腔疾患や補綴装置の汚染に及す影響について歯科補綴学研究者とともに解明す

る。細菌感染による口腔環境の増悪については、微生物学研究者が粘膜免疫機能について解析し、

その結果に基づき、口腔衛生研究者が口腔ケアを検討する。また、歯科薬理学と医学部腫瘍内科学

の研究者の連携により、顎骨壊死など薬物誘導性の口腔疾患の発症機序を解明する。生理学研究者

は、神経による咀嚼制御機序を解析し、その結果に基づいて口腔リハビリテーション研究者が咀

嚼・嚥下機能検査法の開発を試みる。生化学と血液内科学の研究者は、口腔粘膜炎と全身性疾患と

の関係解明に臨む。解剖学研究者は、加齢にともなう顎口腔形態と歯の喪失について組織学的解析

を実施し、歯科矯正学研究者とともに顎・口腔の応力とひずみの変化について検討する。このよう

に、基礎と臨床の連携により集学的な研究を実施することで、口腔機能の維持・崩壊機序を解明し、

新たな医療技術を開発する。 
 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

 本プロジェクトは、（１）口腔環境の恒常性維持・破綻のメカニズムを解明する基礎研究、（２）

口腔機能回復のための技術基盤構築を行う臨床研究の２つのユニットから構成されている。ユニッ

ト（１）では、①唾液腺組織において CD133陽性細胞が幹細胞であること、またその形態形成にメ

ラトニンが重要な因子であること、②口腔組織に存在する神経堤由来細胞に骨芽細胞への分化能が

あること、③常在性連鎖球菌が口腔組織の自然免疫制御の重要な因子であること、④骨吸収抑制剤

を用いた研究で、破骨細胞の抑制が歯の萌出障害をもたらすこと、⑤脳脊髄液の環流モデルが生理

的な顎・舌運動の機能評価に適していること、が明らかとなった。ユニット（２）では、①造血幹

細胞移植における常在細菌叢の破綻が口腔粘膜障害の誘因となること、②口腔ケアキットを用いた

口腔ケアが人工呼吸器肺炎（VAP）の予防に有効であること、③新規に開発されたジェルが要介護

高齢者の口腔ケアに有効であること、④光重合型 MPCポリマーが新規の義歯コーティング剤として

有効（バイオフィルム形成阻害）であること、が明らかとなった。以上のように、本プロジェクト

は本学口腔ケアセンターを中心に基礎・臨床研究ともに当初の計画通り順調に進捗している。  
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平成  年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  昭和大学             ２ 大学名  昭和大学                    

 

３ 研究組織名   昭和大学口腔ケアセンター                  

 

４ プロジェクト所在地   東京都品川区旗の台１－５－８           

 

５ 研究プロジェクト名   口腔機能維持・回復のための集学的研究開発拠点の形成     

 

６ 研究観点     研究拠点を形成する研究           

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

美島 健二 歯学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  60 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

美島 健二 歯学部・教授 
口腔環境に変化を与える要因として

の唾液腺加齢システムの解析 

口腔環境の恒常性維持・破

綻のメカニズム解明 

中村 雅典 歯学部・教授 

加齢と歯の喪失に伴う口腔粘膜のバ

リア構造の変化と口腔環境の関係解

明 

口腔環境の恒常性維持・破

綻のメカニズム解明 

桑田 啓貴 歯学部・教授 

口腔内と上気道部の粘膜バリアによ

る口腔環境の恒常性維持機構の解

明 

口腔環境の恒常性維持・破

綻のメカニズム解明 

井上 富雄 歯学部・教授 
口腔環境の恒常性を司る下顎・舌・

口唇・頬の協調機構の解明 

口腔環境の恒常性維持・破

綻のメカニズム解明 

上條 竜太郎 歯学部・教授 
口腔粘膜炎に伴う口腔環境恒常性

破綻と全身性疾患の相互作用解明 

口腔環境の恒常性維持・破

綻のメカニズム解明 

高見 正道 歯学部・教授 
硬組織代謝調節剤が口腔環境の恒

常性と破綻に及ぼす影響の解析 

口腔環境の恒常性維持・破

綻のメカニズム解明 

弘中 祥司 歯学部・教授 
効果的機能回復のための口腔ケア

のギアチェンジ条件の最適化 

口腔機能回復のための技

術基盤構築 

佐々木 康綱 医学部・教授 

骨吸収抑制剤誘導性顎骨壊死にお

ける抜歯以外のリスクファクターの同

定 

口腔機能回復のための技

術基盤構築 

中牧 剛 医学部・教授 

造血幹細胞移植時の口腔機能障害

に対して行う口腔ケアの有用性の解

析 

口腔機能回復のための技

術基盤構築 
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馬場 一美 歯学部・教授 
口腔機能と健康を維持するための”

汚れない”補綴装置の開発 

口腔機能回復のための技

術基盤構築 

槇 宏太郎 歯学部・教授 
高齢者の口腔機能回復のための超

微弱力矯正システムの応用 

口腔機能回復のための技

術基盤構築 

高橋 浩二 歯学部・教授 
口腔機能回復のための新規嚥下機

能検査法の開発 

口腔機能回復のための技

術基盤構築 

（共同研究機関等）    

阪井 丘芳 

大阪大学大学院歯学

研究科高次脳口腔機

能学講座顎口腔機能

治療学教室・教授 

唾液腺発生・再生と口腔環境維持に

おけるホルモン作用機構の解析 

口腔環境の恒常性維持・破

綻のメカニズム解明 

角 保徳 

国立長寿医療研究セ

ンター  歯科口腔先

進医療開発センター 

歯科口腔先端診療開

発部 部長 

要介護高齢者への安全な口腔ケア・

口腔機能向上手法の開発 

口腔機能回復のための技

術基盤構築 

岸本 裕充 
兵庫医科大学歯科口

腔外科学・主任教授 

経口挿管患者における新しい口腔ケ

アシステムの開発 

口腔機能回復のための技

術基盤構築 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
 疾患や加齢によって低下した摂食、発声、呼吸などの口腔機能の回復・維持は、心身の健康と QOL の向上を図る
ために火急の対応を要する課題であり、その方策として次世代を見据えた口腔の衛生管理、疾患治療およびリハビ
リテーションシステムの開発が極めて重要である。本プロジェクトでは、口腔関連分野の先鋭な専門家を加えるこ
とで、粘膜、唾液、歯、神経などの口腔環境の恒常性維持・破綻機序を詳細に解析し、得られたエビデンスに基づ
いて嚥下、顎骨壊死、補綴、矯正、口腔ケアなどを対象とした高度で革新的な医療技術を開発する。すなわち本プ
ロジェクトは、口腔機能維持・回復のための研究拠点を確立し、国民の健康と QOL の向上を促進するとともに、わ
が国における将来の医療を担う優秀な人材を育成することを目的とする。研究計画としては疾患特性に合わせた口
腔機能維持・管理・回復システムの実態と口腔内環境の問題点を症例より抽出し、どのようなアプローチで解決す
るか、臨床および基礎的視点から調査・研究フローを組み立て、口腔機能障害の症例を重症度や患者数などを指標
として分類する。それらの発症機序を解明するための研究手法を構築し、次世代型口腔機能維持・管理・回復シス
テムを考案するための科学的エビデンスを収集し、それに基づき口腔機能に関する臨床評価体制とエビデンスに基
づいた新たな口腔機能回復技術を確立する。さらに開発した口腔機能回復技術を用いて口腔機能の臨床的評価を実
施し、最終的にその有効性を従来技術と比較するとともに問題点を改善し、次世代型口腔機能維持・管理・回復シ
ステムを確立する。 
（２）研究組織 
 本研究は、2つのグループにより遂行されている。すなわち、口腔環境の恒常性維持・破綻のメカニズムを解明す

る基礎研究グループと、次世代の新しい口腔ケアシステムを確立する臨床研究グループが組織されている。これら

のグループの構成員は、本領域において卓越した業績をあげている本学口腔ケアセンターおよび医・歯学部の基礎・

臨床研究者に加え、唾液腺発生・再生の専門家として大阪大学、周術期口腔ケアの専門家として兵庫医科大学、お

よび老年歯科医療の専門家として国立長寿医療研究センターの研究者からなり、異分野の研究者が参画する異分野

横断型のチーム編成となっている。 

（３）研究施設・設備等 
別添資料 1参照 



（様式１） 
 

法人番号 131026 
プロジェクト番号 S1411009 

 
（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
１．口腔環境の恒常性維持・破綻のメカニズム解明 
1-1口腔環境に変化を与える要因としての唾液腺加齢システムの解析(美島) 
6 週齢のマウス顎下腺における CD133陽性細胞の割合は、血球系細胞を除いた細胞中３％で、これらの分画の細胞の
殆どは EpCAM 陽性の上皮系細胞であった。また、これらの細胞は介在部ないし線条部導管に分布していた。さらに、
CD133 陽性細胞は CD133 陰性細胞よりも有意にスフェアー形成能が高く、幹細胞の性格を有する可能性が示唆され
た。次に、マウス唾液腺損傷モデルへの細胞移植により腺組織再構築能の有無について検討した結果、CD133 陽性細
胞移植マウスの損傷唾液腺内で移植細胞による腺房細胞をはじめとした腺組織の再生像が認められた。これより、
CD133 陽性細胞は唾液腺幹細胞の濃縮された細胞集団であることが明らかとなった。さらに、CD133 陽性細胞の幹細
胞性を制御する因子を同定する目的で、RNA seq を用い遺伝子発現プロファイルを作成した結果、CD133陽性細胞で
は陰性細胞と比較して Sox9 を含めた複数の転写因子の発現していることが明らかとなった。加えて、CD133 陰性分
画の細胞に Sox9を強制発現すると、有意にスフェアー形成能が上昇することが明らかとなった。 
1-2唾液腺発生・再生と口腔環境維持におけるホルモン作用機構の解析(阪井) 
ホルモン受容体を介した唾液腺分枝形態形成機構を解析するために、胎生 13 日目マウス唾液腺の器官培養系にエス
トロゲン、プロゲステロンおよびメラトニンをそれぞれ添加し、各ホルモンの分枝形態形成への関与を検証した。
興味深いことに*メラトニンは胎生期唾液腺の分枝形態形成を抑制する作用を有していた（Obana-Koshino et al. 
2015）。メラトニンは松果体から分泌され、血流を介して全身に行き渡り、唾液中からも検出されると考えられてい
るが、本研究によって初めて、胎生期の唾液腺から強く分泌されていることが明らかになった。特に分枝形態形成
の初期である胎生 13 日目の唾液腺がメラトニンを強く発現していた。さらに胎生期初期から唾液腺そのものもメラ
トニン受容体を有しており、オートクライン的に臓器形成に影響を与えていることが示唆された。それらの調整作
用はアポトーシスや細胞増殖には大きな影響を与えず、上皮の細胞接着に変化を与えながら、緩やかに臓器形成を
調節していることが明らかとなった。以前に性腺への発達に対する影響を示唆する報告をされているが、本結果は
別の機構で外分泌腺の形成に関与することが示された。iPS細胞を用いた唾液腺再生では奇形腫の形成が危惧されて
いるが*（Ono et al 2015）、肥大化や腫瘍化の抑制を含めて、ホルモンの有効活用は新たな展開が期待される。 
1-3 加齢と歯の喪失に伴う口腔粘膜のバリア構造の変化と口腔環境の関係解明(中村) 
人体解剖学実習にご提供いただいたご遺体から採取した口腔粘膜組織を用いて、安定した結果を得るための免疫組
織化学染色法の確立を行ってきた。この間、人体解剖学実習におけるご遺体の固定法についての種々の変更・開発
が国内外で行われてきたこともあり、その流れに沿った固定法と本研究結果への影響について研究期間の大部分を
費やすこととなった。これまでの結果、データ取得のための安定したご遺体固定法と口腔粘膜組織の免疫組織化学
染色法を確立することが出来た。データ数は未だ少なく、統計的解析まで行うことは出来ていないが、口腔粘膜各
部位で、粘膜固有層に局在する抗原提示細胞（HLA-DR, S-100 陽性細胞）数に相違があることが示されてきた。また、
性差や有歯顎・無歯顎における相違については十分はデータ数の獲得には至っていない。 
1-4口腔環境の恒常性を司る下顎・舌・口唇・頬の協調機構の解明(井上) 
口腔環境維持のための下顎・舌・口唇・頬の協調機構を解析するため、心臓移植時に行われる体外循環法を動物に
適用した実験モデルの確立を行った。この実験モデルは、酸素化した人工の脳脊髄液を下行大動脈よりポンプで送
り込み、各組織に酸素を直接届けることを特徴とする。そのため、循環・呼吸中枢が存在する脳幹への実験操作に
より、動物の状態が悪化して、実験が継続出来なくなる恐れが軽減される。*横隔神経の吸息活動を指標に調べたと
ころ、この方法で充分な量の酸素が中枢神経系に送られていた。また、人工脳脊髄液の二酸化炭素分圧を上げ、標
本をアシドーシス状態にすると、上気道を形成する舌根や喉頭の筋を支配する神経の活動が、横隔神経の活動に先
行して起こるようになることもわかった（Tachikawa et al. 2016）。この現象は、生体内の二酸化炭素を効率良く
排出するために起こる現象と考えられ、作成した実験モデルが、生体での機能を高く保持していることを示唆して
いる。この実験モデルを用いて、硬口蓋を電気刺激したところ、顎舌骨筋神経と舌下神経に同期してリズム活動が
見られた。これにより、顎・舌のリズム運動とその協調に係わる神経機構を調べるためのモデルの確立に成功した。 
1-5口腔内と上気道部の粘膜バリアによる口腔環境の恒常性維持機構の解明(桑田) 
口腔粘膜環境における恒常性維持必須の因子として常在細菌叢の存在が重要と考えられている。健常者における細
菌叢構成細菌の一つとして、Mitisレンサ球菌は、小児期において乳歯萠出以前より口腔粘膜への定着開始が認めら
れる、齲蝕原性 Mutans レンサ球菌と負の相関が認められるなど、疫学的な調査から口腔健全性の維持に有益である
ことが示された。Mitisレンサ球菌の特徴として、過酸化水素産生能が知られている。粘膜組織に存在している自然
免疫細胞(マクロファージ等)は、血管を巡回している通常の免疫細胞とは異なり、常在細菌に常時接触しているこ
とから、普段は過剰な免疫応答が起きないよう活性化が厳密に抑制されている。我々は、Mitisレンサ球菌の産生す
る過酸化水素がマクロファージに作用し、細胞骨格リモデリングを抑制することで、自然免疫受容体シグナルに対
して抑制的に働くことを見出した。このように、*口腔内の恒常性維持には、常在性レンサ球菌の産生物による自然
免疫細胞活性化制御が重要なファクターであることが示唆された(Matsusima et al. 2017、Okahashi et al. 2016)。 
1-6 口腔粘膜炎に伴う口腔環境恒常性破綻と全身性疾患の相互作用解明(上條) 
胎生期の神経管癒合部で生じる神経堤細胞は、上皮–間葉転換を伴いながら神経堤由来細胞(NCDC)として胚内を遊走
し、各定着先で未分化な状態で潜伏する。NCDC は再生医療の有用な細胞源であり、我々は口腔粘膜炎における組織
修復に関与する可能性について検討した。NCDC が特異的に GFPを発現する P0-Cre-/Floxed-EGFPマウスを用いて、*
成体マウスの顎下腺から NCDC を単離し細胞表面分子の遺伝子発現プロファイルを同定した（Takahashi et al.  
2014）。さらに*NCDC が成体マウスの舌や歯肉などに存在し骨芽細胞に分化することを明らかにした（Ono et al.  
2015）。現在、炎症で産生が亢進する一酸化窒素（NO）由来の新規細胞内シグナル分子 8-NO2-cGMP の NCDC における
生成および細胞内シグナル伝達の変化について解析中である。 
1-7 硬組織代謝調節剤が口腔環境の恒常性と破綻に及ぼす影響の解析(高見) 
骨破壊モデルの作製と薬剤の局所投与方法条件を最適化、具体的には、骨破壊因子である菌体成分 LPS をマウスに
投与し、骨破壊の程度をμCT を用いて定量化することができた。また、コラーゲンゲルを基材として用いることで、
薬剤を局所に滞留させることに成功した。一方、テリパラチドによる骨形成促進剤の投与量・投与間隔の検討にお
いては、その効果を得ることができなかった。そのため、テリパラチドの代わりに骨吸収抑制剤ビスホスホネート
の１つであるのゾレドロネートおよび抗 RANKL 抗体を用いた硬組織破壊抑制実験を幼若マウスを用いて実施した。
その結果、ゾレドロネートは初回投与のみで強力な骨吸収抑制を示すとともに、その後の成長まで抑制した。また、
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抗 RANKL 抗体を投与したところ、投与間隔が１週間以内であれば強い骨吸収抑制効果を発揮することが明らかにな
った。投与量と投与間隔を変化させ各組織がどのような影響を受けたか検討したところ、興味深いことにゾレドロ
ネートを投与した幼若マウスの歯は萌出が阻害されていた。すなわち、当初使用する予定の薬物であったテリパラ
チドをゾレドロネートに変更したものの、歯の萌出阻害という新しい解析結果を得ることができた。 
2. 口腔機能回復のための技術基盤構築 
2-1効果的機能回復のための口腔ケアのギアチェンジ条件の最適化(弘中) 
造血幹細胞移植(HSCT)とその前処置によって 70～90％の患者に口腔粘膜障害(OM)が発症する。そのうち骨髄抑制お
よび免疫抑制による口腔粘膜細胞の高度な損傷により引き起こされる二次的な OMは、口腔ケアによって制御するこ
とができるとされている。そこで、HSCT前後の OM 重症度、口腔内衛生状態の評価と口腔内細菌の採取、同定を行い、
どのような変化が見られるかを縦断的に検討した。重度 OM を発症した患者は 3th から 4th で増加し、5th で減少し
た。一患者あたり同定された細菌種の総数は、1stから 5th に渡って徐々に減少した。 HSCT前にはほとんどの患者
から Streptococcus sp が同定されたが HSCT 後に減少し、コアグラーゼ陰性ブドウ球菌(CNS)が同定される割合が増
加した。Enterococcus sp の同定と HSCT 後の Candida sp の増加は、OM と関連していた。OM を発症した患者の Alb
値は、HSCT後の回復が悪く、予後についても悪かった* ((学会発表１)投稿中）。一部の患者の口腔内細菌叢は、HSCT
後に菌交代現象を生じ、特に、Enterococcus sp および Candida sp は、OM 発症に大きく関与する因子であることが
示唆された。また、 OMは栄養状態の改善を妨げ、HSCTの予後に影響を与えることから OM 発症を抑制するために、
これらの細菌感染を防ぎ、より積極的な口腔衛生管理および指導を行う必要があると考えられた。 
2-2 要介護高齢者への安全な口腔ケア・口腔機能向上手法の開発(角) 
口腔機能が低下した要介護高齢者に対する口腔ケア時に使用するジェルの必要かつ適正な物性を、試作品を用いて
市販品の保湿剤と比較・検討し、そのジェルでプラークの除去効果および咽頭への流入しにくさについて評価・検
討を行った。口腔ケア用ジェルに必要な種々の物性を検討し試作ジェルを作成し、*嚥下機能と口腔ケアを十分に理
解した医療者が VAS 法を用いて評価した際に、口腔ケア用ジェルに必要な物性の項目において VAS 値が安定して高
評価を得た（守谷ら 2016）。そのジェルを用いた、*ブラッシング時のジェルの使用は、洗浄水の使用よりもプラー
クの除去効果が高いことが認められた（守谷ら 2016）。咽頭への流入のしにくさは、ブラッシングの*ジェル使用時
が水使用時に比較して有意に吸引回数が少なかった（守谷ら 2016）。以上の結果より、本研究において口腔ケア用ジ
ェルが新規に開発され、製品化に至った。製品化の前後では、物性の客観的評価として一般的に多く使用されてい
る市販品の保湿剤を含めた各種ジェルの流動性、広がりやすさ、粘度と回転数の関係、pH の測定、浸透圧比の測定
を行い、評価しつつある。いずれも市販品よりも本研究により開発されたジェルが高評価や安全性を示しつつある。 
2-3 骨吸収抑制剤誘導性顎骨壊死における抜歯以外のリスクファクターの同定(佐々木) 
がん薬物療法前に口腔内合併症と治療の必要性の基礎的データを収集し、がん薬物療法施行時に発症した骨吸収制
御剤誘導性顎骨壊死をはじめとして有害事象の頻度、種類、重篤度の評価と治療前のスクリーニング結果との相関
を評価することを目的とし、予定症例数 300例に対して、現在まで 14例の評価が終了している。 
2-4造血幹細胞移植時の口腔機能障害に対して行う口腔ケアの有用性の解析(中牧) 
造血幹細胞移植について治療成績を改善ための問題点を明確にするためにその現状を自家移植と同種移植について
後方視的に検討した。再発悪性リンパ腫では、自家末梢血幹細胞移植併用大量化学療法が有用とされる。しかし強
い骨髄抑制に伴う治療毒性は治療予後を左右する。当教室の解析から*移植前の CRP は移植成績に影響する有意な予
後因子であることが明らかとなった(Ariizumi et al.2015)。CRP が高値となる病態の背景として口腔内を含めた患
者の Hematopoietic cell transplantation-specific comorbidity index の重要性を明らかにした。同種移植の解
析では GVHD予防のための免疫抑制薬(MTX)の用量調節（減量）など投与法が、*治療予後、非再発臓器毒性に影響す
ることを明らかにした（Saito et al.2016）。MTX は粘膜障害の強い薬物であり、その減量は口腔内病変をより軽減
できることにもつながる成果である。同種移植に伴う著しい免疫抑制状態は、口腔内細菌叢に影響を与え、その病
態は移植患者の深在性感染として重要である。また口内炎の併存は移植患者の経口摂取にも影響し栄養状態を介し
治療予後に影響する。VITEK-MS を用い当科での同種移植 19症例で口腔内細菌叢の経時的推移を前方視的に解析し、
*腸球菌と真菌（candida）の増加が口腔の炎症性病変と関連することを明らかにした（Osakabe et al. 投稿中）。 
2-5 経口挿管患者における新しい口腔ケアシステムの開発(岸本) 
周術期口腔機能管理の対象になる口腔に関連した合併症のうち、人工呼吸器関連肺炎（VAP）の予防とビスフォスフ
ォネート（BP）関連顎骨壊死（BRONJ）の 2 つに対象を絞って研究を進めた。まず、VAP 予防に関して、がんや心臓
外科の予定手術では、手術「前」からの口腔管理が普及し、予備調査で VAP を含めた術後肺炎の予防が可能となり
つつあることが判明した。そこで、事前に歯科の介入が難しい対象として、当院救命救急センターに収容され、気
管挿管患者を受ける患者に限定し、2 種類の口腔ケア方法で VAP 発症率の差を評価した。その結果、*従来からの口
腔ケア方法に比較して、口腔･咽頭を洗浄せず、吸引を重視した口腔ケアキットを用いた群の方が有意に VAPの発症
が少ないことを明らかにした（門井ら、2016年；投稿準備中）。一方、BRONJ については、*患者数は 10倍以上に増
加していることがわかった（首藤ら、2015 年）。患者数増加の背景として、BP を長期で使用する患者の増加がある
が、無策に抜歯の制限をしたことも背景にあると考えられる。 
2-6 口腔機能と健康を維持するための”汚れない”補綴装置の開発(馬場) 
デンチャープラークを抑制する方法の開発を目指し、初年度に義歯床用加熱重合レジンに対して、DLC（Diamond like 
carbon）によるデンチャープラーク付着およびバイオフィルム形成の抑制に関する検討を試みたが、耐摩耗性（剥
離強度）および操作性に問題があることが判明した。コーティング技術に関して、耐食性・化学的安定性・操作性
をも考慮した結果、MPC（2-methacryloyloxyethyl phosphorylcholine）を用いて詳細に検討することとした。加熱
重合アクリリックレジンに対してグラフト重合法により MPC を適用し、刷掃試験と S. mutans バイオフィルム形成
試験を行った。*X 線分光分析法（XPS）、接触角度測定、蛍光顕微鏡観察、タンパク吸着特性試験の結果、MPC の有
用性が示唆された（Takahashi et al. 2014）。また、*臨床的に簡便と考えられる Dipping 法と、よりコーティング
が容易な光重合型 MPCポリマー（PMBPAz）についての検討を行い、補綴装置（全部床義歯）への適用に成功した（Ikeya 
et al. 2016, 池谷ら 2016）。 
2-7高齢者の口腔機能回復のための超微弱力矯正システムの応用(槇) 
口唇圧を客観的に評価するために、牽引速度を一定に設定したモーター式電動スライダーを作製し、定速で牽引を
行い、口唇からボタンが外れた時点の最大牽引力を以下の条件で測定した。1)ボタン直径：直径 25mmのボタンで計
測を行った、2)牽引方向：ボタンから測定器までの距離を 20cmとし、FH 平面と床が平行になるように頭部を位置づ
け、牽引方向は水平になるようにした、3)牽引速度： 45 mm/s で計測を行った。上記の方法にて、63 名（男性 26
名、女性 37名）の計測を行った。口輪筋肉最大牽引力の計測、口輪筋筋電図の記録、側面頭部 X線規格写真の分析
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を行った。*その結果、最大牽引力とオトガイのくぼみの大きさに関して有意な正の相関関係が認められた。また、
オトガイのくぼみと下顎前歯歯軸傾斜角に有意な正の相関関係が認められた（古谷亮子 2015）。 
2-8口腔機能回復のための新規嚥下機能検査法の開発(高橋) 
ゴールドスタンダートな嚥下機能検査法である嚥下造影検査法ならびに嚥下内視鏡検査法では患者の足底を接地し
た状態で検査することが推奨されている。しかし、足底の接地状態と嚥下機能の関連について検討した研究はわれ
われが渉猟した範囲ではない。そこで本研究は足底の接地条件が嚥下関連筋の筋活動に与える影響を検討するため
に行った。健常成人 22 名（男性：12 名、女性 10 名）とし、足底を接地させて膝関節角度 90 度、135 度、180 度を
保持した姿勢、および足底を接地しない姿勢の 4 つの条件下で、最大舌圧（TP）、最大口唇閉鎖力（LF）、唾液嚥下
時の舌骨上筋群の筋活動時間（Duration）と活動量（Area）を測定し、それぞれの関連性について解析した。その
結果、TP、LF では各姿勢間で有意差は認められなかった。また足底接地の有無間で Duration と Area について有意
差は認められなかった。しかし、足底接地の 4 条件の比較では、膝関節角度 90 度、180 度、足底接地なし、角度 135
度の順に Duration は延長し、Areaは増加する傾向を確認した。 
＜特に優れた研究成果＞ 
1-1 唾液腺で初めて CD133 陽性細胞が幹細胞マーカーとして応用可能であることを明らかにした点や CD133 は細胞
膜に局在するため、本因子を指標に唾液腺幹細胞の単離が容易に行えるようになった点が上げられる。 
1-2 メラトニンはホルモンとして松果体から分泌され、血流を介して全身に行き渡り、唾液中からも検出されるこ
とが示されてきた。本研究から個別の臓器からも分泌すること、胎生期にも分泌されていることが明らかになった。
1-3 人体を用いた口腔粘膜部位における免疫担当細胞の局在差や有歯顎・無歯顎における相違に関する研究報告は 
皆無であった。本研究におけるこれまでのデータで部位による相違が初めて示唆されてきた。 
1-4 下顎・舌・口唇・頬の協調運動は、循環・呼吸中枢に近い脳幹部で調整されているため、その部位への実験操
作は実験動物の状態を悪化させ実験継続が困難であったが、脳幹への操作が容易な実験モデルを確立できた。 
1-5  Mitis レンサ球菌から産生された過酸化水素を含む培養上清がマクロファージの活性化を抑制することを、マ
イクロアレイ解析により明らかにした。また免疫細胞活性化に必須の NF-NB などの抑制が重要であると考えられた。 
1-6 神経堤由来細胞(NCDC) を成体マウスの顎下腺から単離し、細胞表面分子の遺伝子発現プロファイルを同定し
た。また、NCDCが舌や歯肉など様々な口腔粘膜組織にも高密度に分布していることを明らかにした。 
1-7 骨吸収抑制剤を成長途中のマウスに投与すると、著しい成長抑制と歯の萌出不全がおこる。このことは、ビス
ホスホネートを小児などに投与すると成長や歯の生育に有害であることを示唆する。一方、抗 RANKL 抗体はそのよ
うな作用を持たず、骨密度のみを上昇させた。これより、成長過程におけるビスホスホネートの危険性を見出した。 
2-1  OM を発症すると激しい疼痛のため経口摂取困難、脱水をきたし低栄養となる。また、OM の潰瘍面から全身へ
の細菌感染が報告されている。過去の研究から OMの発症が生命予後と有意に相関していた(論文投稿中 文献１))。 
2-2 現在、多くの口腔用保湿剤が市販されているが、口腔ケア時の使用を目的として開発されたジェルは少なく、
本研究において、ケア時に使用する際に適した物性を兼ね備えたジェルを開発することができた。 
2-3 患者自身が全く口腔内の異常を認識していないにもかかわらず、およそ 1/3 の症例で歯科医師より歯科治療の
必要性が指摘され、実際に治療が開始されていることが明らかとなった。 
2-4 同種移植の支持療法としての抗菌薬の予防投与は現在一般的に行われていて、それを前提とした口腔内細菌叢
の変化を明らかにできたことは、今後、支持療法を構築する上で重要である。 
2-5 わが国における「BRONJ に対するポジションペーパー（PP）」が出されたにもかかわらず、BRONJ の発症は減少
せず、むしろ*患者数は 10倍以上に増加していることを全国に先駆けて明らかにできた（首藤ら 2015年）。 
2-6 抗血栓作用やタンパク付着抑制能を有し、従来医用材料に用いられてきた MPC を応用し、光重合型 MPC ポリマ
ー（PMBPAz）として、より簡便に歯科材料にバイオフィルム形成抑制作用を付与することを可能とした。 
2-7 オトガイのくぼみが深いほど下顎前歯は唇側傾斜するとともにボタンプルによる最大牽引力が大きい。 
2-8 患者の足底を接地した状態で嚥下機能を検査することが推奨されているが、足底の接地状態と嚥下機能の関連
について検討した研究は現在までなかった。本研究では膝関節角度 90 度、180 度、足底接地なし、角度 135 度の順
に唾液嚥下時の舌骨上筋群の筋活動時間は延長し、唾液嚥下時の舌骨上筋群の筋活動量は増加する傾向を確認した。 
＜問題点とその克服方法＞ 
1-1老齢マウス（72週齢〜）の作出に時間がかかる。可及的に多数のマウスを飼育し、比較検討を進める。 
1-2 現在のところ、問題点はない。効率的に研究を進めていきたい。 
1-3 固定法と方法論の確立に多くの時間を費やした結果、安定した方法論を得ることができた。献体数を増やして
解析を進める必要がある。 
1-4 脳幹部を、膜電位感受性色素を用いて染色し、咀嚼リズムの形成回路の存在部位を同定しようと試みたが、人
工脳脊髄液の体循環による標本の揺れで、現象をうまく分離できなかった。今後は、脳幹の切断実験など別の方法
も適用してみる必要がある。 
1-5 マクロファージ活性化抑制の分子メカニズムとして、アクチン繊維などの細胞骨格分子の酸化が重要と考えら
れた。顕微鏡的に、細胞内でのこれらの分子の酸化度を定量的に観察し、具体的な実験方法の検討が必要である。 
1-6 マウスの口腔粘膜炎の誘発は現在抗がん剤か放射線照射が主であるが、細菌プロテアーゼや炎症性サイトカイ
ンの投与方法を工夫することで炎症を誘発する方法を検討している。 
1-7 ゾレドロネートが成長や歯の萌出を阻害するメカニズムが不明である。薬物を投与したマウスの骨および歯の
組織切片を作製し、破骨細胞や骨芽細胞などの硬組織関連細胞の状況を解析するとともに、マウスの体内にチップ
を埋め込み、コンピュターで体温変化や行動の変化を時系列的に解析する必要がある。 
2-1 わが国の造血幹細胞移植患者は、他の臓器がんに比べて数は多くないのが現状で、1 年で本学でも 30 件程度で
ある。他の医療機関や本学附属病院に協力してもらい、患者数を増加させたい。 
2-2 ジェルの咽頭への流入のしにくさを評価する先行研究がなく、嚥下機能が低下した患者に対して行うことは倫
理的問題があり、評価方法に苦悩したが、健常者への咽頭貯留の程度を測ることで流入のリスクとして安全に評価
することができた。 
2-3 可能な限り多くの新患がん患者の評価を行うため、看護師、事務と協力し、簡便な紹介システムを構築すると
ともに、紹介した歯科医師からのフィードバックを確認する必要がある。 
2-4 口腔内細菌叢について同種移植解析症例数はまだ十分とは言えず、残された研究期間でさらに症例を重ねるこ
とで問題点をより明確にできると期待される。 
2-5 骨粗鬆症患者での BRONJ の発症率は、2010 年の PP の推定値では 0.01〜0.02％と低頻度のため、介入研究が難
しい。そこで、対照（休薬）群は設定せず、非休薬下の抜歯でも BRONJ が多発しないことを証明していく。 
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2-6 口腔内という温度変化および機能運動を生じる環境下では、歯科材料表面にコーティングした MPCの耐摩耗性・
安定性を担保するのが困難であった。一般歯科診療で用いる光重合器およびその重合法を検討する。 
2-7 ボタンプル計測装置が大きく複雑であるため、実用化が困難である。より簡便に評価する計測系を考案する。 
2-8 今回の被検者である健常者数は 22 名と少なく、また年齢層も低い傾向であった。今後は健常被検者数を増やし
とくに 70 歳以上の被検者を増やす予定である。さらに健常者との差異の有無を検討するため、嚥下障害患者を対象
に加える予定である。研究手法としては被検者の体幹の位置の規定ならびに記録が不十分であったため、冠状方向、
矢状方向において被検者の体幹の位置の規定ならびに記録を正確に行う。 
 
＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
1-1 超高齢社会を背景に益々唾液分泌障害に起因する疾患が増加することが想定され、本研究成果により老化によ
る唾液分泌障害のメカニズムが解明されると、唾液腺の機能障害を抑制する薬剤の開発につながる可能性がある。 
1-2 現在のところ、実用化や特許申請に至る副次的な効果はないが、研究成果の活用を目指すように進めたい。 
1-3 本研究は人体を用いた研究であることから、極めて臨床に提供できる貴重な研究であると考える。性差あるい
は有歯顎・無歯顎における相違が明確になれば、これからの歯科医療の戦略は大きく変わることは明らかである。 
1-4 嚥下・吸啜・呼吸などのリズムの誘発も出来ることから、脳幹に中枢がある咀嚼以外の運動における下顎・舌
口唇・頬の協調運動や、運動間の相互調節機構などについても調べることが出来る。 
1-5 口腔内の健常性維持に有益な口腔細菌を見つけることで、高齢者や有病者などで口腔内環境改善を目的とした、
有益な口腔細菌カクテルの開発が可能となる。今後は、在宅治療を含めた臨床応用への実用化を検討する。 
1-6 成体マウスの口腔粘膜組織から単離した神経堤由来細胞(NCDC)を骨芽細胞に分化することを明らかにした。 
1-7 本研究に大学院生などの若手研究者を携わらせることによって、彼らの能力を遺憾なく発揮させることができ
た。すなわち、将来の科学者の育成に本研究は副次的効果を発揮した。 
2-1 本研究成果の副次的効果は医科歯科連携が進行したことである。医師または歯科医師のみの分業では、本研究
の実施は遂行不可であり、看護師の協力も得て医療連携が進行した。本レジメンが実用化につながる可能性は高い。 
2-2 本研究で開発された口腔ケア用ジェルが「お口を洗うジェル」として製品化し、臨床の現場で広がりつつある。
2-3 これまでにがん患者の口腔内状態を前向きに調査した研究は本邦では皆無である。スクリーニングの結果は、
今後の関連する研究を実施するに当たっての基礎的データとなることが期待される。 
2-5 抜歯を控える傾向があることに加え、休薬についても議論が多いが、非休薬下の抜歯でも BRONJ が多発しない
ことを証明できれば、きわめてインパクトがある。 
2-6 本研究で開発した PMBPAzによるコーティング法を補綴装置に適用することにより、本邦の超高齢社会において、
口腔清掃不良に起因する誤嚥性肺炎の発症リスクを低下させることが期待できる。 
2-7 口唇閉鎖時には口輪筋ならびにオトガイ筋による下唇の押し上げが起こっていることより、ボタンプルは他の
口唇圧計測方法と比べて、オトガイ筋も含め評価している可能性があることが示唆された。 
2-8 本研究で被検者の膝関節の角度ならびに足底接地と嚥下関連筋活動の関連が明らかになれば、安全に嚥下が行
える足底の接地方法が解明され、嚥下障害患者の日常の経口摂取がより安全に施行されるよぅになると考えられる。
さらに嚥下障害患者にとって多少の違和感を伴う嚥下調整食や嚥下姿勢の適用を制限することができる。 
 
＜今後の研究方針＞ 
1-1 老齢マウスと若齢マウスの唾液腺における幹細胞の存在頻度の比較と機能の評価を行うと共に、幹細胞性の制
御因子としての Sox9 やその発現調節因子の発現を比較検討する。 
1-2 メラトニンをはじめとするホルモンの唾液腺における役割や作用、作用機序についてさらなる研究を進め、計
画通りに細胞内伝達経路明らかにしていく方針である。 
1-3 有歯顎・無歯顎のご遺体数と男女数を出来る限り調整しながら、これまで行ってきたご遺体の固定法と免疫組
織化学染色法を用いて、ご遺体数を増やし、データの取得を行う。 
1-4 咀嚼リズムの形成回路のどの部位からどのような出力が、三叉神経運動核、顔面神経核、舌下神経核などの運
動ニューロンに送られているかを調べ、咀嚼時の下顎・舌・口唇・頬の協調運動のメカニズムを明らかにする。 
1-5 蛍光顕微鏡を用いて Mitis レンサ球菌が産生する過酸化水素がどの程度マクロファージ細胞の細胞質中に浸透
し、細胞内のタンパク質や脂質、核酸などの成分がどの程度酸化されるのかなど、生物学的影響について検討する。 
1-6 細菌プロテアーゼや炎症性サイトカインで誘導される口腔粘膜炎モデル動物を確立し、炎症反応の進展と組織
修復に伴う NCDCの遺伝子発現およびタンパク質発現の変化を分子レベルで明らかにする。 
1-7 ゾレドロネートがいかなるメカニズムによって成長や歯の萌出を阻害するのか、組織学的・生化学的・薬理学
的な解析を実施する。また、アレンドロネートなど、ゾレドロネート以外のビスホスホネートを用い、成長抑制や
歯の萌出阻害がビスホスホネートに共通する作用なのか明らかにする。これの研究によって、ビスホスホネートに
新たな有害作用があることを論文や学会を通じて発信していく。 
2-1 今後も対象疾患の患者数を増やすことに注視し、医科歯科医療連携の進行に伴い、新たながん治療（造血幹細
胞移植）のレジメンの一つに本研究のプロトコールが使用できるように普及させたいと考えている。 
2-2 開発した「お口を洗うジェル」の更なる物性の評価を行う。加えて、開発したジェルを用いた「水を使わない
口腔ケア」を当院の病棟看護師に普及し、看護師の口腔ケアに対する認識などに与える影響を評価する予定である。 
2-3 本研究は、登録および結果の解析までおよそ 2 年間を予定している。順調に症例を集積すべく腫瘍内科スタッ
フ、歯科口腔外科および病院事務と協力の上研究を継続する。 
2-4 現在、栄養士、昭和大学保健医療学部、理学療法士の協力を得て、同種移植患者の移植前後の栄養状態・運動
機能解析を行っている。口腔内病変・口腔ケアとこれらの知見との関連をさらに検討する。 
2-5 日本集中治療医学会と日本クリティカルケア看護学会の合同で、気管挿管患者の口腔ケア手順を策定中で、研
究分担者は合同委員会に所属している。最新の口腔ケア方法（口腔管理の一部）による VAP予防効果を検証したい。
2-6 本研究で開発した PMBPAz によるコーティング法について、患者に装着されている歯科補綴装置に適用し、コー
ティング群と非コーティング群での比較をして、その臨床的評価を行っていく予定である。 
2-7 頬、舌および口唇などの口腔周囲筋群は咬合、歯列弓に作用を及ぼし口腔顎顔面の形態や機能などと複雑に関
係しているため、今後は口唇圧だけでなく頬圧、舌圧も評価できるような新しい計測系を確立する。空気圧を利用
した新しい計測方法を考案し、口腔筋圧（口唇圧・頬圧・舌圧）と歯列弓形態の関連について明らかにする。 
2-8被検者の体幹の位置の規定ならびに記録が不十分であったため、環状方向、矢状方向において被検者の体幹の医
置の規定ならびに記録を正確に行う。また健常被検者数を増やしとくに 70歳以上の被検者を増やす予定である。さ
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らに健常者との差異の有無を検討するため、嚥下障害患者を対象に加える予定である。 

＜今後期待される研究成果＞ 
1-1 当該研究により、若齢マウスと比較して老齢マウスの唾液腺幹細胞の機能低下の有無が明らかとなり、唾液腺
老化の原因が、幹細胞自身によるものか、あるいは周囲微小環境の変化に起因するものかどうかが明らかとなる。 
1-3 人体を用いた研究データは医療に対して極めて貴重な情報を提供するものである。性差あるいは咬合状態の相
違が口腔粘膜組織の免疫学的特異性に影響する可能性を示すことが期待される。 
1-5 口腔の健全性を維持する口腔細菌細菌叢カクテルを開発することで、健常者の口腔健全性の維持の強化や小児
のう蝕予防、高齢者や有病者の口腔環境改善などが可能となる。 
1-4 咀嚼中枢やその入出力の制御機構、また咀嚼時の下顎・舌・口唇・頬の協調機構への嚥下・呼吸の影響を明ら
かにすることによって、口腔環境維持のために適切な咀嚼・嚥下機能検査法の開発の基礎データが得られる。 
1-6 口腔粘膜炎における病態変化を分子レベルで解明し、口腔粘膜炎モデル動物を用いて血中の炎症マーカーおよ
びサイトカインプロファイルの変化を解析することで口腔粘膜炎が全身状態に及ぼす影響を明らかにする。 
1-7 ビスホスホネートが破骨細胞の機能だけでなく、生体内の様々な細胞や組織に影響を与えることを明らかにす
ることができる。また、種々のビスホスホネートの作用を比較検討することで、成長に影響を与えにくいものを選
抜したり、抗 RANKL抗体と比較することで、新しい骨吸収抑制剤の概念を提唱できることが期待される。 
1-2 抗酸化作用を有するホルモンとして注目されているメラトニンの新しい作用とそのメカニズム解析が進み、臨
床応用への方向性を示せるように努力していきたい。 
2-2 本研究で開発した「お口を洗うジェル」を用いた「水を使わない口腔ケア」は、要介護高齢者の口腔ケア方法
として誤嚥性肺炎や他の疾病の予防や治療に貢献し、低栄養を防ぎ、早期退院の達成につながることが期待される。 
2-3 本研究を継続するとともにがん薬物療法に伴う口腔内合併症を含めた有害事象の発現にスクリーニングで判明
した口腔内の状態がどの程度関与するかが明確になると期待している。また、用いる抗悪性腫瘍薬の種類と口腔内
合併症の状態が明確となることが期待され瑠とともに、わが国のがん医療における医科歯科連携が一層推進される
ことも期待される。 
2-4 60 歳を超える高齢患者が移植治療の中心となっている。実臨床での口腔内病変・口腔ケアの移植成績への影響
を総合的に解析し、包括的な移植治療の構築への貢献が期待される。 
2-5 海外の口腔ケアによる VAP 予防研究は、看護師単独で、グルコン酸クロルヘキシジン（CHG）などの消毒薬を併
用したものが多い。歯垢の性質を熟知した歯科医師が口腔管理に加わる意義を、わが国から発信する。 
2-6 各種補綴装置に特有の細菌群を特定し、さらに PMBPAz によるコーティング法を応用していくことで、歯科補綴
装置に付着しやすい細菌への抵抗性を有するコーティング法の開発が期待される。 
2-7 口唇圧、頬圧、舌圧を定量的に評価すし、口腔筋圧と歯列弓形態や顎顔面形態との関連について明らかにする。 
2-8 本研究により安全に嚥下が行える足底の接地方法が解明され、嚥下障害患者の日常の経口摂取がより安全に施
行されるようになる。すなわち嚥下障害患者にとって多少の違和感を伴う嚥下調整食や嚥下姿勢の適用を制限する
ことができる可能性が考えられる。さらに食事介助者や食事調理者の負担軽減に繋がることも期待される。 
 
＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 
別添資料２参照 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
別添資料２参照 
 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  口腔機能           （２） 唾液               （３）  骨吸収          

（４）  高齢者            （５）  口腔ケア            （６）  硬組織            

（７）  口腔環境           （８）  歯科医療           

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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口腔ケア デンタルハイジーン 35(6):652-655, 2015 

11. 近藤菜穂子,山田広子,角 保徳:私たちが担う！「専門的口腔ケア」アドバンス編① 口腔カンジダ症における

専門的口腔ケア デンタルハイジーン 35(5):528-531, 2015 

12. 角 保徳:日本摂食嚥下リハビリテーション学会編集 日本摂食嚥下リハビリテーション学会 e ラーニング対

応 第 4分野 摂食嚥下リハビリテーションの介入 Ⅰ口腔ケア・間接訓練 Ver.2. 34 口腔ケアの定義・

期待される効果 p.2-7, 2015 医歯薬出版株式会社 

13. 角 保徳:高齢者歯科医療の確立を―超高齢社会におけるわが国の歯科医療発展への方策― 歯界展望 

125(1):9-15, 2015 

14. 西田泰大,嶋田敏江,角 保徳:続・私たちが担う「専門的口腔ケア」実際編⑥＜最終回＞ 在宅や施設での歯

科衛生士の役割と専門的口腔ケアの注意点 デンタルハイジーン 34(12):1338-1341, 2014 

15. 藤田恵未,平識善大,角 保徳:続・私たちが担う「専門的口腔ケア」実際編⑤ 義歯に対しての歯科衛生士の

取り組み デンタルハイジーン 34(11):1232-1235, 2014 

16. 藤田恵未,近藤菜穂子,角 保徳:続・私たちが担う「専門的口腔ケア」実際編④ ベッドサイドでもスケーリ

ングはできる！～歯科衛生だからできること～ デンタルハイジーン 34(10):1102-1105, 2014 

17. 平識善大,近藤菜穂子,角 保徳:続・私たちが担う「専門的口腔ケア」実際編③ 水を使わない専門的口腔ケ

アの実践 デンタルハイジーン 34(9):990-993, 2014 

18. 松田 亮,平識善大,角 保徳:続・私たちが担う「専門的口腔ケア」実際編② 専門的口腔ケアをするならこ

れがないと始まらない！ デンタルハイジーン 34(8):874-877, 2014 

19. 近藤菜穂子,藤田恵未,角 保徳:続・私たちが担う「専門的口腔ケア」実際編① 水を使わないで口腔ケアを

する！？ デンタルハイジーン 34(7):762-765, 2014 

20. 角  保徳 ,平識善大 ,藤田恵未 :要介護高齢者の命を支える口腔ケア  耳鼻咽喉科・頭頸部外科 

86(6):444-449, 2014 
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1. 中牧 剛 : 白血病の現状と展望-その分子標的治療時代- 急性骨髄性白血病の現状と展望 : Cefiro. Autumn 
2016 No.24 5-12 

2. 中牧 剛 : 医薬品による重篤副作用への対処法と救済制度】 薬剤による血液障害 無顆粒球症と血小板減少

症を中心として : 昭和学士会雑誌 75 巻 4 号 Page407-413(2015.08)  
3. 中牧 剛, 前田 崇 : 【鉄代謝制御機構と鉄過剰症】 鉄代謝異常をきたす遺伝性疾患 : 血液内科.70 巻 3 号 

Page321-330(2015.03)  
4. 中牧  剛  : 私のこの一枚 Microgranular APL と白血病幹細胞  : 血液フロンティア . 24 巻 11 号 

Page1581-1586(2014.10) 
5. 中牧 剛 : 中枢神経系の悪性リンパ腫：治療 update. BRAIN and NERVE. 66 巻 8 号 P969-979(2014.08)  
6. 中牧 剛 : 特集 貧血-成因・診断・治療- 鉄欠乏性貧血と症候性貧血 : Cefiro, Spring 2014 No.19 P7-13 
2-5 
1. 岸本裕充：誤嚥性肺炎．新訂版 知りたいことがわかる高齢者歯科医療 －歯科医療につながる医学知識－（小

谷順一郎，砂田勝久 編），永末書店，2017 年，pp50-53． 
2. 岸本裕充：気管支喘息．新訂版 知りたいことがわかる高齢者歯科医療 －歯科医療につながる医学知識－（小

谷順一郎，砂田勝久 編），永末書店，2017 年，pp54-57． 
3. 岸本裕充：薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）．新訂版 知りたいことがわかる高齢者歯科医療 －歯科医療につなが

る医学知識－（小谷順一郎，砂田勝久 編），永末書店，2017 年，pp76-79． 
4. 岸本裕充：唾液腺炎, 唾液分泌障害. 言語聴覚士のための基礎知識 臨床歯科医学･口腔外科学 第 2 版，医学書

院，2016 年，pp175-177 
5. 岸本裕充：口腔乾燥症. 口の中がわかる ビジュアル歯科口腔科学読本，クインテッセンス出版，2017 年，

pp150-151 
6. 岸本裕充：舌痛症. 口の中がわかる ビジュアル歯科口腔科学読本，クインテッセンス出版，2017 年，pp164-165 
7. 岸本裕充：歯科疾患が原因･誘因とされる全身疾患. 口の中がわかる ビジュアル歯科口腔科学読本，クインテ

ッセンス出版，2017 年，pp 170-171 
8. 岸本裕充：有熱患者の口腔ケア．改訂版 口腔ケア基礎知識（日本口腔ケア学会 編），永末書店，2017 年，

pp197-200 
9. 岸本裕充：口腔カンジダ症．患者を支える がん患者の口腔ケア（日本口腔ケア学会 学術委員会 編），医学書

院，2017 年，pp81-87 
10. 岸本裕充：終末期の口腔ケア・オーラルマネジメント－口腔ケアだけでなく，的確な評価，歯科治療も重要．

スーパー総合医 緩和医療・終末期ケア（長尾和宏 編），中山書店，2017 年，pp217-221 
11. 岸本裕充：多職種連携における歯科衛生士の役割．歯科衛生士のための口腔機能管理マニュアル –高齢者編（日

本歯科衛生士会 監修），医歯薬出版，2016 年，pp162-165 
12. 岸本裕充：認知症患者の口腔ケアのポイントは？ 神経内科 Clinical Questions & Pearls 認知症（高尾昌樹 編），

中外医学社，2016 年，pp303-308 
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13. 岸本裕充：MRONJ（薬剤関連顎骨壊死）の概要と，わが国の現状．薬剤・ビスフォスフォネート関連顎骨壊死 

MRONJ・BRONJ 最新 米国口腔顎顔面外科学会と本邦の予防・診断・治療の指針（柴原孝彦，岸本裕充，矢

郷 香，野村武史 著），クインテッセンス出版，2016 年，pp9-14 
14. 岸本裕充：MRONJ に関する論点とは？ 薬剤・ビスフォスフォネート関連顎骨壊死 MRONJ・BRONJ 最新 

米国口腔顎顔面外科学会と本邦の予防・診断・治療の指針（柴原孝彦，岸本裕充，矢郷 香，野村武史 著），

クインテッセンス出版，2016 年，pp43-55  
15. 首藤敦史，岸本裕充：薬剤関連顎骨壊死(MRONJ)．薬’17/’18 歯科 疾患名から治療薬と処方例がすぐわかる本

（朝波惣一郎，王 宝禮，矢郷 香 編），クインテッセンス出版，2016 年，pp54-55 
16. 岸本裕充：心臓手術を受ける患者への口腔ケア（周術期のオーラルマネジメント）のポイントとは．多職種協

働チーム先制医療での口腔ケア FAQ50（鴨井久一，菊谷 武 監修），一世出版，2016 年，pp122-123 
17. 岸本裕充：がん化学療法時の患者の口腔ケアのポイントを教えてください．多職種協働チーム先制医療での口

腔ケア FAQ50（鴨井久一，菊谷 武 監修），一世出版，2016 年，pp122-123 
18. 岸本裕充，長谷川陽子：亜急性期とはどのような症状・病態ですか? 亜急性期での対応は急性期と違いがあり

ますか？ 続 5 疾病の口腔ケア プロフェッショナルな実践のための Q&A55，医歯薬出版，2016 年，pp102-104  
19. 岸本裕充：患者の選択，注意を要する全身疾患・薬剤．本音を教えて! GP が知りたいインプラント外科 Q&A67，

医歯薬出版，2015 年，pp1-27  
20. 岸本裕充：投薬．本音を教えて! GP が知りたいインプラント外科 Q&A67，医歯薬出版，2015 年，pp 67-79  
21. 浦出雅裕，岸本裕充：歯科におけるインフェクションコントロールの現状と課題．一般臨床家 口腔外科医の

ための口腔外科ハンドマニュアル'15，クインテッセンス出版，2015 年，pp 98-104  
22. 岸本裕充，浦出雅裕：インフェクションコントロールの実際．一般臨床家 口腔外科医のための口腔外科ハン

ドマニュアル'15，クインテッセンス出版，2015 年，pp105-114  
23. 川邊睦記，岸本裕充：慢性合併症・併存疾患 歯周病．糖尿病に強くなる！療養指導のエキスパートを目指し

て，医学書院，2015 年，pp187-189  
24. 門井謙典，岸本裕充：急性期病院（災害拠点病院を含む）における災害時の口腔ケアの工夫．災害時の歯科保

健医療対策，一世出版，2015 年，pp146-149 
25. 首藤敦史，岸本裕充：抗がん剤治療中の口腔管理 -歯科口腔外科の役割-．抗がん剤の副作用と支持療法 より

適切な抗がん剤の安全使用をめざして，日本臨牀社，2015 年，pp673-677  
26. 岸本裕充：急性期から慢性期への連携．健康寿命の延伸をめざした口腔機能への気づきと支援  ライフステー

ジごとの機能を守り育てる，医歯薬出版，2014 年，pp191-194  
27. 岸本裕充：舌苔を「全部一気に取ろうとしない」，イソジン“だけ”では口腔ケアを「十分にできない」，気管

チューブ挿管患者の口腔ケア時に「必ずしもカフ圧を上げなくてもよい」．今はこうする！看護ケア，照林社，

2014 年，pp29-31  
28. 髙岡一樹，岸本裕充：高齢者のインプラント治療に必要な術前診査について．65 歳以上の患者へのインプラン

ト治療・管理ガイド －要介護になっても対応できるために，ヒョーロン，2014 年，pp23-36  
29. 野口一馬，岸本裕充：高齢者のインプラント治療前に知っておきたい、咀嚼障害につながる疾患「がん」．65

歳以上の患者へのインプラント治療・管理ガイド －要介護になっても対応できるために，ヒョーロン，2014
年，pp66-72 
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1. 馬場一美 :1序論 A部分的な歯の欠損 B部分的な歯の欠損の治療 C部分的な歯の欠損の治療の意義 Dパ

ーシャルデンチャーの特徴 E パーシャルデンチャーの為害作用 スタンダードパーシャルデンチャー補綴学 
1-12,2016 

2. 馬場一美 :2 歯の欠損に由来する顎口腔系の変化 C 歯の欠損による一次性障害 D 歯の欠損による二次性障

害 E 歯の欠損による三次性障害 スタンダードパーシャルデンチャー補綴学 21-29,2016 
3. 馬場一美 :9 診察，検査，診断とインフォームドコンセント A 診察および検査 B 診断 スタンダードパーシ

ャルデンチャー補綴学 99-109,2016 
4. 馬場一美 :15 人工歯配列と蠟義歯 A パーシャルデンチャーの人工歯配列と咬合 スタンダードパーシャルデ

ンチャー補綴学 175,2016 
5. 馬場一美 :その他の義歯 A オーバーデンチャー スタンダードパーシャルデンチャー補綴学 215,2016 
6. 馬場一美，近藤尚知，千葉豊和 :インプラント，デンチャーのデジタルデンティストリー:補綴臨床 50(1)7-18, 

2017 
7. 田中晋平, 馬場一美 :無歯顎患者におけるデジタル・デンティストリー-ボーンアンカードブリッジとインプラ

ント・オーバーデンチャー症例から-:日本補綴歯科学会誌 8(4)414-419,2016 
8. 西山弘崇, 安部友佳, 馬場一美 : 【いまこそ知りたい そろそろ知りたい デンチャーQ&A】(第 3 章)メイン

テナンス・訪問歯科診療 デンチャーが原因の粘膜疾患って? : DHstyle 10(10)132-133,2016 
9. 西山弘崇, 安部友佳, 馬場一美 : 【いまこそ知りたい そろそろ知りたい デンチャーQ&A】(第 3 章)メイン

テナンス・訪問歯科診療 パーシャルデンチャーの違和感や話しにくさは、どのくらいで慣れる? : DHstyle 
10(10) 126-127,2016 

10. 福西美弥, 安部友佳, 馬場一美 : 【いまこそ知りたい そろそろ知りたい デンチャーQ&A】(第 3 章)メイン
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テナンス・訪問歯科診療  パーシャルデンチャーが痛い、噛めないと言われたらどうするの? : DHstyle 
10(10)124-125,2016 

11. 福西美弥, 安部友佳, 馬場一美 : 【いまこそ知りたい そろそろ知りたい デンチャーQ&A】(第 3 章)メイン

テナンス・訪問歯科診療  義歯安定剤はどう選んで使うの ?  そもそも使ってよいの ? :DHstyle 
10(10)122-123,2016 

12. 池谷賢二, 安部友佳, 馬場一美 : 【いまこそ知りたい そろそろ知りたい デンチャーQ&A】(第 3 章)メイン

テナンス・訪問歯科診療 パーシャルデンチャー用義歯洗浄剤は歯科専売と市販でどう違うの? : DHstyle 10(10) 
118-119,2016 

13. 池谷賢二, 安部友佳, 馬場一美 : 【いまこそ知りたい そろそろ知りたい デンチャーQ&A】(第 3 章)メイン

テナンス・訪問歯科診療 自宅でのパーシャルデンチャーのケア方法って? : DHstyle 10(10)116-117,2016 
14. 安部友佳, 馬場一美 : 【いまこそ知りたい そろそろ知りたい デンチャーQ&A】(第 1 章)パーシャルデンチ

ャー パーシャルデンチャーはインプラントと併用できるの? : DHstyle 10(10)32-33,2016 
15. 安部友佳, 馬場一美 : 【いまこそ知りたい そろそろ知りたい デンチャーQ&A】(第 1 章)パーシャルデンチ

ャー 保険と自費のパーシャルデンチャー、どこが違うの? : DHstyle 10(10)30-31,2016 
16. 安部友佳, 馬場一美 : 【いまこそ知りたい そろそろ知りたい デンチャーQ&A】(第 1 章)パーシャルデンチ

ャー パーシャルデンチャーを入れにくいのはどんな口腔内? : DHstyle 10(10)28-29,2016 
17. 田中晋平, 西山弘崇, 馬場一美 : 【エキスパートたちが教える パーシャルデンチャーの Pitfall と回避策 35 

これをおさえればインプラントに勝つパーシャルデンチャーができる!】(第 III 部)新材料によるパーシャルデ

ンチャーの作り方 ジルコニアフレームワークの応用 : 日本歯科評論 別冊 2016 144-148,2016 
18. 安部友佳, 馬場一美 : 【なぜ壊れ、どう直すのか DENTURE REPAIR 部分床義歯・全部床義歯・インプラ

ントオーバーデンチャー】 実践編 インプラントオーバーデンチャーの修理 マグネット :補綴臨床 別冊

Denture Repair 118-124,2015.05 
19. 塚崎弘明, 馬場一美 : 【なぜ壊れ、どう直すのか DENTURE REPAIR 部分床義歯・全部床義歯・インプラ

ントオーバーデンチャー】 実践編 義歯床の修理 直接法 :補綴臨床 別冊 Denture Repair 60-65,2015 
20. 安部友佳, 馬場一美 : 【なぜ壊れ、どう直すのか DENTURE REPAIR 部分床義歯・全部床義歯・インプラン

トオーバーデンチャー】 総論・理論編 再製となるケース :補綴臨床 別冊 Denture Repair 52-57,2015 
21. 安部友佳, 馬場一美 : 【なぜ壊れ、どう直すのか DENTURE REPAIR 部分床義歯・全部床義歯・インプラ

ントオーバーデンチャー】 総論・理論編 義歯破折の原因と対策 患者サイドの条件 : 補綴臨床 別冊 Denture 
Repair 26-33,2015 

22. 馬場一美, 村田比呂司 : 【なぜ壊れ、どう直すのか DENTURE REPAIR 部分床義歯・全部床義歯・インプ

ラントオーバーデンチャー】 総論・理論編 義歯破折の原因と対策 補綴設計・力学的要因の見地から :補綴

臨床 別冊 Denture Repair 5-11,2015 
2-7 
1. 槇宏太郎(分担執筆)：呼吸と顎顔面形態形成のバイオメカニクス,中島榮一郎監著『新矯正歯科治療論 次世代

を切り拓くためのメソッド』,東京,2015,クインテッセンス出版（株）,p79-85 
2-8 
1. 高橋浩二（分担執筆）：摂食嚥下障害のリハビリテーション．野間康弘・瀬戸晥一監修．標準口腔外科学第４

版．東京，2015，医学書院，pp 527-532 
2. Takahashi K.: Chapter 16 Management of Speech Disorders Following Treatment for Oral Cancer.  Oral Cancer 

Diagnosis and Therapy edited by Tadaaki Kirita and Ken Omura Springer Japan 2015  pp361-372 
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68. 松野頌平、田井寿和、宮本昌子、阪井丘芳：唾液誤嚥評価法の開発に向けて～唾液嚥下での PAS（A 
penetration-aspiration scale）を評価するための試み～、（第 21 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会、

京都、2015 年 9 月） 
69. 松下 巧、吉田博昭、阪井丘芳、森田章介：転写因子 Grh12 はマウス胎仔顎下腺の分子形態形成に関与する、（第

60 回日本口腔外科学会総会・学術大会、名古屋、2015 年 10 月） 
70. 小野 瞳、尾花 綾、宇佐美 悠、酒井 学、井階一樹、三浦治郎、江草 宏、阪井丘芳：iPS 細胞由来の再

生因子を用いた唾液腺再生の検討、（第 27 回日本口腔科学会近畿地方部会、大阪、2015 年 11 月 ） 
71. 小野 瞳、尾花 綾、宇佐美 悠、酒井 学 江草 宏、大川博子、阪井丘芳：唾液腺再生を目指した ips 細

胞の応用、（第 14 回 NPO 法人日本再生医療学会学術集会、横浜、2015.3.19-21） 
72. 小野 瞳、尾花 綾、宇佐美 悠、酒井 学、三浦治郎、江草 宏、阪井 丘芳：iPS 細胞を応用した唾液腺再

生モデル、（第 69 回日本口腔科学会学術集会、大阪、2015 年 5 月） 
73. 佐々生康弘、奥野健太郎、野原幹司、中村祐己、阪井丘芳：内視鏡による Oral Appliance 治療の適否の診断、

（第 40 回日本睡眠学会定期学術集会、栃木、2015 年 7 月） 
74. 高井英月子、野原幹司、阪井丘芳：VF による発音時の軟口蓋の速さ解析―口蓋裂症例について―（第 39 回日

本口蓋裂学会総会・学術集会、東京、2015 年 5 月） 
75. 金子信子、野原幹司、田中信和、奥野健太郎、光山誠、阪井丘芳：施設入所高齢者の夜間就寝中における嚥下

頻度 （第 26 回日本老年歯科医学会総会・学術大会、横浜、2015 年 6 月） 
76. 金子信子、野原幹司、田中信和、奥野健太郎、光山 誠、阪井丘芳：施設入所高齢者と健常成人の夜間就寝中

における嚥下頻度の比較検討、（第 21 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会、京都、2015 年 9 月） 
77. Sakai T: Exploration of functional regulators in branching morphogenesis of salivary gland for future regenerative 

medicine, (Symposium, The 55th congress of the KOREAN association of oral and maxillofacial surgeons, KOREA, 
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78. 阪井丘芳、口腔機能障害 ―摂食・嚥下臨床への展開―、障害を持つ人々に寄り添う歯科医療を目指して、関

西障害者歯科臨床研究会第 6 回研究集会、大阪、2014.6.29 
79. 阪井丘芳、口腔機能障害に対する臨床と研究―唾液の機能を理解したアンチエイジングと口腔ケア―、超域イ

ノベーション講座、サンスター株式会社（大阪）、2014.7.10 
80. 阪井丘芳、再生をめざした唾液腺形成機構の解析 ～iPS 細胞の応用～、平成 26 年度生理学研究所研究会「唾

液腺形態形成研究会～機能解析から器官再生へ～」、自然科学研究機構総合バイオサイエンスセンター、

2014.8.4 
81. 阪井丘芳、加齢や歯周病等の疾患に伴う口腔機能の変化（特に咀嚼機能、摂食嚥下機能を中心に）と、それに

伴う高齢者の健康への影響について、第 35 回全国歯科保健大会、大阪、2014.11.8 
82. Nohara K, Kaneko N, Uchida Y, Tanaka N, Sakai T: Relationship between airway clearance function and aspiration 

pneumonia in geriatric nursing home residents. (The 4th ESSD Congress, Brussels, Belgium, October 23-25, 2014) 
83. Sugiyama C, Nohara K, Hikage A, Hishikawa A, Takai E, Kogo M, Sakai, T.: An investing of relationship between 

articulation and motor coordination in individuals with UCLP. (71th Annual American Cleft Palate–Craniofacial Meeting, 
Indianapolis, USA, March 24-29, 2014) 

84. 小野瞳、尾花綾、宇佐美悠、江草宏、大川博子、山城隆、野原幹司、阪井丘芳、iPS 細胞を用いた唾液腺再生

への試み、（第 68 回 NPO 法人日本口腔科学会学術集会-口腔科学の新世紀-、東京、2014.5.7-9） 
85. 岡野綾、古郷幹彦、阪井丘芳、杉山千尋、磯村恵美子、青海哲也、大槻浩一、廣石幸恵、富永仰、川島郁子、

近藤剛、安斎ゆう子、石橋美樹、富永律子：口蓋裂児への会に対する患者家族アンケート調査からの知見、（第

68 回 NPO 法人日本口腔科学会学術集会-口腔科学の新世紀-、東京、2014.5.7-9） 
86. 杉山千尋、野原幹司、日景朱美、菱川礼子、高井英月子、阪井丘芳：口蓋裂言語の聴覚判定における評価者間

の一致率について―ビデオ聴取による検討―、（第 38 回日本口蓋裂学会総会・学術集会、札幌、2014.5.29-30） 
87. 高井英月子、野原幹司、上田菜美、日景朱美、杉山千尋、阪井丘芳：鼻咽腔閉鎖不全を呈していた構音障害症

例における本院受診前の診断および受診経緯について、（第 38 回日本口蓋裂学会総会・学術集会、札幌、

2014.5.29-30）  
88. 上田菜美、野原幹司、高井英月子、杉山千尋、日景朱美、大槻浩一、古郷幹彦、阪井丘芳：完全両側性唇顎口

蓋裂患者における上顎形態と口蓋化構音について、（第 38 回日本口蓋裂学会総会・学術集会、札幌、2014.5.29-30） 
89. 日景朱美、杉山千尋、野原幹司、菱川礼子、尾花綾、阪井丘芳：協調運動障害が口蓋裂術後構音障害の発言に

及ぼす影響 第 3 報 ―構音障害の有無による協調運動能力の特徴―、（第 38 回日本口蓋裂学会総会・学術集

会、札幌、2014.5.29-30） 
90. 上田菜美、野原幹司、金子信子、尾花綾、内田悠理香、光山誠、阪井丘芳、肺炎既往の有無による肺炎球菌の

陽性率の比較、（第 25 回日本老年歯科医学会学術大会、福岡、2014.6.13-14） 
91. 深津ひかり、野原幹司、阪井丘芳、内視鏡を用いた粘膜線毛輸送機能の評価法の確立、（第 25 回日本老年歯科

医学会学術大会、福岡、2014.6.13-14） 
92. 金子信子、野原幹司、阪井丘芳、施設入所高齢者における摂食・嚥下機能に影響を及ぼす服薬についての調査

報告、（第 25 回日本老年歯科医学会学術大会、福岡、2014.6.13-14） 
93. 谷川千尋、野崎一徳、玉川裕夫、留和香子、磯貝由佳子、社浩太郎、上松節子、阪井丘芳、古郷幹彦、山城隆、

口唇裂・口蓋裂・口腔顔面成育治療のための矯正歯科治療情報基盤システムの構築、（第 56 回近畿東海矯正歯

科学会学術大会、名古屋、2014.6.29） 
94. 深津ひかり、野原幹司、阪井丘芳、内視鏡を用いた粘膜線毛輸送機能の評価法の確立～サッカリンテストとの

比較～、（第 20 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会、東京、2014.9.6） 
95. 中村祐己、佐々生康宏、奥野健太郎、野原幹司、阪井丘芳、下顎前方移動にともなう上気道の形態変化 ～健

常者における内視鏡的評価、日本睡眠歯科学会 第 13 回総会・学術集会、東京、2014.11.8-9 
96. 尾花綾、田中信和、野原幹司、阪井丘芳、摂食障害児の予後に影響を与える因子の研究、（第 31 回日本障害者

歯科学会総会および学術大会、仙台、2014.11.14-16） 
97. 藤田真奈美、深津ひかり、上田菜美、野原幹司、高井英月子、田中信和、阪井丘芳、嚥下障害を有する患者お

よび介助者における口腔ケアに関するアンケート調査、第 31 回日本障害者歯科学会総会および学術大会、仙

台、2014.11.14-16 
1-3 
1. 大塚裕忠，中村雅典．重症貧血マウスモデルの大網組織における造血関連因子の解析. （第 121 回日本解剖学

会総会・全国学術集会、長崎、2017 年３月） 
2. 井上知、大塚裕忠、瀧戸次郎、柳澤伸彰、野中直子、中村雅典：幹端における骨損傷の修復過程は骨幹部と異

なる．（第 121 回日本解剖学会総会・全国学術集会、長崎、2017 年３月） 
3. 井上知、中村雅典：長骨骨幹端における骨修復機構の解析．（第 25 回日本柔道整復接骨医学会学術大会、仙台、

2016 年 11 月） 
4. Nonaka N, Nakamura M: The functional analysis of the pillar cells in granular ducts of mouse submandibular glands. 

（第 121 回日本解剖学会総会・全国学術集会、長崎、2017 年３月） 
5. 野中直子、中村雅典：マウス顎下腺の顆粒性導管に存在するピラー細胞の機能的解析．（第 58 回歯科基礎医学
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会学術大会、札幌、2016 年 8 月）  

6. 井上知、大塚裕忠、瀧戸次郎、柳澤伸彰、野中直子、中村雅典：長骨骨幹部および骨幹端における骨修復機構

の比較．（第 330 回昭和大学学士会例会、東京、2016 年 6 月） 
7. 川島翼、瀧戸二郎、島田幸恵、佐藤昌史、中村雅典：マウスのエナメル芽細胞における細胞接着分子 Nectin-2

の機能解析．（第 54 回日本小児歯科学会，東京，2016 年５月） 
8. Nonaka N, Nakamura M: Japanese herbal medicine, Juzentaihoto, suppress the lymphocyte infiltration in the aging 

mouse salivary glands. (Experimental Biology 2016, San Diego, 2016 年 4 月) 
9. 大塚裕忠，中村雅典．窒素含有型ビスホスホネートを用いた重症貧血マウスモデルにおける新規造血構造誘導

機構の解析．（第 121 回日本解剖学会総会・全国学術集会，福島、 2016 年 3 月） 
10. 井上知、大塚裕忠、瀧戸次郎、柳澤伸彰、野中直子、中村雅典：長骨骨幹部および骨幹端における骨修復機構

の比較. （第 121 回日本解剖学会総会・全国学術集会，福島、 2016 年 3 月） 
11. 瀧戸二郎、中村雅典：破骨細胞に見られるアクチン超構造体の静的構造（第 121 回日本解剖学会総会・全国学

術集会，福島、 2016 年 3 月） 
12. 新井宏、大塚裕忠、瀧戸次郎、井上知、栁澤伸彰、野中直子、中村雅典：ミノドロネート投与によるコラーゲ

ン誘導型関節炎モデルへの影響．（第 121 回日本解剖学会総会・全国学術集会，福島、 2016 年 3 月） 
13. 野中直子，中村雅典：十全大補湯による加齢マウス唾液腺におけるリンパ球浸潤抑制効果．（第 121 回日本解

剖学会総会・全国学術集会，福島、 2016 年 3 月） 
14. Arai H, Otsuka H, Takito J, Inoue S, Yanagisawa N, Nonaka N, Nakamura M: Effect of Minodronate on collagen-induced 

arthritis model mice. (APICA, Singapore, 2016 年 3 月) 
15. 新井宏、大塚裕忠、瀧戸次郎、井上知、栁澤伸彰、野中直子、中村雅典：コラーゲン誘導型関節炎モデルマウ

スにおける窒素含有型 ビスホスホネート製剤の影響．（第 62 回 昭和大学学士会総会，東京， 2015 年 12 月） 
16. 川島翼, 瀧戸二郎, 佐藤昌史，井上美津子, 宮﨑 隆，中村雅典: 細胞接着分子 Nectin のマウスエナメル芽細胞

における局在とその機能解析．（第 62 回 昭和大学学士会総会，東京， 2015 年 12 月） 
17. Takito J, Nakamura M: The anatomy of the zipper-like structure. (63rd Annual Meeting of Japanese Association for 

Dental Research, Fukuoka, October, 2015) 
18. Nonaka N, Nakamura M: Change of PACAP receptor expressing cells during the development of granular duct in male 

mouse submandibular glands. (Experimental Biology 2017, ボストン、2015 年 3 月) 
19. 大塚裕忠，中村雅典．重症貧血誘導時における腹腔内脂肪関連性リンパ組織及び血リンパ節様構造に関する研

究．（第 120 回日本解剖学会総会・全国学術集会 第 92 回日本生理学会大会合同大会. 神戸、 2015 年 3 月） 
20. Inoue S, Arai H Otsuka H, Nakamura M: . The Effect of Minodronate on Murine Hematopoiesis.（第 120 回日本解剖学

会総会・全国学術集会 第 92 回日本生理学会大会合同大会. 神戸、 2015 年 3 月） 
21. Nonaka N, Shioda S, Nakamura M: Dynamic change of PACAP receptor with the development of granular ducts in male 

mouse submandibular glands. （第 120 回日本解剖学会総会・全国学術集会 第 92 回日本生理学会大会合同大会. 
神戸、 2015 年 3 月） 

22. Arai H, Otsuka,H, Takito J, Inoue S, Nonaka N, Nakamura M: Effect of Nitrogen-containing bisphosphonates on 
collagen-induced arthritis model mice. （第 120 回日本解剖学会総会・全国学術集会 第 92 回日本生理学会大会合

同大会. 神戸、 2015 年 3 月） 
23. 瀧戸二郎、川島翼、中村雅典：エンドサイトーシスと細胞融合に関与するアクチン再構築系の分離．（第 120

回日本解剖学会総会・全国学術集会 第 92 回日本生理学会大会合同大会. 神戸、 2015 年 3 月） 
24. 大塚裕忠，中村雅典：Simultaneous detection of embryonic and adult hemoglobin in adult mice.（第 62 回国際歯科研

究学会日本部会総会・学術集会，大阪，2014 年 12 月） 
25. 野中直子，中村雅典：雄性マウス顎下腺における顆粒性導管の出現と PACAP レセプターの局在変化について．

（第 56 回歯科基礎医学会学術大会・総会，福岡、2014 年 9 月） 
26. 大塚裕忠，中村雅典．重症貧血マウスに誘導された血リンパ節様構造に関する研究．（第 157 回日本獣医学会

全国学術集会，札幌、2014 年 9 月） 
27. 瀧戸二郎、中村雅典：アクチン細胞骨格を制御するシグナルネットワークによる破骨細胞多核化の調節．（第

119 回日本解剖学会総会全国学術集会，栃木 2014 年 3 月） 
1-4 
1. Mochizuki A, Katayama K, Kato T, Ikawa Y, Ikeda M, Nakamura S, Nakayama K, Baba K, Inoue T. The effects of 

dark/light transition and sleep-wake cycles on jaw-closing masseter muscle activity level in mice. 5th Annual 
International Institute for Integrative Sleep Medicine (IIIS) Symposium, Shinagawa, 2016/12/12 

2. Dantsuji M, Nakamura S, Mochizuki A, Nakayama K, Kiyomoto M, S. K. Park, Y. J. Bae, Ozeki M, Inoue T. Serotonin 
modulates NMDA receptor-mediated glutamate responses through 5-HT2A receptors in dendrites of rat jaw-closing 
motoneurons. Society for Neuroscience 46th annual meeting, San Diego, U.S.A. 2016/11/15 

3. 永田愛，中山希世美，山口徹太郎，槇宏太郎，井上富雄：咬筋運動ニューロンのシナプス入力のセロトニンによる調

節．第 75回日本矯正歯科学会大会，徳島, 2016/11/7-9 
4. 井上富雄：マウス咬筋活動に対するシタロプラムの効果．日本咀嚼学会第 27回学術大会．広島，2016/11/5 
5. 中村史朗，望月文子，中山希世美，井上富雄：三叉神経運動ニューロンへのグルタミン酸性シナプス伝達機構の生後
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変化．日本顎口腔機能学会第 57回学術大会，仙台，2016/10/1 

6. 那小屋公太，中村史朗，中山希世美，望月文子，清本聖文，井上富雄：ラット三叉神経運動核背側領域に存在する

Phox2b 陽性ニューロンの電気生理学的特性．第 58回歯科基礎医学会学術大会，札幌，2016/8/26 
7. 井川泰葉，望月文子，加藤隆史，片山慶祐，安部友佳，中村史朗，中山希世美，馬場一美，若林則幸，井上富雄：ノ

ンレム睡眠時の咬筋活動に対するシタロプラムの作用．第 58回歯科基礎医学会学術大会 J. Oral Biosci. Suppl. 513, 
2016，札幌，2016/8/26 

8. 中村史朗，中山希世美，望月文子，清本聖文，井上富雄：発達期ラット三叉神経運動ニューロンへのグルタミン酸性シ

ナプス入力．第 58回歯科基礎医学会学術大会，J. Oral Biosci. Suppl. 507, 2016，札幌，2016/8/26 
9. 壇辻昌典，中村史朗，望月文子，中山希世美，清本聖文，尾関雅彦，井上富雄：セロトニンは 5-HT2A 受容体を介し

て NMDA 受容体機能を調節し咬筋運動ニューロンのグルタミン酸応答を増大する．第 58 回歯科基礎医学会学術大
会，新潟，2016/8/25 

10. 井上富雄，中村史朗，中山希世美，望月文子，清本聖文：覚醒制御に関わる脳内生理活性物質の三叉神経中脳路核

ニューロンおよび閉口筋運動ニューロンに対する影響．第 58 回歯科基礎医学会学術大会，サテライトシンポジウム 15, 
J. Oral Biosci. Suppl. 159, 2016，札幌，2016/8/24 

11. 壇辻昌典，中村史朗，中山希世美，望月文子，清本聖文，尾関雅彦，井上富雄：Serotonergic modulation of NMDA 
receptor-mediated glutamate responses in the dendrites of rat jaw-closing motoneurons. 第 39回日本神経科学大会，横
浜，2016/7/21 

12. 那小屋公太，中村史朗，中山希世美，望月文子，清本聖文，鬼丸洋，高橋浩二，井上富雄：ラット三叉神経運動核背

側領域に存在する Phox2b 陽性ニューロンの電気生理学的特性．第 330回昭和学士会例会，東京，2016/6/25 
13. 壇辻昌典，中村史朗，中山希世美，望月文子，清本聖文，尾関雅彦，井上富雄：咬筋運動ニューロン樹状突起のグル

タミン酸応答に対するセロトニンの効果．第 330回昭和学士会例会，東京，2016/6/25 
14. Nakayama K, Mochizuki A, Nakamura S, Inoue T. Inhibition of neuronal activities in mesencephalic trigeminal sensory 

neurons via orexin receptor-2 in rats. 17th international symposium of olfaction and taste. 横浜，2016/6/7 
15. 望月文子，井川泰葉，加藤隆史，片山慶祐，中村史朗，中山希世美，馬場一美，井上富雄：シタロプラムはノンレム睡

眠時の咬筋活動を変調させる．日本顎口腔機能学会第 56回学術大会，埼玉，2016/4/23 
16. 立川哲史，中山希世美，望月文子，中村史朗，清本聖文，飯島毅彦，井上富雄：経動脈灌流標本を用いた上気道及

び喉頭筋を支配する神経の呼吸性活動におけるアシドーシスの影響．第 93回日本生理学会大会，札幌，2016/3/24 
17. Nakamura S, Nagata S, Nakayama K, Mochizuki A, Kiyomoto M, Yamamoto M, Inoue T. Developmental changes of 

glutamatergic synaptic properties in rat jaw-closing motoneurons. The 93rd annual meeting of the physiological society 
of Japan, Symposium 24, J Physiol Sci. Suppliment 1: S57, 2016, Sapporo 2016/3/22 

18. 中山希世美，玄番千夏子，望月文子，中村史朗，井上富雄：ヒスタミンによるラット閉口反射の抑制．日本顎口腔機能

学会第 55回学術大会，大阪，2015/11/1 
19. Nakayama K, Gemba C, Nakamura S, Mochizuki A, Inoue M, Inoue T. Presynaptic histaminergic inhibition of synaptic 

transmission from mesencephalic trigeminal afferents to masseter motoneurons in juvenile rats. Society for Neuroscience 
45th annual meeting, Chicago, 2015/10/20 

20. Tachikawa S, Nakayama K, Mochizuki A, Nakamura S, Kiyomoto M, Iijima T, Inoue T. Effects of hypercapnia on 
respiratory motor activity in nerves innervating the neck and tongue muscles. Society for Neuroscience 45th annual 
meeting, Chicago, 2015/10/19 

21. Nogawa Y, Mochizuki A, Katayama K, Ikeda M, Abe Y, Nakamura S, Nakayama K, Kiyomoto M, Kato T, Baba K, 
Wakabayashi N, Inoue T. The effects of citalopram on masseter and neck muscle activities in mice. Society for 
Neuroscience 45th annual meeting, Chicago, 2015/10/18 

22. Nakamura S, Nagata S, Nakayama K, Mochizuki A, Kiyomoto M, Yamamoto M, Inoue T. Developmental changes of 
dendritic properties in rat jaw-closing motoneurons. NANOSYMPOSIUM; Oral motor and speech, Society for 
Neuroscience 45th annual meeting, Chicago, 2015/10/17 

23. 中村史朗，梶原里紗，望月文子，中山希世美，清本聖文，井上富雄：咬筋運動ニューロンへの興奮性シナプス伝達の

生後発達．第 57回歯科基礎医学会学術大会，新潟，2015/9/13 
24. 玄番千夏子，中山希世美，望月文子，中村史朗，井上美津子，井上富雄：ヒスタミンはシナプス前 H1 受容体を介して

三叉神経中脳路核から咬筋運動ニューロンへの入力を抑制する．第 57 回歯科基礎医学会学術大会，新潟，

2015/9/13 
25. 立川哲史，中山希世美，望月文子，中村史朗，清本聖文，飯島穀彦，井上富雄：除脳ラット灌流標本を用いた上気道

筋群の支配神経活動への CO2負荷の影響．第 57回歯科基礎医学会学術大会，新潟，2015/9/12 
26. 壇辻昌典，中村史朗，中山希世美，望月文子，清本聖文，尾関雅彦，井上富雄：咬筋運動ニューロン樹状突起のグル

タミン酸応答に対するセロトニンの効果．第 57回歯科基礎医学会学術大会，新潟，2015/9/12 
27. 野川泰葉，望月文子，片山慶祐，加藤隆史，安部友佳，中村史朗，中山希世美，馬場一美，若林則幸，井上富雄：マ

ウス咬筋および頸筋の筋活動に対するシタロプラムの影響．第 57回歯科基礎医学会学術大会，新潟，2015/09/12 
28. Nakamura S, Nagata S, Nakayama K, Mochizuki A, Kiyomoto M, Yamamoto M, Inoue T. Glutamatergic response 

properties in developing jaw-closing motoneuron dendrites. 第 38回日本神経科学大会，神戸，2015/7/29 
29. 立川哲史，中山希世美，望月文子，中村史朗，清本聖文，飯島毅彦，井上富雄：除脳ラット灌流標本を用いた自発呼
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吸に伴う頸筋支配 神経活動の解析．第 322回，昭和大学学士会例会，東京，2015/6/27 

30. 野川泰葉，望月文子，片山慶祐，安部友佳，加藤隆史，馬場一美，若林則幸，井上富雄：シタロプラムがマウス咬筋お

よび頸筋筋活動に及ぼす影響．日本補綴歯科学会 124 回学術大会，大宮，2015/05/31 
31. 玄番千夏子，中山希世美，井上富雄，井上美津子：ラットにおける下顎反射の調節へのヒスタミン H1 受容体の関与．

第 53回日本小児歯科学会大会，広島，2015/5/21-22 
32. 立川哲史，中山希世美，望月文子，中村史朗，清本聖文，飯島穀彦，井上富雄：除脳ラット灌流標本を用いた自発呼

吸に伴う頸筋支配神経活動の解析．第 54回日本顎口腔機能学会，鹿児島，2015/4/19 
33. Mochizuki A, Katayama K, Kato T, Ikeda M, Nogawa Y, Nakamura S, Nakayama K, Kiyomoto M, Wakabayashi N, Baba 

K, Inoue T. Modulation of masseter activity by vigilance states and circadian rhythm. 第 120回日本解剖学会総会・全
国学術集会・第 92回日本生理学会大会合同大会，神戸，2015/03/23 

34. Kajiwara R, Nakamura S, Mochizuki A, Nakayama K, Kiyomoto M, Inoue T. Postnatal changes of excitatory synaptic 
inputs in the rat masseter motoneurons. 第 120回日本解剖学会総会・全国学術集会・第 92回日本生理学会大会合同
大会，抄録集 S163，神戸 2015/3/21 

35. Konno A, Nishimura A, Nakamura S, Yamada A, Kamijo R, Inoue T, Iijima T. Live imaging of apoptogenic change 
induced by general anesthetic neurotoxicity in developing mouse. IARS 2015 Annual Meeting and International Science 
Symposium, program: 88 IARS 2015 Annual Meeting and International Science Symposium, Honolulu，2015/3/22 

36. Maruyama N, Shibata Y, Mochizuki A, Miyazaki T, Inoue T, Maki K. Age-related degradation of mouse cortical bone: 
implications for the α-klotho gene responsible for bone mechanical integrity in a series of nanoindentation experiments. 
Recent Advances in Structural Integrity Analysis: Proceedings of the International Congress (APCF/SIF-2014) 300-304, 
Sydney, Australia, 2014/12/10 

37. 長田翔子，中村史朗，望月文子，中山希世美，清本聖文，山本松男，井上富雄：咬筋運動ニューロン樹状突起での情

報処理機構の発育変化，第 61 回昭和大学学士会総会，東京，2014/12/6 
38. Nagata S, Nakamura S, Mochizuki A, Nakayama K, Kiyomoto M, Yamamoto M, Inoue T. Developmental changes of 

dendritic properties in rat jaw-closing motoneurons.第 62 回国際歯科研究学会日本部会総会・学術大会，大阪，
2014/12/4 

39. Nakayama K, Gemba C, Nakamura S, Mochizuki A, Inoue M, Inoue T. Histaminergic modulation of oral-motor activity. 
NANOSYMPOSIUM; Brainstem: Motor and Sensory Systems. Society for Neuroscience 44th annual meeting, 
Washington DC, 2014/11/18 

40. 丸山範子，柴田陽，望月文子，宮崎隆，槇宏太郎：α-klotho 遺伝子欠損マウスをモデルとした加齢変化による硬組織
の物理的特性．第 73回日本矯正歯科学会大会，千葉，2014/10/20-22 

41. 片山慶祐, 望月文子, 加藤隆史, 池田美菜子，野川泰葉，中村史朗，中山希世美，若林則幸，馬場一美，井上富雄：
マウスにおける咬筋の活動に対する明暗および睡眠―覚醒サイクルの影響．第 53 回日本顎口腔機能学会学術大会，
松戸，2014/10/4 

42. 中村史朗，長田翔子，望月文子，中山希世美，清本聖文，山本松男，井上富雄：咬筋運動ニューロン樹状突起での入

力情報処理機構の生後変化．第 56回歯科基礎医学会学術大会，福岡，2014/9/27 
43. 玄番千夏子, 中山希世美, 中村史朗, 望月文子, 井上美津子, 井上富雄：三叉神経中脳路核から三叉神経運動ニュ

ーロンへのシナプス入力におけるヒスタミンの作用．第 37 回日本神経科学会，横浜 2014/9/12 
44. 片山慶祐，望月文子，加藤隆史，池田美菜子，野川泰葉，中村史朗，中山希世美，若林則幸，馬場一美，井上富雄：

マウスにおける筋活動量に対する明暗および睡眠ー覚醒のサイクルの影響．日本睡眠学会第 39 回定期学術集会，徳
島，2014/7/3 

45. 片山慶祐，馬場一美，井上富雄：明暗サイクルおよび睡眠ー覚醒サイクルに伴うマウス咬筋活動の変化．第 27 回一般
社団法人日本顎関節学会総会・学術大会，福岡 2014/7/19 

46. 長田翔子，中村史朗，望月文子，中山希世美，清本聖文，山本松男，井上富雄：咬筋運動ニューロン樹状突起での情

報処理機構の発育変化．第 5 回昭和大学・東京医科歯科大学大学院交流会，東京，2014/7/24 
47. 長田翔子，中村史朗，望月文子，中山希世美，山本松男，井上富雄：咬筋運動ニューロン樹状突起での情報処理機

構の発育変化．日本顎口腔機能学会第 52回学術大会，岡山，2014/4/20 
1-5 
1. 岡橋暢夫、中田匡宣、桑田啓貴、川端重忠：Streptococcus oralis 由来の過酸化水素はマクロファージのリソ

ソームを傷害する。第５８回歯科基礎医学会学術大会、北海道札幌市、2016年 8月 24-26 日 

2. * 嘉手納未季、桑田啓貴：メラトニンによる自然免疫系を介した炎症調節機構の解明 第 2回日本骨免疫学会 ホ

テルモントレ沖縄、沖縄県国頭郡 2016年 7月 6-8 日 

3. 松島瞳、片岡嗣雄、岡橋暢夫、熊谷雄太郎、井上美津子、桑田啓貴：Streptococcus oralis 産生過酸化水素

によるマクロファージの炎症性遺伝子発現制御について：Streptococcus oralis 産生過酸化水素によるマク

ロファージの炎症性遺伝子発現制御について。第 90回細菌学会総会 - 仙台国際センター, 宮城県仙台市 2017

年 3月 19-21 日 

1-6 
1. 蔡 優広、塩飽由香利、穴田 貴久、宮本洋一、上條竜太郎、高橋 哲、鈴木 治．種々のリン酸カルシウム

系骨補填材料が骨細胞分化に与える影響．（第 16 回日本再生医療学会総会、仙台、2017 年 3 月） 
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2. 金子児太郎、星野真理江、宮本洋一、宇山理沙、近津大地、上條竜太郎．新規内因性シグナル分子 8-ニトロ-cGMP

は骨の伸長を促進する．（第 53 回口腔組織培養学会、金沢、2016 年 11 月） 
3. 馬目瑶子、望月文子、高見正道、上條竜太郎．TLR7 リガンドの R848 は悪性黒色腫の骨浸潤を抑制する． (第

53 回 日本口腔組織培養学会学術大会、石川 2016 年 11 月) 
4. 長濱諒、山田篤、上條竜太郎、槇宏太郎．Cdc42 は PTH シグナルを介し骨軟骨形成を制御している．（第 75 回

日本矯正歯科学会大会、徳島、2016 年 11 月） 
5. 泉田恵理、宮本洋一、山口徹太郎、須澤徹夫、上條竜太郎、槇宏太郎．疾患特異的 iPS 細胞を用いた原発性萌

出不全発症機序の解析．（第 75 回日本矯正歯科学会大会、徳島、2016 年 11 月） 
6. 齋藤愛美、鈴木大、黒滝大翼、望月文子、須澤徹夫、高見正道、井上富雄、田村智彦、上條竜太郎、稲垣克記．

Lyz2-Cre/loxP を用いた Irf8 遺伝子欠損は細胞培養系でのみ破骨細胞分化を促進する．（第 31 回 日本整形外科

学会基礎学術集会、福岡、2016 年 10 月） 
7. 長濱諒、山田篤、槇宏太郎、上條竜太郎．低分子量 G タンパク質 Cdc42 は PTH シグナルを介し胎生期および

生後成長期の軟骨形成を制御している．（第 58 回歯科基礎医学会学術集会、札幌、2016 年 8 月） 
8. 船登咲映、安原理佳、宮本洋一、吉村健太郎、美島健二、馬場一美、上條竜太郎．インターロイキン-1βで刺

激した軟骨細胞による NADPH-オキシダーゼに依存した細胞外マトリクスの分解（第 58 回歯科基礎医学会学

術大会、札幌、2016 年 8 月） 
9. 金子児太郎、星野真理江、宮本洋一、赤池孝章、井田智章、藤井重元、近津大地、馬場一美、上條竜太郎．

8-NO2-cGMP は骨の伸長を促進する内因性シグナル分子である．（第 69 回日本酸化ストレス学会、仙台、2016
年 8 月） 

10. 宮本洋一、金子児太郎、星野真理江、赤池孝章、井田智章、藤井重元、馬場一美、近津大地、上條竜太郎．

8-nitro-cGMP は成長板軟骨で産生される骨伸長因子である．（第 69 回日本酸化ストレス学会、仙台、2016 年 8
月） 

11. 長濱諒、山田篤、鈴木大、槇宏太郎、上條竜太郎．低分子量 G タンパク質 Cdc42 は生後成長期の軟骨形成にお

いて重要である．（第 34 回日本骨代謝学会学術集、大阪、2016 年 7 月） 
12. 齋藤愛美、鈴木大、黒滝大翼、望月文子、須澤徹夫、高見正道、田村智彦、稲垣克記、上條竜太郎．LysM-Cre/loxP

による Irf8 欠損は細胞培養系でのみ破骨細胞分化を促進する（第 34 回日本骨代謝学会学術集、大阪、2016 年

7 月） 
13. 鈴木啓明, 望月文子, 吉村健太郎, 宮本洋一, 金子児太郎, 近津大地, 高見正道, 上條竜太郎． Bropirimine は

interferon-βの産生を介して破骨細胞分化を抑制する．（第 34 回日本骨代謝学会学術集会、大阪 2016 年 7 月） 
14. 平沼克洋、山田篤、鈴木大、長濱諒、高見正道、上條竜太郎．Nephronectin は活性型ビタミン D3 により発現

が誘導される．（第 34 回日本骨代謝学会学術集会、大阪 2016 年 7 月） 
15. Reena Rodriguez, Kentaro Yoshimura, Yoichi Miyamoto, Yo Shibata, Takashi Miyazaki, Ryutaro Kamijo. Methylglyoxal 

promotes formation of calcified nodules by mouse osteoblastic MC3T3-E1 cells. （第 34 回日本骨代謝学会学術集会、

大阪 2016 年 7 月） 
16. 渋谷 勲、高見正道、安井哲郎、日高 亮、上條竜太郎、中村 茂．骨巨細胞腫における自然免疫機構を介し

た破骨細胞形成抑制の解析．（第２回日本骨免疫学会、沖縄、2016 年 7 月） 
17. Eri Izumida, Yoichi Miyamoto, Tetsutaro Yamaguchi, Ryutaro Kamijo, Koutaro Maki. FUNCTIONAL ANALYSIS OF 

PARATHYROID HORMONE 1 RECEPTOR MUTANTS FOUND IN PRIMARY FAILURE OF TOOTH ERUPTION.
（92nd EOS Congress, Stockholm, 2016 June） 

18. Yoshiko Masuda, Yoichi Miyamoto, Ryutaro Kamijo. Gene expression analysis of cultured rat endothelial cells after 
Nd:YAG laser irradiation by affymetrix GeneChip Array.（International Association for Dental Research (IADR) Pulp 
Biology Regeneration Group (PBRG) Symposium Nagoya, 2016 June） 

19. 齋藤愛美、鈴木大、黒滝大翼、望月文子、須澤徹夫、高見正道、井上富雄、Keiko Ozato、田村智彦、上條竜太

郎、稲垣克記．Lyz2-Cre/loxP による Irf8 遺伝子欠損は細胞培養系でのみ破骨細胞分化を促進する．（第 328 回

昭和大学学士会例会、東京、2016 年 5 月） 
20. Marie Hoshino, Kotaro Kaneko, Yoichi Miyamoto, Takaaki Akaike, Kentaro Yoshimura, Dai Suzuki, Kazuhiro 

Nagayama, Koutaro Maki, Daichi Chikazu, Kazuyoshi Baba, Ryutaro Kamijo. 8-Nitro-cGMP promotes elongation of 
long bones in mice.（The 9th International Conference on the Biology, Chemistry, and Therapeutic Applications of Nitric 
Oxide, Sendai, 2016 May） 

21. Kotaro Kaneko, Marie Hoshino, Yoichi Miyamoto, Kentaro Yoshimura, Dai Suzuki, Risa Tsukuura, Takaaki Akaike, 
Daichi Chikazu, Kazuyoshi Baba, Ryutaro Kamijo.  Reactive sulfur species promotes bone elongation. （The 9th 
International Conference on the Biology, Chemistry, and Therapeutic Applications of Nitric Oxide, Sendai, 2016 May） 

22. Kentaro Yoshimura, Yoichi Miyamoto, Atsushi Yamada, Testuo Suzawa, Ryutaro Kamijo. Immediate expression of NOS2 
and monocarboxylate transporter-1-dependent delayed expression of NOX2 are required for interleukin-1β-induced cell 
death in mouse chondrocytes. （The 9th International Conference on the Biology, Chemistry, and Therapeutic 
Applications of Nitric Oxide, Sendai, 2016 May） 

23. 平沼克洋、上條竜太郎、飯島毅彦．活性型ビタミン D3 による Nephronectin の発現制御機構の解析．（第 70 回

ＮＰＯ法人日本口腔科学会学術集会、福岡 2016 年 4 月） 



（様式１） 
 

法人番号 131026 
プロジェクト番号 S1411009 

 
24. 齊藤 芳郎、上條竜太郎、代田達夫．顎下腺の加齢に伴う遺伝子変化の解析．（第 70 回ＮＰＯ法人日本口腔科

学会学術集会、福岡 2016 年 4 月） 
25. Nagahama R, Yamada A, Suzuki D, Maki K, kamijo R:Cdc42 is critical for cartilage development during endochondral 

ossification at postnatal stage.（2015 Cell Biology ASCB Annual Meeting、San Diego、December 2015） 
26. Hiranuma K, Yamada A, Suzuki D, Iijima T, Kamijo R: Regulation of nephronectin gene expression by 1α, 

25-Dyhydroxyvitamin D3.（2015 Cell biology ASCB Annual Meeting、San Diego, California, United States of America, 
December 2015） 

27. Izumida E, Miyamoto Y, Yamada A, Saito T, Otsu M, Yamaguchi T, Maki K, Kamijo R: Missense mutations in 
parathyroid hormone 1 receptor found in patients having primary failure of tooth eruption cause decreased response to 
parathyroid hormone.（2015 Cell biology ASCB Annual Meeting、San Diego, California, United States of America, 
December 2015） 

28. Funato S, Yasuhara R, Miyamoto Y, Yoshimura K, Mishima K, Baba K, Kamijo R: Phagocyte-type NADPH 
oxidase-derived reactive oxygen species is crucial for activation of hyaluronidase and degradation of extracellular matrix 
in chondrocytes stimulated by interleukin-1β.（2015 Cell biology ASCB Annual Meeting、San Diego, California, United 
States of America, December 2015） 

29. 平沼克洋、山田篤、上條竜太郎、飯島毅彦：活性型ビタミン D3 による細胞外マトリックスタンパク質

Nephronectin の発現制御機構の解明．（第 62 回昭和大学学士会総会、東京 2015 年 11 月） 
30. 長濱諒、山田篤、上條竜太郎、槇宏太郎：Cdc42 遺伝子の生後成長期の軟骨形成における機能解析．（第 62 回

昭和大学学士会総会、東京、2015 年 11 月） 
31. 泉田恵理、宮本洋一、山口徹太郎、山田 篤、大津 真、上條竜太郎、槇 宏太郎：疾患特異的 iPS 細胞を用

いた疾患発症機構の解明．（第 62 回昭和大学学士会総会、東京 2015 年 11 月） 
32. 船登咲映、安原理佳、宮本洋一、吉村健太郎、美島健二、馬場一美、上條竜太郎：炎症性軟骨基質減少の分子

メカニズムの解明．（第 62 回昭和大学学士会総会、東京 2015 年 11 月） 
33. 平沼克洋、山田篤、鈴木大、飯島毅彦、上條竜太郎：Nephronectin に対する活性型ビタミン D3 の発現制御機

構の解析．（第 52 回日本口腔組織培養学会学術大会、徳島 2015 年 11 月） 
34. 長濱諒、山田篤、鈴木大、上條竜太郎、槇宏太郎：Cdc42 は生後成長期の軟骨形成に重要である．（第 52 回日

本口腔組織培養学会学術大会、徳島、2015 年 11 月 21 日）ベストプレゼンテーション賞 受賞 
35. Mutsuko Oshima, Atsushi Yamada, Dai Suzuki, Koutaro Maki, Ryutaro Kamijo: Cdc42 in neural crest derived cells is 

essential for palatal development. ANZBMS 25th Annual Scientific Meeting, Tasmania, Australia, November, 2015 
36. Funato S, Yasuhara R, Miyamoto Y, Yoshimura K, Mishima K, Baba K, Kamijo R: Interleukin-1βinduces activation of 

hyaluronidase and degradation of extracellular matrix in murine chondrocytes in a phagocyte-type NADPH 
oxidase-derived reactive oxygen species-dependent manner.（第 63 回 国際歯科研究学会 日本部会 総会・学術大

会（JADR 2015）2015 年 10 月、福岡）The JADR/GC Young Investigator Award 受賞 
37. 長濱諒、山田篤、槇宏太郎、上條竜太郎：Cdc42 is critical for postnatal cartilage development.（第 63 回国際歯科

研究学会、福岡、2015 年 10 月） 
38. 平沼克洋、山田篤、飯島毅彦、上條竜太郎：Expression of nephronection is regulated by 1α, 25-Dyhydroxyvitamin D3.

（第 63 回国際歯科研究学会、福岡、2015 年 10 月） 
39. 渋谷 勲、高見正道、榎本拓哉、松永朗裕、中村 茂、上條竜太郎：免疫組織学的観点からみた骨巨細胞腫に

おける CD11b 陽性細胞の意義．（第３０回 日本整形外科学会基礎学術集会、平成２７年１０月２２，２３日、

富山市） 
40. 井汲憲治、須澤徹夫、吉村健太郎、上條竜太郎：骨/インプラント界面の静的圧縮応力に対する骨の反応 –静的

圧縮の限界応力に関する研究− ．（第 57 回歯科基礎医学会学術大会・総会、新潟、2015 年 9 月） 
41. 大島睦子、山田篤、鈴木大、槇宏太郎、上條竜太郎：神経堤由来細胞に発現する Rho ファミリー低分子量 G タ

ンパク質 Cdc42 は口蓋形成に必須である．（第 57 回歯科基礎医学会学術大会・総会、新潟、2015 年 9 月） 
42. 星野真理江，金子児太郎，宮本洋一，近津大地，馬場一美，上條竜太郎：内因性活性イオウ種はマウス軟骨細

胞の増殖と骨の伸長を促進した．(第 33 回日本骨代謝学会学術集会、東京、2015 年７月) 
43. 大島睦子、山田篤、鈴木大、槙宏太郎、上條竜太郎：低分子量 G タンパク質 Cdc42 は口蓋形成において重要な

遺伝子である． (第 33 回日本骨代謝学会学術集会、東京、2015 年７月) 
44. 渋谷 勲、高見正道、榎本拓哉、上條竜太郎、豊根知明：骨巨細胞腫細胞培養系におけるゾレドロン酸とデノ

スマブの作用機序の相違．（第 48 回 日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会、高松、2015 年 7 月） 
45. 星野真理江、宮本洋一、金子児太郎、赤池孝章、近津大地、馬場一美、上條竜太郎：8-ニトロ-cGMP は骨伸長

を促進する新規内因性シグナル分子である．（第 1 回日本骨免疫学会、沖縄 宮古島、2015 年 6-7 月） 
46. 鈴木大、Bush J、上條竜太郎、Beier F：軟骨形成における恒常活性型 Rac1 の機能解析．（第 1 回日本骨免疫学

会、沖縄 宮古島、2015 年 6-7 月） 
47. 山田篤、鈴木大、上條竜太郎：Rho ファミリー低分子量 G タンパク質 Rac1 および Cdc42 の骨･軟骨形成におけ

る機能解析．（第 1 回日本骨免疫学会、沖縄 宮古島、2015 年 6-7 月） 
48. 大島睦子、山田篤、槇宏太郎、上條竜太郎：Cdc42 遺伝子の口蓋形成過程における機能解析．（第 69 回日本口

腔科学会学術集会、大阪、2015 年 5 月） 
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49. Konno A, Nishimura A, Nakamura S, Yamada A, Kamijo R, Inoue T, Iijima T:Live imaging of apoptogenic change 

induced by general anesthetic neurotoxicity in developing mice.(International Anesthesia Research Society 2015 Annual 
Meeting and International Science Symposium, Honolulu, Hawai, U.S.A. 2015 March) 

50. 黒澤珠希、山田篤、高見正道、鈴木大、守村直子、板部洋之、上條竜太郎．Oncostatin M によるネフロネクチ

ン発現制御機構の解明．（日本薬学会第 135 年会、神戸、2015 年 3 月） 
51. Hoshino M, Miyamoto Y, Yoshimura K, Suzuki D, Akaike T, Mishima M, Baba K, Kamijo R: 8-Nitro-guanosine 

3’,5’-cyclic monophosphate mediates elongation of the growth plate cartilage in mice.(The 2014 ASCB/IFCB Meeting, 
December 6-11, Philadelphia, PE, U.S.A.) 

52. 中山睦子、山田篤、鈴木大、相澤怜、鈴木航、馬場一美、山本松男、上條竜太郎、槇宏太郎．Cdc42 は口蓋形

成過程において必須の遺伝子である．(第 61 回 昭和大学学士会総会, 東京, 2014 年 12 月) 
53. Matsunaga A, Takami M, Kamijo R, Inagaki K: Analysis of ectopic bone-inducing capacities of BMP-2, -4, -6, and -7 in 

mice. (The 62nd Annual Meeting of Japanese Association for Dental Research, 大阪, 2014 年 12 月) 
54. Hoshino M, Kaneko K, Miyamoto Y, Yoshimura K, Suzuki D, Akaike T, Chikazu D, Baba K, Kamijo R: Endogenously 

produced persulfides enhance bone elongation. (The 62nd Annual Meeting of Japanese Association for Dental Research, 
大阪, 2014 年 12 月) 

55. 上條竜太郎：破骨細胞制御因子による癌骨転移制御．（第 17 回癌と骨病変研究会，東京，2014 年 11 月） 
56. 浅川剛吉，宮本洋一，吉村健太郎，長谷川智一，山下一恵，嘉手納未季，馬目瑤子，栗谷未来，上條竜太郎，

船津敬弘 : ヒト Down 症乳歯歯根膜由来細胞の SDF-1 発現解析．第 31 回 日本障害者歯科学会総会および学術

大会，仙台, 2014 年 11 月） 
57. 浦野(森澤)絵里，高見正道，須澤徹夫，大隅典子，馬場一美，上條竜太郎：毛包内神経堤由来細胞は骨芽細胞

様細胞への分化能を持ち破骨細胞の分化を支持する．（第 37 回日本分子生物学会年会，横浜，2014 年 11 月） 
58. 高橋正皓，須澤徹夫，山田篤，山口徹太郎，槇宏太郎，上條竜太郎：成体マウス顎下腺から分離した神経堤由

来細胞の解析．（第 51 回日本口腔組織培養学会学術大会、福岡、2014 年 11 月） 
59. 中山睦子、山田篤、鈴木大、槇宏太郎、上條竜太郎：Cdc42 は口蓋形成過程において必須の遺伝子である.（第

51 回日本口腔組織培養学会学術大会、福岡、2014 年 11 月） 
60. 松永朗裕, 高見正道, 稲垣克記, 上條竜太郎: 破骨細胞による象牙質およびβ-TCP 製人工骨補填剤の吸収.（日

本口腔組織培養学会 第 51 回学術大会, 北九州, 2014 年 11 月） 
61. 山口徹太郎，細道一善，矢野圭介，芳賀秀郷，方山光朱，中脇貴俊，富田大介，中村雅典，上條竜太郎，井ノ

上逸朗，槇 宏太郎: 永久歯先天欠如の新規原因遺伝子．(第 73 回日本矯正歯科学会大会，千葉，2014 年 10
月) 

62. 中山睦子、山田篤、佐藤友紀、上條竜太郎、槇宏太郎：Cdc42 は口蓋形成過程において必須の遺伝子である。

（第 73 回日本矯正歯科学会大会・第５回日韓ジョイントミーティング、千葉、2014 年 10 月 
63. 榎本拓哉, 高見正道, 山本松男, 上條竜太郎:骨髄、脾臓および血液より分離した破骨前駆細胞の性質. （第 56

回歯科基礎医学会学術大会・総会, 福岡, 2014 年 9 月） 
64. 星野真理江, 宮本洋一, 吉村健太郎, 田中準一, 美島健二, 馬場一美, 上條竜太郎：8-ニトロ-cGMP はマウス成

長板の伸長を促進する内因性シグナル分子である. （第 56 回歯科基礎医学会学術大会・総会, 福岡, 2014 年 9
月） 

65. Wataru Suzuki, Atsushi Yamada, Ryo Aizawa, Dai Suzuki, Shu Takeda, Matsuo Yamamoto, Kazuyoshi Baba, Ryutaro 
Kamijo:Cdc42 is essential for cartilage development during endochondral ossification. ANZBMS 24th Annual Scientific 
Meeting, Queenstown, New Zealand, September, 2014 

66. 松永朗裕, 高見正道, 上條竜太郎, 稲垣克記：培養破骨細胞によるβ-TCP 製人工骨補填剤オスフェリオンの吸

収. (第 32 回日本骨代謝学会学術集会, 大阪, 2014 年 7 月) 
67. 榎本拓哉, 高見正道, 山本松男, 上條竜太郎 : 骨髄, 脾臓, 血液中に存在する破骨細胞分化能をもつ細胞の解

析. (第 32 回日本骨代謝学会学術集会, 大阪, 2014 年 7 月) 
68. 鈴木航、山田篤、相澤怜、鈴木大、竹田秀、山本松男、馬場一美、上條竜太郎：Cdc42 は軟骨分化とそれに続

く軟骨内骨化に必須である．（第 32 回日本骨代謝学会学術集会、大阪、2014 年 7 月） 
69. 高橋正皓，須澤徹夫，山田篤，槇宏太郎，上條竜太郎:成体マウス顎下線から分離した神経堤由来細胞の遺伝子

発現解析．（第 32 回日本骨代謝学会学術集会、大阪、2014 年 7 月） 
70. 齊藤彰大, 吉村健太郎, 宮本洋一, 山本松男, 上條竜太郎 ： ケトン体は骨芽細胞機能を調節する. (第 32 回日本

骨代謝学会学術集会, 大阪, 2014 年 7 月) 
71. 宮本 尚, 宮本洋一, 吉村健太郎, 槇宏太郎, 上條竜太郎 : グルココルチコイド系ステロイドは骨芽細胞による

アパタイト含有石灰化物形成とそのかたさを向上させる. (第 32 回日本骨代謝学会学術集会, 大阪, 2014 年 7 月) 
72. 渋谷  勲 , 高見正道 , 松本光史 , 榎本拓哉 , 松永朗裕 , 浦野絵里 , 上條竜太郎  : 骨巨細胞腫細胞に対する

Denosumab の効果. (第 32 回日本骨代謝学会学術集会, 大阪, 2014 年 7 月) 
73. Saito A, Yoshimura K, Miyamoto Y, Yamamoto M, Kamijo R : Modulation of osteoblast by ketone bodies. (92nd General 

Session & Exhibition of IADR, Cape Town, South Africa, 2014 年 6 月) 
74. 増田宜子，山口暢章，山田嘉重，宮本洋一，上條竜太郎，宮﨑 隆：アルジネート印象材から創製したケイ酸

セメントのラット培養歯髄細胞に対する影響について．（日本歯科保存学会 2014 年度春期学術大会（第 140 回）、
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大津、2014 年 6 月） 

75. 中山睦子、山田篤、佐藤友紀、上條竜太郎、槇宏太郎：Cdc42 は口蓋形成において必須の遺伝子である． (第
38 回日本口蓋裂学会学術集会、北海道、2014 年 5 月) 

76. 鈴木航，山田篤，馬場一美，上條竜太郎：低分子量 G タンパク質 Cdc42 は軟骨分化とそれに引き続く軟骨内骨

化に必須である．（第 68 回 NPO 法人日本口腔科学会学術集会，東京，2014 年 5 月） 
1-7 
1. 岡松伸明，坂井信裕，根岸貴子，唐川亜希子，高見正道，稲垣克記，木内裕二，小口勝司：抗 RANKL 抗体が

妊娠マウスに与える影響．第 63 回昭和大学学士会総会プログラム・抄録集 p31.（2016 年 11 月 26 日，昭和大

学，東京） 
2. 佐藤ゆり絵，坂井信裕，唐川亜希子，茶谷昌宏，根岸貴子，高見正道：骨吸収抑制活性をもつ抗 RANKL 抗体

を投与した妊娠マウスおよびその新生仔の解析．第２３回 日本歯科医学会総会プログラム抄録集 p157（2016
年 10 月 21～23 日，福岡国際会議場/福岡サンパレス，福岡）【デンタル・スチューデント・プレゼンテーショ

ン 優秀賞受賞】 
3. 仁科早貴，唐川亜希子，坂井信裕，井澤基樹，茶谷昌宏，根岸貴子，佐藤昌史，井上美津子，高見正道：骨吸

収抑制剤ゾレドロネートが幼若マウスの骨代謝に与える影響．第２３回 日本歯科医学会総会プログラム抄録

集 p157（2016 年 10 月 21～23 日，福岡国際会議場/福岡サンパレス，福岡） 
4. 澁谷 勲，高見正道，上條竜太郎，中村 茂：免疫組織学的観点からみた骨巨細胞腫における破骨細胞形成機

序の解析．第 31 回日本整形外科学会基礎学術集会抄録集 S1795（2016 年 10 月 13～14 日，福岡国際会議場，

福岡） 
5. 茶谷昌宏，青野一志，高見正道，工藤 明：c-fms トランスジェニックメダカと c-fms ノックアウトメダカの駆

使により明らかになった生体内破骨前駆細胞の動態．第３４回日本骨代謝学会学術集会・第３回アジア太平洋

骨代謝学会議 プログラム抄録集 p173 （2016 年 7 月 20～23 日，大阪国際会議場，大阪） 
6. 茶谷昌宏，北島未紀，菊池和也，高見正道，工藤 明：TRAP ノックアウトメダカが示す ALP 活性化と骨形成

の促進．第３４回日本骨代謝学会学術集会・第３回アジア太平洋骨代謝学会議 プログラム抄録集 p195 
（2016 年 7 月 20～23 日，大阪国際会議場，大阪） 

7. 栗谷未来，坂井信裕，古賀（根岸）貴子，船津敬弘，高見正道：ラットの骨髄・骨芽細胞の共存培養系におい

て破骨細胞分化が抑制されるメカニズム．第２回日本骨免疫学会（2016 年 7 月 6 日～8 日，ホテルモントレ沖

縄スパ＆リゾート，沖縄） 
8. 岡松伸明，古賀（根岸）貴子，稲垣克記，木内祐二，小口勝司，高見正道：破骨細胞分化に伴って発現する未

命名遺伝子の機能解析．第２回日本骨免疫学会（2016 年 7 月 6 日～8 日，ホテルモントレ沖縄スパ＆リゾート，

沖縄） 
9. 澁谷 勲，高見正道，安井哲郎，日高 亮，上條竜太郎，中村 茂：骨巨細胞腫における自然免疫機構を介し
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15. Fukunishi M, Takahashi N, Iwasa F, Morisaki H, Inoue Y, Ikeya K, Ishihara K, Kuwata H, Baba K :Inhibition of plaque 
accumulation on PMMA denture surface by MPC polymer coating.(Indonesian Prosthodontic Society and Japan 
Prosthodontic Society Joint Meeting, Bali, 2014 年 10 月） 

16. 石田和弘, 樋口大輔, 西山弘崇, 馬場一美 :アクリリックレジン床義歯のハイブリッド化．ノンクラスプパーツ

を組み込む義歯製作法．(日本補綴歯科学会 第 123 回学術大会,仙台,2014 年 5 月) 
17. 西山弘崇, 浦野慎二郎, 小林茉莉, 塚崎弘明, 馬淵あずさ, 樋口大輔, 田中晋平, 久松賢, 石田和弘, 馬場一美 :

ジルコニア・デンチャーへの樹脂クラスプの応用．(第 5 回日本デジタル歯科学会学術大会,大阪,2014 年 4 月) 
2-7 
1. Koutaro Maki：Panel session: Consideration from Refractory Case（The 11th Congress of Asian Pacific Craniofacial 

Association, Nara, Japan, December, 3,2016） 
2. 槇宏太郎：モデレーター：上顎犬歯による前歯部歯根吸収症例の診断と対応（東京矯正歯科学会秋季セミナー, 

ベルサール飯田橋ファースト, 2016 年 11 月 17 日） 
3. 槇宏太郎：（特別講演）矯正治療の意義と未来（第 59 回中・四国矯正歯科学会 , 高知 , 2016 年 7 月 7 日） 
4. 槇宏太郎：（シンポジウム講演）先端技術の歯科医療への応用と展望.矯正治療における CBCT、CAD/CAM、ロ

ボット、FEM の応用.第 74 回日本矯正歯科学会大会プログラム•抄録集,p94（第 74 回日本矯正歯科学会大会,
福岡,2015 年 11 月 19 日） 

5. 槇宏太郎：（特別講演）どうする？ バイオメカニクス. (第 23 回顎顔面バイオメカニクス学会,福岡,2015 年 11
月 17 日) 

6. 槇宏太郎：（教育講演）外科矯正における矯正診断の基本とシミュレーション技術.（第 33 回日本頭蓋顎顔面外

科学会学術集,宝塚,2015 年 11 月 13 日） 
7. Maki K:(invited  Speaker)Future of computer assisted technology in orthodontics.(8th International Orthodontic 

Congress, London, September.28th.2015) 
8. Maki K：(招待講演)Topic of research：Advanced technology in orthodontic including follows.(Taiwan International 

Orthodontic Forum 2014,Taipei, Nov.2014) 
9. 槇宏太郎：（シンポジウムⅠ講演）呼吸と顎顔面形態形成のバイオメカニクス.（第 52 回日本小児歯科学会大会,

東京,2014 年 5 月） 
10. 槇宏太郎：（講演）（技術活用セミナー４）歯科領域「歯科領域におけるコーンビーム CT の応用」.（第 70 回

日本放射線技術学会総会学術大会,横浜,2014 年 4 月） 
2-8 

1. 高橋浩二：口腔癌治療後構音障害と嚥下障害の対応―大学専門診療科の取り組み―．（第 68 回日本口腔科学会

学術集会，東京，2014 年 5月） 

2. 高橋浩二：大学専門診療科における頭頸部癌治療後嚥下障害リハビリテーションの展開．（第 38回日本頭頸部
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癌学会学術集会，東京，2014年 6月） 

3. 高橋浩二：（講演）摂食・嚥下の基礎知識（摂食・嚥下機能支援推進事業評価医及びリハビリチーム養成研修，

東京，2014年 10 月） 

4. 高橋浩二：（講演）摂食・嚥下障害の治療法．（がん研有明病院看護部研修会，東京，2014年 10 月） 

5. 高橋浩二：（講演）摂食・嚥下の評価．（公益社団法人日本歯科衛生士会平成 26年度 認定歯科衛生士セミナー，

東京，2014年 11 月） 

6. 高橋浩二：（講演）スクリーニング検査と精密検査―頸部聴診法を中心にー．（第 10 回長野摂食・嚥下リハビ

リテーション研究会，長野，2014年 12 月）高橋浩二：上顎切除後の顎義歯の効果．（6 回日本頭頸部癌学会教

育セミナー，神戸，2015 年 6月） 

7. 高橋浩二：医系総合大学での摂食嚥下障害への取り組み．（日本外科代謝栄養学会第 52回学術集会，東京，2015

年 7月） 

8. 高橋浩二：摂食嚥下障害の診断・評価のツボ「ベッドサイドでの診かた」．（第 21 回日本摂食嚥下リハビリテ

ーション学会学術大会ポストコングレスセミナー，京都，2015年 9月） 

9. 高橋浩二：（講演）介護予防と口腔ケア～お口のはたらき～延ばそう健康長寿―食べる幸せ、生きる力は健口

からー介護予防と口腔ケア．（世田谷歯科医師会主催市民講座，東京，2015年 4 月） 

10. 高橋浩二：（講演）大学専門診療科における摂食嚥下リハビリテーションの展開―頭頸部癌術後嚥下障害例を

中心にー．（がん研有明病院看護部勉強会，東京，2015 年 7月） 

11. 高橋浩二：（講演）摂食嚥下の評価．（公益社団法人日本歯科衛生士会 平成 27 年度 認定歯科衛生士セミナー 

在宅療養指導（口腔機能管理）・摂食嚥下リハビリテーションコース，東京，2015 年 8月） 

12. 高橋浩二：（講演）摂食・嚥下障害の基礎知識．（評価医養成研修，東京，2015年 9月） 

13. 高橋浩二：（講演）大学専門診療科における摂食嚥下障害への取り組み．（第 55 回全国国保地域医療学会 教

育セミナー，埼玉，2015 年 10 月） 

14. 高橋浩二：（講演）摂食中の唯一の嚥下障害スクリーニング法である頸部聴診法の実際（第 8 回湘南地区 PDN

セミナー，神奈川，2015 年 12 月） 

15. 高橋浩二：（講演）嚥下障害の臨床最前線から～大学専門診療科の今～. 嚥下を見て、聞いてみよう～嚥下内

視鏡検査ライブと頸部聴診実習～．（品川福祉カレッジ口腔機能向上・ケア研修 ステップアップ講座，東京，

2015年 12 月） 

16. 高橋浩二：（講演）在宅摂食嚥下医療の実際ー頸部聴診法と嚥下内視鏡検査を中心にした診断と間接訓練と直

接訓練の供覧―. （世田谷歯科医師会摂食嚥下プロジェクトチーム準備委員会講習会，東京，2015年 12 月） 

17. 高橋浩二：歯科大学専門診療科における在宅摂食嚥下医療の実際ー頸部聴診法と嚥下内視鏡検査による診断と

間接訓練・直接訓練の供覧―．（第 27回日本在宅医療学会学術集会，横浜，2016 年 6 月） 

18. 高橋浩二：オバマケア導入後の米国における嚥下障害治療の実態（第 22 回日本摂食嚥下リハビリテーション

学会学術大会，新潟，2016年 9 月） 

19. 高橋浩二：口腔機能障害の症状から原疾患を探る．（第 26回日本口腔内科学会総会・学術大会，岡山，2016 年

9 月） 

20. 高橋浩二：大学専門診療科における嚥下障害のアプローチ．（第 33回日本障害者歯科学会総会および学術大会，

埼玉，2016年 9月） 

21. 高橋浩二：大学専門診療科における口腔機能障害の対応―口腔癌術後患者を中心に―．（第 61 回日本口腔外科

学会総会・学術大会第 10 回歯科衛生士研究会，千葉，2016年 11 月） 

22. 高橋浩二：（講演）摂食中の唯一の嚥下障害スクリーニング法である頸部聴診法の実際    －各種嚥下障

害スクリーニング法も含めー．（千葉県歯科医師会障害福祉委員会主催セミナー，千葉，2016年 4月） 

23. 高橋浩二：（講演）歯科からアプローチする認知症予防．（睡眠と歯科からアプローチする認知症予防シンポジ

ウム，名古屋，2016 年 8 月） 

24. 高橋浩二：（講演）地域で「口から食べること」を支えるために「皆でやってみよう！頸部聴診」．（第 10 回大

きな森勉強会 大田区地域保健医療勉強会，東京，2016年 8 月） 

25. 高橋浩二：（講演）介護予防と口腔ケア～お口のトレーニングを紹介しましょう～延ばそう健康長寿食べる幸

せ、生きる力は健口から．（昭和大学歯科病院市民講座，東京，2016 年 10月） 

26. 高橋浩二：（講演）大学専門診療科における頭頸部癌治療後嚥下障害リハビリテーションの展開．（第 4 回「顎

補綴・摂食嚥下リハビリテーション」講習会，東京，2016年 12 月） 

27. 高橋浩二：（講演）構音・摂食嚥下機能障害に対する外来がんリハビリテーションの取り組み．第 6 回日本が

んリハビリテーション研究会，東京，2017 年 1月） 

28. 高橋浩二：（講演）大学専門診療科における摂食嚥下障害の取り組み．（昭和大学医学部同窓会・歯学部同窓会

鹿児島県支部主催講演会，鹿児島，2017年 2月） 

29. 高橋浩二：（講演）延ばそう健康長寿食べる幸せ、生きる力は健口から．（鹿屋市市民公開講座，鹿児島，2017

年 2月） 

30. 高橋浩二：（講演）摂食中の唯一の嚥下障害スクリーニング法である頸部聴診法の実際－各種嚥下障害スクリ

ーニング法も含めー．（昭和大学歯学部同窓会千葉県支部会総会学術講演会，千葉，2017年 2月） 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

 

１．研究成果発表会 
＜既に実施しているもの＞ 

１）平成 26 年度発表会 

（平成 27 年 3 月 28 日（土）（別添資料３参照） 

（１）特別講演①：『日本学術会議歯学委員会の活動と今後の歯科医学の展望』 

九州大学大学院歯学研究院口腔機能修復学講座インプラント・義歯補綴学分野 教授 古谷野 潔 先生 

（2）特別講演②：『メダカを用いた骨代謝機構の解明：宇宙ステーションにおける無重力下での歯と骨の異常』 

東京工業大学大学院生命理工学研究科生命情報専攻 教授 工藤 明 先生 

（3）ポスター発表 

研究分担者の研究発表（ポスター形式）15 題 

 

２）平成 27 年度発表会 

（平成 28 年 3 月 12 日（土）（別添資料３参照） 

（１）特別講演①：『神経幹細胞としての神経堤細胞の魅力』 

東北大学大学院医学系研究科  属創生応用医学研究センター長 脳神経科学コアセンター長 大隅 典子 先生 

（2）特別講演②：『粘膜マルチエコシステムによる共生と排除』 

東京大学医科学研究所 国際粘膜ワクチン開発研究センター長 炎症免疫学分野 教授 清野 宏 先生 

（3）ポスター発表 

研究分担者の研究発表（ポスター形式）15 題 

 

３）平成 28 年度発表会 

（平成 29 年 3 月 4 日（土）（別添資料３参照） 

（１）特別講演①：『定量プロテオミクスから展開する分子プロファイリング』 

慶應義塾大学医学部長 岡野 栄之 先生 

（2）特別講演②：『癌治療における支持療法としての口腔ケア：その原理と効果、そして展望』 

九州大学大学院歯学研究院口腔常態制御学講座口腔細胞工学分野 教授 九州大学大学院歯学研究院長 

 平田 雅人 先生 

（3）ポスター発表 

研究分担者の研究発表（ポスター形式）15 題 

 
＜これから実施する予定のもの＞ 

・年度末に研究成果発表会を開催する。 

・学外から専門家を招聘し、シンポジウムを随時開催する。 

昭和大学歯学部文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業平成２９年度シンポジウム 

昭和大学歯学部文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業平成３０年度シンポジウム 

 
２．新聞・雑誌等での公開（別添資料 4参照） 
１）研究成果発表会関連 

中村史朗：昭和大学歯学部文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業平成 27 年度シンポジウム開催される 

NEWS Q, the Quintessence, 35 (5): 240, 2016 
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中村史朗：昭和大（歯）が文科省支援事業の平成 27年度シンポジウムを開催 Random Note,日本歯科評論, 76 (5), 2016 

宮本洋一：昭和大学私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 平成 26 年度シンポジウム News & Report,歯界展望, 126 

(2): 399, 2015 

宮本洋一：昭和大学歯科病院で私立大学戦略的研究基盤形成支援事業平成 26年度合同シンポジウム開催 NEWS Q,the 

Quintessence, 34 (5): 203, 2015 

中村史朗：昭和大学歯学部文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業平成 27年度シンポジウム News & Report,

歯界展望, 127 (6): 1217, 2016 

２）その他 

阪井丘芳：科学、「眠気ホルモン」臓器形成を調整 朝日新聞、2015 年 5 月 28 日 

2016.5.25 平成２８年５月２５日の日刊工業新聞に分担者高見正道（歯科薬理学講座）の助教の茶谷昌宏氏が紹介されまし

た。『拓く研究人（１２１）昭和大学薬理科学研究センター助教・茶谷昌宏氏（３２歳）』 

角 保徳:口腔ケアに専用ジェル 山口新聞,徳島新聞他多数 2015.09.28 

角 保徳:ジェルで安全口腔ケア 日本歯科新聞 2015.06.23 

槇宏太郎：「大人の歯列矯正-最新情報-」日経ヘルス、92-95、2016 年 11 月 

槇宏太郎：「マウスピース 根気と努力」読売新聞, 2016 年 10 月 21 日 

槇宏太郎：「出っ歯の早期治療は不要…永久歯後でも効果同じ」読売新聞 ,2016 年 10 月 6 日 

槇宏太郎：「マウスピースでなぜ歯が動く？」nico 8-23、2016 年 7 月クインテッセンス出版 

槇宏太郎：歯の矯正をして「美しい笑顔」で自刃を！.（株）祥伝社.からだにいいこと,2015 年 9 月号,p102-103. 
 
３．テレビ・ラジオ等での公開 

槇宏太郎：患者ロボット「昭和花子 2」.日本テレビ「月曜から夜ふかし」, 2016 年 7 月 11 日 23:59 - 24:54 

槇宏太郎：患者ロボット「昭和花子 2」.フジテレビ「ＮＯＮＦＩＸ」,2016 年 3 月 23 日 26:20 – 27:20 

槇宏太郎：患者ロボット「昭和花子 2」.日本テレビ 「スクール革命！」, 2015 年 8 月 9 日 11:45 - 12:45 

槇宏太郎：子供の鼻づまりについて（口呼吸と歯並び）NHK TV,おはよう日本,2015 年 6 月 21 日 AM7:00 
 

４．インターネットでの公開 

・本プロジェクトに関するホームページを昭和大学のホームページで公開している。 

（URL: http://www10.showa-u.ac.jp/~d-common/index.html） 

 

 

 

 １４ その他の研究成果等 
 

特記事項なし 
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１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

 

特記事項なし 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 

 

特記事項なし 

 

 

 



別添資料１ 
 

研究施設・設備等 

 
 

・研究施設の面積及び使用者数 

 

施設の名称 研究施設面積 研究室等数 使用者数 

昭和大学 1号館歯学研究科所属研究室 4792m2 9 95 

昭和大学 1号館 RI共同研究室 287m2 2 25 

昭和大学遺伝子組換え実験室 96m2 2 18 

昭和大学動物実験施設 951m2 5 45 

昭和大学基礎系電子顕微鏡室 303m2 4 12 

昭和大学歯科病院プロジェクト関連研究室 196m2 3 52 
 

・主な研究装置、設備の名称及びその利用時間数 

 

装置・設備の名称 整備年度 製造会社 台数 稼働時間数 
（1週間当たり） 

（研究設備）     

ImageQuant LAS 4010システム H26年度 GE Healthcare Life Sciences社 １ 95時間 
（1.1時間） 

2光子レーザー光刺激システム H26年度 ニコンインステック社 １ 515時間 
（6.0時間） 

DNA自動分離装置 H26年度 倉敷紡績株式会社 １ 146時間 
（1.7時間） 

組織細胞分取システム   H26年度 Miltenyi Biotec社  44時間 
（0.5時間） 

微生物分類同定分析装置  H26年度 BIOMERIEUX社 １ 483時間 
（5.6時間） 

先端的疾患遺伝子解析システ

ム 
H27年度 

Life Techonologies社 

Worldfusion社 

Partek社 

１ 54時間 
（1.2時間） 

Accuri C6 マウス免疫細胞解析

パッケージ 
H27年度 日本 BD社 １ 5.5時間 

（0.1時間） 

オールインワン蛍光顕微鏡 H27年度 キーエンス社 １ 142.5時間 
（3.2時間） 

ImagEM-1Kカメラセット H28年度 浜松ホトニクス社 １ 1時間 
（0.2時間） 

超深度マルチアングルレンズマ

イクロスコープ 
H28年度 キーエンス社 １ 11時間 

（2.8時間） 

ウェアラブル光トポグラフィー H28年度 HITACHI社 １ 6時間 
（1.5時間） 

 



別添資料２ 

評価体制の概要 
 
＜自己評価＞ 
 各年度末に自己評価を行い、それを次年度以降の研究に反映させた。自己評価は、以下の各項目について

行われている。 

 

1． 研究分担者の研究成果 

① 各年度の研究成果の公表状況 

② 各年度末に行われる「研究成果発表会」における発表内容 

 

2． 研究機器の管理・運営状況 

① 守点検状況 

② 稼働率 

 

3．研究分担者の業績評価 

 本プロジェクトでは、年度毎に研究分担者の発表論文に基づいて業績評価を行うこととした。平成 25

年～28年度に各研究分担者の研究業績を一定の基準によって評価した。 

 1) 当該年度までに申請者が発表した個々の原著論文について、下記記載の基準に従って評価点数を算出
する。 

 
(1) 個々の原著論文について算出された評価点数の総和をもって、申請書の評価点数とする。 

 
 (2) 原著論文評価点数算出法 

 
① 掲載雑誌の点数 

点数 論文種類 
５ Journal Citation Report に掲載されている雑誌の論文 

４ Journal Citation Report に掲載されていない国際誌の論文、または全国規模学会で
発行している雑誌の英文論文 

３ 全国規模学会で発行している雑誌の和文論文 
２ 学内誌、商業誌、その他の英文論文 
１ 学内誌、商業誌、その他の和文論文 

 
② Impact factor 
JCR (Journal Citation Reports)〔評価年度版〕に基づく。 

 
③ 評価点数の算出法 
評価点数=掲載雑誌のランク＋Impact factor 

 
4． 本プロジェクトの費用対効果 

本研究プロジェクトの費用対効果について、以下の通り考える。 
1) これまでに本プロジェクトに関連して公表された主な成果は以下の通りで、研究が概ね順調に進行
し、一部は既に実用化の目途が立っている。 

 サブプロジェクト 
合計 1 2 

雑誌論文 112 84 196 
図書 18 81 99 
学会発表 298 185 483 

新聞・テレビ等における公表 7 11 18 
2) 本プロジェクトに関連して設置した研究機器により学内の研究環境の高度化が図られた。またそれ
らを用いた研究が数多く公表されており、稼働率も良好である。 
 

3) 以上の点を総合的に考慮して、本プロジェクトの費用対効果は良好と考える。 



別添資料２ 

 
＜外部評価＞ 

 
 1) 外部評価者 

所属 職名 氏名 
川崎医療福祉大学医療技術学部 リハビリテーション学科 

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会理事長 教授 椿原 彰夫 

岡山大学歯学部 
インプラント再生補綴学分野 教授 窪木 拓男 

千葉大学大学院医学研究院臨床分子生物学 
日本口腔科学会副理事長 教授 丹沢 秀樹 

 
2) 外部評価の時期および方法 

 
(1) 中間評価：研究年度 3年目（平成 28年度） 
研究年度 3年目終了後に外部評価を実施し、「外部評価報告書」の提出を受ける。 

 
(2) 最終評価：研究年度 5年目（平成 30年度） 
外部評価者による、昭和大学での実地調査を実施する。さらに外部評価者から、「外部評価報告書」の

提出を受ける。 



昭和大学歯学部
文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

平成２７年３月２８日（土）平成２７年３月２８日（土）

会　　　　　場：昭和大学歯科病院　１号棟および２号棟

　　　　　　　　東京都大田区北千束２−１−１

特　別　講　演：１号棟６階　第２臨床講堂　　　　13:00〜15:00

ポスター発表会：２号棟１階　第１会議室　　　　　15:00〜16:30

　　　　問い合せ先：昭和大学歯学部口腔生化学講座

　　　　142-8555 東京都品川区旗の台１−５−８　TEL: 03-3784-8163

プログラム・抄録集プログラム・抄録集

平成26年度シンポジウム



 
 

 １ 

 

 

 

 

昭和大学歯学部 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

平成２６年度シンポジウム 

 
 
 
 

平成２７年３月２８日（土） 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ○特 別 講 演：１号棟６階 第２臨床講堂 １３：００〜１５：００ 
   ○ポスター発表会：２号棟１階 第１会議室  １５：００〜１６：３０ 

 
 
 
 
 

   昭和大学 歯学部 
      東京都品川区旗の台１−５−８  

      
       問い合わせ：口腔生化学講座 
      ℡０３−３７８４−８１６３ 

          



 
 

 ２ 

 
ご 挨 拶 

 

昭和大学大学院歯学研究科科長 
昭和大学歯学部長 

宮 﨑  隆 
 

今年も年度末を迎え、恒例の私立大学戦略的研究基盤形成事業の発表会を開催するこ

とになりました。本学では医系総合大学の環境の中で、医学・医療との共通基盤の上に

歯学の専門性を生かした新しい歯学研究を推進してきました。現在、文部科学省の私立

大学戦略的研究基盤形成事業として、「デンタルイノベーションを目指した集学的研究拠

点の形成」、「次世代型顎口腔組織再生医療の研究開発拠点形成」と「口腔機能維持・回

復のための集学的研究開発拠点の形成」の 3 つのプロジェクトを進めています。 

「デンタルイノベーション」は 5 年間の完成年度を迎え、「次世代型顎口腔組織再生医

療」は中間の 3 年目、「口腔機能維持・回復」が今年度からスタートしました。いずれの

プロジェクトも、本学歯学部・歯学研究科に所属する研究員に加えて学外からの共同研

究者にも参画していただき、幅広い観点からの研究に取り組んできました。改めて、研

究に協力していただいている関係者に篤く御礼申し上げます。本来であれば 3 つのプロ

ジェクトごとに成果発表会を開催すべきですが、相乗効果を期待して本年度も合同開催

することにしました。 

毎年、世界的に活躍されている講師をお迎えして、特別講演を頂戴しています。今回

は、東京工業大学大学院生命理工学研究科 生命情報専攻 工藤 明 教授に「メダカを用

いた骨代謝機構の解明；国際宇宙ステーションにおける無重力下での歯と骨の異常」の

講演をお願いいたしました。硬組織代謝は歯学研究にとっては共通基盤になる最重要の

テーマですので、今後の本学における歯学研究の発展につながるものと期待されます。 

また、九州大学大学院歯学研究院 口腔機能修復学講座 インプラント・義歯補綴学分

野の古谷野 潔 教授に「日本学術会議歯学委員会の活動と今後の歯科医学の展望」と題

する講演をお願いいたしました。古谷野先生は、第 23 期日本学術会議歯学委員会委員長

の要職につかれています。私事ですが、昭和学士会からの参加で、一般社団法人 日本

歯学系学会協議会の理事長を務めています。歯学協は歯学に関係する 74学会の連合隊組

織であり、学術会議との連携のもとで、歯学の重要性を広く社会・国民に訴える活動を

続けています。古谷野先生の特別講演を拝聴して、本学関係者が各方面から日本の歯学

の発展に貢献できるように一層の活動をお願い申し上げます。 

特別講演に引き続き、ポスターで各研究班の今年度の成果発表を行いますので、情報

交換と活発な討議をお願いいたします。最後になりましたが、発表会の開催にご努力い

ただいた上條竜太郎教授ほか委員の先生方に篤く感謝申し上げます。 

平成 27 年 3 月 28 日 
 



 
 

 ３ 

 
ご 挨 拶 

 
「次世代型顎口腔組織再生医療の研究開発拠点形成」 

研究代表者 上條 竜太郎 
 
 平成 24 年度、文部科学省の私立大学戦略的研究基盤形成事業として「次世代型顎口腔

組織再生医療の研究開発拠点形成」（研究期間：5 年間）が採択され、間もなく 3 年目が

終了します。 

再生医療の研究対象は、体のほぼすべての組織や臓器にわたっています。歯科の領域

においても、口腔粘膜、骨、歯周組織、唾液腺、神経など、さまざまな組織・臓器の再

生研究が進められており、その進歩は、国民の QOL の維持向上に大きな貢献をもたら

すものと期待されております。我が国においてもその実用化が現実のものとなりつつあ

りますが、必要とされる技術面、施設面のハードルは高く、臨床の場に広く導入される

には至っておりません。先進諸国の多くが再生医療分野への取組みを強化し、世界的な

競争が激化していますが、より多くの科学技術的知見を蓄積し、さらに基盤的な研究開

発を積極的に推進し、国際的にも主導的な役割を果たすことが重要です。 
本事業では、顎口腔領域に特化し、早期に臨床普及可能な次世代型再生医療の基盤構

築を推進する研究拠点形成を目指し、①細胞調整施設（CPC）を用いず手術室で完結す

る組織再生医療の基盤構築、②生体材料と幹細胞を含む細胞によるハイブリッド型再生

医療の実現、③口腔領域の実用可能な細胞ソースの同定ならびに増殖・分化誘導法の開

発の 3 つのサブプロジェクトを推進しています。ヒト幹細胞を収集・分離・増殖する CPC

での幹細胞の調製は安全性の確保、免疫拒絶反応の回避、薬事規制等への十分な対応を

必要とし、生産性や管理コストなど改善すべき点も多く、一方、手術室完結型再生医療

では幹細胞の収集・分離を手術室で行うことから、より実用化に近く、意義も大きいと

考えます。また、生体材料と幹細胞を組み合わせた 3 次元構造をもつハイブリッド型人

工臓器の開発は、異なる科学技術的要素が加わり、多分野の統合的な研究開発が必要で

す。各臓器のハイブリッド型再生医療は、その複雑性から実現化は容易ではありません

が、顎口腔領域では、GBR（骨再生誘導法）や歯科用インプラントなど生体材料を応用

した組織再生が既に臨床応用されており、最も実現化に近い領域でもあります。つまり、

この研究分野の発展が再生医療全体におけるハイブリッド再生の推進に大きく寄与する

と考えられます。さらに、歯や頬脂肪体、皮下脂肪組織等の新しい幹細胞ソースの開発

も当該領域の特徴の 1 つとして検討し、顎口腔領域からの細胞ソ-スの積極的な開発を目

指すことで、本事業は他に類を見ない先駆的研究となると期待しています。 
本日はポスターで各研究分担者の発表を行います。本プロジェクトの今後の展開につ

ながる情報交換と活発な討議をお願い申し上げます。 
平成 27 年 3 月 28 日 



 
 

 ４ 

 

ご 挨 拶 

 

「口腔機能維持・回復のための集学的研究開発拠点の形成」 

研究代表者 美島 健二 

 

 平成 26 年度、文部科学省の私立大学戦略的研究基盤形成事業として「口腔機能維持・

回復のための集学的研究開発拠点の形成」が採択され、一年が過ぎようとしています。 

 疾患や加齢によって低下した摂食、発声、呼吸などの口腔機能の回復・維持は、心身

の健康と QOL の向上を図るために火急の対応を要する課題であり、その方策として次

世代を見据えた口腔の衛生管理、疾患治療およびリハビリテーションシステムの開発が

極めて重要です。昭和大学は、2008 年に多分野の専門家が集結して「昭和大学口腔ケア

センター」を設立し、口腔機能を多面的に捉えることで、最先端の医療技術の導入とそ

の開発を推進してきました。本プロジェクトでは、新たに口腔関連分野の先鋭な専門家

を加えることで、粘膜、唾液、歯、神経などの口腔環境の恒常性維持・破綻機序を詳細

に解析し、得られたエビデンスに基づいて嚥下、顎骨壊死、補綴、矯正、口腔ケアなど

を対象とした高度で革新的な医療技術を開発します。すなわち、このセンターを口腔機

能維持・回復のための研究拠点として確立し、国民の健康と QOL の向上を促進すると

ともに、わが国における将来の医療を担う優秀な人材を育成することを目的として施行

されます。 

 口腔内機能の保持が全身の健康の維持・増進に寄与することが、臨床的側面から明ら

かにされつつあります。一方、分子的基盤に立脚したそのメカニズムの解析は始まった

ばかりで、基礎と臨床の側面を統合した体系的な理解が望まれています。このような背

景から、本研究は、2 つの部分より構成されます。すなわち、口腔環境の恒常性維持・

破綻のメカニズムを解明する基礎研究と、そこで得られたエビデンスを共有し、次世代

の新しい口腔ケアシステムを確立する臨床研究です。このことを実践すべく、当該研究

では、本学の基礎・臨床はもとより、学外からも当該分野に習熟した先生方に御参画頂

き遂行されています。 

 本ポスター発表会では、プロジェクトが開始して一年を経過したばかりではあります

が、現状で得られた最新の知見を中心に活発な討議が行われることと思われます。 

 最後になりましたが、発表会の開催にご尽力頂きました先生方に心より御礼申し上げ

ます。 

平成 27 年 3 月 28 日 

 

 

 

 



 
 

 ５ 

日 程 

 

 

13:00〜13:05  (１号棟６階 第２臨床講堂) 

 

開会のあいさつ 

歯学研究科 科長 宮﨑 隆 教授 

 

13:05〜15:00  (１号棟６階 第２臨床講堂) 

  特別講演 

 

13:05〜14:00 

 特別講演１ 

 九州大学大学院歯学研究院口腔機能修復学講座 

インプラント・義歯補綴学分野 

教授 古谷野 潔 先生 

 演題：『日本学術会議歯学委員会の活動と今後の歯科医学の展望』 

                         座長：馬場 一美 教授 

 

14:05〜15:00 

特別講演２ 

 東京工業大学大学院生命理工学研究科生命情報専攻 

教授  工藤 明 先生 

 演題：『メダカを用いた骨代謝機構の解明： 

宇宙ステーションにおける無重力下での歯と骨の異常』 

                  座長：高見 正道 教授 

 

15:00〜16:30（２号棟１階 第１会議室） 

          （講演後のため時間が前後する場合がございます） 

 

 ポスター発表会 

 

16:30〜（２号棟１階 第１会議室） 

 閉会のあいさつ 

           昭和大学歯科病院 病院長 槇 宏太郎 教授 



 
 

 ６ 

ポスター発表についてのご案内 

 
1. 場所・時間 
  2号棟 第 1会議室 

  3月 28 日（土） 午後 15:00〜16:30（講演後のため前後する可能性があります） 

 

2. ポスターの掲示と撤去について 
  ポスターの貼付け：当日（3/28）の 10:30〜12:30 の間に掲示してください。 

  （事務局で専用の両面テープを準備しておりますのでそれをご使用ください） 

  ポスターの撤去：当日(3/28)の午後 16:30（閉会後）に撤去してください。 

          （閉会前のポスター撤去はご遠慮ください） 

 

3. ポスターの大きさ 
  サイズ：縦 90 cm × 横 90 cm 

  ※ポスターのサイズが昨年度とは異なりますのでご注意ください。 

※縦の長さにつきましては、90 cm を少し超えても構いません。ただし、ポスターボードの

縦サイズが 90 cm ですので、それを考慮して作成してください。 

 

4. 発表形式：ポスター 
 15:00～15:30（討論 1） 

 「デンタルイノベーションを目指した集学的研

究拠点形成」 

 15:30～16:00（討論 2） 

 「次世代型顎口腔組織再生医療の研究開発拠点

形成」 

16:00～16:30（討論 3） 

「口腔機能維持・回復のための集学的研究開発

拠点の形成」 

 

発表者はポスターの前で研究内容を説明してく

ださい。活発なご討論をお願い致します。 

 

5. ポスター貼付け位置 

各演題の貼付位置は右図のようになっております。

（「イ」イノベーション、「再」再生、「口」口腔機能） 

 



 
 

 ７ 

 
 
 

 

特別講演目次 

 

１．日本学術会議歯学委員会の活動と今後の歯科医学の展望 

 

九州大学大学院 歯学研究院 口腔機能修復学講座 

インプラント・義歯補綴学分野 

              教授 古谷野 潔 先生 

 

 

２.メダカを用いた骨代謝機構の解明；国際宇宙ステーショ

ンにおける無重力下での歯と骨の異常 

 

  東京工業大学大学院生命理工学研究科生命情報専攻 

                 教授  工藤 明 先生 
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特別講演１ 
 
 

日本学術会議歯学委員会の活動と今後の歯科医学の展望 

 
九州大学大学院 歯学研究院 口腔機能修復学講座 

インプラント・義歯補綴学分野 教授 古谷野潔 

日本学術会議 歯学委員会 委員長（第 23 期） 

 
 

日本学術会議は、我が国の約 84 万人の科学者を内外に代表する機関であり、210 人の

会員と約 2000 人の連携会員によって職務が担われている。その主な役割は、Ⅰ．政府に

対する政策提言、Ⅱ．国際的な活動、Ⅲ．科学者間ネットワークの構築、Ⅳ．科学の役

割についての世論啓発である。日本学術会議には、4 つの機能別委員会（常置）、30 の学

術分野別の委員会（常置）、課題別委員会（臨時）が置かれており、歯学委員会は、30

の分野別委員会の一つである。 

 学術会議は提言・報告などを取りまとめて発表しているが、その一つに 10～20 年先

の学術およびその推進政策に対する長期的な考察を取りまとめた『日本の展望―学術か

らの提言 2010』がある。この提言の中で歯学委員会も「歯学分野の展望」を取りまとめ

た．これは 10～20 年程度の中長期的な歯学の展望と課題、グローバル化・情報化への

対応、社会のニーズへの対応及びこれからの人材育成に関する課題を分析し、将来の展

望を取りまとめたものである。そして 2011 年には、歯学関係者が、この「歯学分野の展

望」をよりよく実践・実行するために、15 領域・77 課題を抽出し、そのアクションプ

ランとともに「歯学分野の展望―課題とアクションプラン」として発表した。 

 学術会議は、昨年、学術大型研究計画、いわゆるマスタープラン 2014 を策定した。前

述の「日本の展望」を踏まえ、学術全般を展望・体系化するために「学術研究領域」が

制定され、各学術分野に必須な「学術大型研究計画」が募集された。歯学委員会では、

山口朗先生を中心に「口腔疾患グローバル研究拠点の形成」（研究期間 10 年、総予算 70

億円）という研究計画を作成し応募したところ、「学術大型研究計画」（全体で 207 件）

に選定された。次に、その中で諸観点から特に速やかに実施すべき「重点大型研究計画」

27 件が策定されたが、我々の計画も選定された。この 27 件を基盤として、文部科学省

は昨年、学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想「ロードマップ 2014」を

策定した。我々の計画も、文科省でヒアリングを受けるところまで進んだが、残念なが

ら選定されなかった。 

 講演では、多種多様な学術会議の活動の中から、我々にも関連が深い上記 2 つの活動

を紹介し、それらを基盤に今後歯学分野で取り組んでいくべき課題について考察する。 



 
 

 ９ 

 
略  歴 

 

古谷野 潔 （昭和30年6月9日生） 
 
昭和58年 3月 九州大学歯学部 卒業 
昭和62年 3月 九州大学大学院歯学研究科博士課程歯学臨床系専攻 単位修得退学 
昭和62年 4月 九州大学歯学部附属病院助手 
昭和62年 10月 九州大学大学院歯学研究科博士課程歯学臨床系専攻 修了 
平成3年  1月 文部省在外研究員（平成3年10月まで） 

アメリカ合衆国 UCLA visiting associate professor（平成5年1月まで） 
平成5年  9月 九州大学歯学部講師 
平成9年   9月 九州大学歯学部教授 
平成11年 4月 九州大学総長補佐（併任）（平成13年3月まで） 
平成12年 4月 九州大学大学院歯学研究院教授 
平成15年 4月 九州大学歯学部附属病院長（併任）（平成15年10月まで） 
平成15年 10月 九州大学医学部・歯学部・生体防御医学研究所附属病院副病院長 

（併任）（平成20年3月まで） 
平成24年 4月  九州大学総長特別補佐 (平成26年9月まで) 

 

●主な学会活動 
日本補綴歯科学会 前理事長 （指導医・専門医） 
日本口腔インプラント学会 常務理事・九州支部長（指導医・専門医） 
日本顎関節学会 常任理事 （指導医・専門医） 
日本顎口腔機能学会 理事 
日本歯科理工学会 理事 
日本老年歯科医学会 評議員（指導医・認定医） 
Asian Academy of Prosthodontics 元会長 

International College of Prosthodontics 元会長 

Asian Academy of Osseointegration 元会長 

日本学術会議会員 （22 期） 歯学委員会委員長 （23 期） 
第 27 回日本歯科医学会総会 常任委員・学術部会長 
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●大学外での主な活動 
厚生労働省  
・歯科医師試験委員（H16-H22） 
・医道審議会専門委員 歯科医師分科会委員 
・歯科医師国家試験出題基準改訂部会幹事委員（H20） 
文部科学省  
・中央教育審議会大学分科会委員 
・中央教育審議会大学院部会医療系 WG 委員 
・歯学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議委員 
・医学・歯学教育指導者のためのワークショップ スーパーバイザー／モデレーター 
・大学設置・学校法人審議会特別委員 
日本学術振興会  組織的な大学院教育改革推進プログラム委員会委員 
共用試験歯学系  OSCE 事後評価解析小委員会委員 
非常勤講師 
 北海道大学、東北大学、大阪大学、岡山大学、広島大学、長崎大学、鹿児島大学、 
 日本歯科大学新潟生命歯学部、昭和大学、鶴見大学、神奈川歯科大学 
Journal of Oral Rehabilitation   Associate Editor 

Journal of Odntology   Associate Editor 

The International Journal of Prosthodontics   Associate Editor 
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特別講演２ 

 

メダカを用いた骨代謝機構の解明； 

国際宇宙ステーションにおける無重力下での歯と骨の異常 

 
東京工業大学大学院生命理工学研究科生命情報専攻 

教授 工藤 明 
 

地上での生活では破骨細胞による骨吸収と骨芽細胞による骨形成のバランスが一

定に保たれていますが、宇宙飛行士が宇宙で長期間生活すると、骨量が著しく減少

することが知られています。微小重力環境では、骨吸収が骨形成より大きくなり、

骨が減ると考えられていますが、そのメカニズムはまだ解明されていません。蛍光

タンパク質で破骨細胞と骨芽細胞の両方を識別できるトランスジェニックメダカを

用い、活性化されることが想定される破骨細胞を中心に、骨芽細胞との相互作用も

含め、宇宙における骨代謝を２種類の実験を通して解析しました。 
宇宙実験として、宇宙に長期間滞在した場合の変化を組織解析や遺伝子発現解析で

調べる２ヶ月間の長期飼育実験と、宇宙で短期間に起こる変化を蛍光顕微鏡を用い

て直接観察する１週間の短期観察実験を行いました。長期飼育実験は、宇宙に打上

げたメダカを「きぼう」の水棲生物実験装置で飼育し、経時的に水槽からメダカを

取り出し、組織化学固定や遺伝子保存処理を行いました。化学固定試料および遺伝

子保存処理試料はすべて地上に回収し、歯と骨の周囲にある組織と細胞について組

織解析と遺伝子発現解析を行いました。短期観察実験は、破骨細胞あるいは骨芽細

胞で特異的に蛍光を発するトランスジェニックメダカの稚魚を打上げ、「きぼう」の

蛍光顕微鏡で、無重力下での破骨細胞と骨芽細胞の動きを生きたままリアルタイム

で観察しました。 
メダカののどの奥には数百本の咽頭歯があり、再生を繰り返しています。この歯

を支える骨が咽頭歯骨で歯の再生に伴って骨のリモデリングを行っています。この

リモデリングには破骨細胞と骨芽細胞が関与しており、今回の実験ではトランスジ

ェニックメダカを用いて両細胞を蛍光で可視化しています。微小重力下、２か月の

長期飼育実験では咽頭歯骨の骨量が減少し、歯列形成不全が見られました。破骨細

胞を蛍光観察すると、破骨細胞の体積が増大し、それに伴って破骨の活性化マーカ

ーである TRAP の活性も上昇していました。さらに、短期の観察実験により骨芽細

胞と破骨細胞の蛍光の光は、微小重力にさらされた直後に共に増大していました。

このことは、咽頭歯部は重力の影響を受けやすい組織であり、骨芽細胞も破骨細胞

も直接的に重力の影響を受けている可能性を示唆しています。実際に重力は、歯や

骨のような密度が高い組織に影響を及ぼすことが物理式で知られており、歯が数百

本ある咽頭歯部は重力の影響を観察するのに優れた組織モデルであることがわかり

ました。 



 
 

 １２ 

 
略  歴 

学歴 

1975 年   東京工業大学 工学部 高分子工学科卒業 

1977 年   東京工業大学 総合理工学研究科 電子化学専攻修了 

博士(薬学)(東京大学)、 修士(工学)(東京工業大学) 

 

経歴 

1988 年   九州大学 生体防御医学研究所  助手 

1988 年   九州大学 生体防御医学研究所  助教授 

1989 年   スイスバーゼル免疫研究所  研究員 

1992 年   ヘキストジャパン（株）  主任研究員 

1994 年   東京工業大学生命理工学部 教授 

1999 年-現在：東京工業大学 / 大学院・生命理工学研究科 / 教授 

 

受賞歴 

1995 年   財）持田記念医学薬学振興財団 研究奨励賞 

1996 年   第 14 回日本骨代謝学会優秀演題賞 

2000 年   第 18 回日本骨代謝学会優秀演題賞 

2004 年   手島研究論文賞 

2012 年   手島研究論文賞 
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ポスター発表演題目次 
 

デンタルイノベーションを目指した集学的研究拠点形成 

―アンチエイジングに貢献する新たな付加価値の創生―  

 

 
演題番号 イ１ 

8-ニトロ-cGMPは軟骨細胞の肥大化を誘導せず、増殖を促進することで骨伸

長を促進する内因性シグナル分子である 

○星野真理江 1,2、宮本洋一 1、馬場一美 2、上條竜太郎 1 

 昭和大学歯学部 1 口腔生化学、2 歯科補綴学 

  

演題番号 イ２ 

閉口反射反射弓に対するヒスタミンの作用 

○玄番千夏子 1,2、中山希世美 1、中村史朗 1、望月文子 1、井上美津子 2、井上富雄 1 

 昭和大学歯学部 1 口腔生理学、2 小児成育歯科学  

 

演題番号 イ３ 

顔面部皮膚における抗原提示細胞の局在性 

○栁澤伸彰、大塚裕忠、瀧戸次郎、野中直子、中島 功、中村雅典 

 昭和大学歯学部口腔解剖学講座 

 

演題番号 イ４ 

咀嚼筋の大きさと残存歯数が咬合力に及ぼす影響に関する研究(第 4報) 

○荒木和之、佐野 司、花澤智美、関 健次、松田幸子、木村幸紀 

 昭和大学歯学部口腔病態診断科学講座歯科放射線医学部門 

 

演題番号 イ５ 

簡易型唾液α-アミラーゼ測定による小児歯科治療時のストレス解析につ

いての研究 

○浅里 仁 1、竹松 翠 1、山田早希子 1、栗原亜由希 1、杉山智美 1、馬谷原光織 2、 

佐藤昌史 1、井上美津子 1 

昭和大学歯学部 1小児成育歯科学講座、2スペシャルニーズ口腔医学講座歯学教育学部門 
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演題番号 イ６ 

マイクロアレイを用いた顎下腺の加齢に伴う遺伝子変化の解析 

○齊藤芳郎 1、山田 篤 2、上條竜太郎 2、代田達夫 1 

 昭和大学歯学部 1 口腔外科学講座、2 口腔生化学講座 

 

演題番号 イ７ 

Hematopoietic pre–B cell leukemia transcription factor–interacting 

protein（HPIP）の口腔扁平上皮癌組織発生への関与 

○入江太朗、田中準一、安原理佳、河野葉子、深田俊幸、美島健二 

 昭和大学歯学部口腔病態診断科学講座口腔病理学部門 

 

演題番号 イ８ 

骨髄、脾臓および血液より分離した破骨前駆細胞の性質 

◯榎本拓哉 1,2、高見正道 3、山本松男 2、上條竜太郎 1 

昭和大学歯学部 1 口腔生化学講座、2 歯周病学講座、3 歯科薬理学講座 

 

演題番号 イ９ 

新規病原性喪失法開発における Lgt分子の標的としての有用性 

○有本隆文、桑田啓貴 

 昭和大学歯学部口腔微生物学 

 

演題番号 イ１０ 

骨移植材と周囲新生骨の骨質評価 

○山田嘉宏 1、片岡 有 1、田中準一 2、柴田 陽 1、美島健二 2、宮﨑 隆 1 

 昭和大学歯学部 1歯科保存学講座歯科理工学部門、2口腔病態診断科学講座口腔病理学部門 

 

演題番号 イ１１ 

四次元超音波診断装置を用いた錠剤の口腔内及び食道入口部服薬動態撮影

法の検討 

○弘中祥司 1、大友美佳 2、伊藤康大 2、高松千紘 2、倉田なおみ 3、中村明弘 3 

 1 昭和大学歯学部口腔衛生学、2 昭和大学薬学部、3 昭和大学薬学部薬物療法学 
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演題番号 イ１２ 

下顎癌術後患者における下顎偏位の経時的変化および下顎復位装置の治療効

果について 

◯那小屋公太 1、原田由香 1、横山 薫 1、鈴木総史 1、伊原良明 1、髙橋浩二 1、 

勝田秀行 2,3、代田達夫 4 
1 昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座口腔リハビリテーション医学部門、 
2 昭和大学頭頸部腫瘍センター、3 昭和大学歯学部口腔外科学講座口腔腫瘍外科学部門、 
4 昭和大学歯学部口腔外科学講座顎顔面口腔外科学部門  

 

演題番号 イ１３ 

新たな OHIP解析方法を用いたインプラント治療介入効果の評価 

○原 真央子、古山千紗子、樋口大輔、高場雅之、田中晋平、塚崎弘明、馬場一美 

 昭和大学歯学部歯科補綴学講座 

 

演題番号 イ１４ 

カチオン性ナノバブルと口腔細菌およびバイオフィルムとの静電的相互作用 

○菅野真莉加 1,3、森崎弘史 2、桑田啓貴 2、宮﨑 隆 3、山本松男 1 

 昭和大学歯学部 1 歯周病学、2 口腔微生物学、3 歯科理工学 

 

演題番号 イ１５ 

光重合型レジン強化型ケイ酸カルシウム覆髄材のラット培養歯髄細胞に対

する影響について 

○増田宜子 1、山田嘉重 1、宮﨑 隆 2 

昭和大学歯学部歯科保存学講座 1 歯内治療学、2 歯科理工学 

 

演題番号 イ１６ 

Beauty & Dental 

◯松尾涼子、新妻由衣子、真鍋厚史 

昭和大学歯学部歯科保存学講座美容歯科学部門 

 

演題番号 イ１７ 

アライナー治療における歯冠形状と矯正力の三次元有限要素解析 

○柳澤若菜、槇 宏太郎 

 昭和大学歯学部歯科矯正学 
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演題番号 イ１８ 

ニコランジルの破骨細胞分化過程に及ぼす抑制効果 

○岩城 太 1,2、天野 均 1、大浦 清 1 

 1 大阪歯科大学薬理学講座 2 西神戸医療センター歯科口腔外科 

 

演題番号 イ１９ 

上顎全部床義歯の維持力と各種口腔保湿剤との関係 

北川 昇、佐藤裕二、○青柳佳奈、角田拓哉、高山真里、椿田健介、石原雅恵 

 昭和大学歯学部高齢者歯科学講座 

 

演題番号 イ２０ 

青色 LEDを装備する口腔内内視鏡システムによる根管内の評価 

○伊佐津克彦、長谷川篤司 

 昭和大学歯学部歯科保存学講座総合診療歯科学部門 

 

演題番号 イ２１ 

レジン系セメントの硬化特性向上の検討-新規材料への対応- 

○堀田康弘、佐藤康太郎、藤島昭宏、宮﨑 隆 

 昭和大学歯学部歯科保存学講座歯科理工学部門 

 

演題番号 イ２２ 

DOHaD (Developmental Origins of Health and Disease) 理論に基づいた

口腔のアンチエイジング戦略：マウスを用いた DOHaD責任遺伝子の検索 

○小川哲郎 

埼玉医科大学生理学教室 

 

演題番号 イ２３ 

歯科用 OCT画像診断機器による硬質レジン前装冠の非破壊検査 

○前田千晶、角 保徳 
 国立長寿医療研究センター 歯科口腔先進医療開発センター 歯科口腔先端診療開発部 

 

演題番号 イ２４ 

低分子化合物と無血清培地を用いた多能性幹細胞の骨芽細胞分化誘導法 

 菅家康介 1、鄭 雄一 2、○大庭伸介 2 

東京大学大学院 1 医学系研究科感覚・運動機能医学講座口腔外科学、2 工学系研究科バ

イオエンジニアリング専攻 



 
 

 １７ 

 

次世代型顎口腔組織再生医療の研究開発拠点形成 

 
 
演題番号 再１ 
脂肪組織由来再生細胞を用いた半月板損傷に対する手術室完結型再生医療 
○糸瀬昌克 1,2、須澤徹夫 1、代田達夫 2、美島健二 3、稲垣克記 4、上條竜太郎 1 

昭和大学歯学部 1口腔生化学講座、2口腔外科学講座、 
3口腔病態診断科学講座口腔病理学部門、4医学部整形外科学講座 

 
演題番号 再２ 
脂肪幹細胞を活用した唾液腺再生メカニズムの解析 

○安原理佳、田中準一、入江太朗、深田敏幸、福島美和子、河野葉子、美島健二 

昭和大学歯学部口腔病態診断科学講座口腔病理学部門 

 

演題番号 再３ 
ナノインデンテーションによる疑似的老化モデルマウス皮質骨の力学的特性評価 

○柴田 陽 1、丸山範子 2、宮﨑 隆 1 

 昭和大学歯学部 1 歯科保存学講座歯科理工学部門、2 歯科矯正学講座 

 

演題番号 再４ 
セリア安定化アルミナ/ジルコニアインプラントの開発 

○大嶋瑶子、岩佐文則、田中晋平、舘 慶太、松本貴志、秋山智人、馬場一美 

 昭和大学歯学部歯科補綴学講座 

 

演題番号 再５ 
顎口腔組織の神経堤由来細胞を応用した骨再生法の開発 
○須澤徹夫 1、高橋正皓 2、小野美樹 2、浦野絵里 1,3、高見正道 4、山田 篤 1、宮本洋一 1、

馬場一美 3、槇 宏太郎 2、上條竜太郎 1 

昭和大学歯学部 1口腔生化学講座、2歯科矯正学講座、3歯科補綴学講座、4歯科薬理学講座 

 

演題番号 再６ 
咬筋および頸筋の筋活動量に対する明暗および睡眠-覚醒サイクルの影響 

○望月文子 1、片山慶祐2、加藤隆史 3、池田美菜子 2、野川泰葉 4、中村史朗 1、中山希世美 1、

若林則幸 4、馬場一美 2、井上富雄 1 

 昭和大学歯学部 1 口腔生理学講座、2 歯科補綴学講座、3 大阪大学大学院歯学研究科口

腔解剖第二教室、4 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科部分床義歯補綴学分野 



 
 

 １８ 

 
演題番号 再７ 
活性イオウ分子種の制御による軟骨再生に関する基礎研究 

星野真理江 1,2、金子児太郎 2,3、〇船登咲映 1,2、宮本洋一 2、吉村健太郎 2、上條竜太郎 2、

馬場一美 1 

昭和大学歯学部 1 歯科補綴学、2 口腔生化学、3 東京医科大学口腔外科学 

 
演題番号 再８ 
毛包由来の神経堤細胞を用いた骨芽細胞分化誘導 

○森澤絵里 1,2、高見正道 3、須澤徹夫 1、馬場一美 2、上條竜太郎 1 

 昭和大学歯学部 1 口腔生化学講座、2 歯科補綴学講座、3 歯科薬理学講座 

 

演題番号 再９ 
microRNAによる骨芽細胞•エナメル芽細胞分化誘導に基づく新たな再生医

療への挑戦 

須澤徹夫 1、宮本洋一 1、○山田 篤 1、鈴木 大 1、吉村健太郎 1、宇山理紗 1、山本松男 2、

上條竜太郎 1 

昭和大学歯学部1口腔生化学講座、2歯周病学講座  

 

演題番号 再１０ 
発達期脳神経における全身麻酔薬による細胞死誘導の検討 

○今野 歩 1、西村晶子 1、中村史朗 2、山田 篤 3、上條竜太郎 3、井上富雄 2、 

飯島毅彦 1 

 昭和大学歯学部 1 全身管理歯科学講座歯科麻酔科学部門 

 昭和大学歯学部 2 口腔生理学講座、3 昭和大学歯学部口腔生化学講座 

 

演題番号 再１１ 
CCI(軟骨内石灰化不全)ラットにおける頭蓋顔面異常と発症原因の検索 

○天野 均 1、龍 家圭 2、渡辺 実 3、田中政巳 4  

 1 大阪歯科大学歯学部薬理学、2 昭和大学医学部臨床薬理、 
3 聖マリアンナ医科大学医学部薬理、4 朝日大学歯学部口腔病理学分野、 
5 東京医科歯科大学大学院顎顔面解剖学分野、6 会津大学短期大学部食物栄養 

 

 

 

 

 

 



 
 

 １９ 

 

演題番号 再１２ 
非症候群性永久歯先天欠如の新規原因遺伝子の同定 

○山口徹太郎 1、細道一善 2、芳賀秀郷 1、方山光朱 1、中脇貴俊 1、冨田大介 1 

大塚裕忠 3、野中直子 3、中村雅典 3、井ノ上逸朗 2、槇 宏太郎 1 

 1 昭和大学歯学部歯科矯正学、2 国立遺伝学研究所人類遺伝研究部門、3 昭和大学歯学部口

腔解剖学 

 

演題番号 再１３ 
Nd:YAG レーザー照射によるラット血管内皮細胞の血管新生に関与する因子

発現への影響について 
○増田宜子 1、山田嘉重 2、宮﨑 隆 2 
 昭和大学歯学部歯科保存学講座 1 歯内治療学、2 歯科理工学 

 

演題番号 再１４ 

多孔性 OCP 複合体に播種した細胞に対するメカニカルストレス負荷の影響

に関する検討 

○山田雅一 1,2、穴田貴久 2、益田泰輔 3、山本照子 1、鈴木 治 3 

 東北大学大学院歯学研究科 1 顎口腔矯正学分野、2 顎口腔機能創建学分野 
3 名古屋大学大学院工学研究科 マイクロナノシステム 

 

演題番号 再１５ 

新規再生組織「インプラント型再生軟骨」の確立 
◯高戸 毅 

東京大学医学部附属病院顎口腔外科・歯科矯正歯科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 ２０ 

 

口腔機能維持・回復のための集学的研究開発拠点の形成 

 

 

演題番号 口１ 
マウス唾液腺における幹細胞の同定と機能解析 

○田中準一、安原理佳、入江太朗、深田俊幸、福島美和子、河野葉子、美島健二 

昭和大学歯学部 口腔病態診断科学講座口腔病理学部門 

 

演題番号 口２ 
マウス唾液腺における PACAPの効果とそのレセプターの局在 

○野中直子 1、的場祐子 1、今村栄作 1、中町智哉 2、渡邊 潤 2、塩田清二 2、中村雅典 1 

 昭和大学歯学部口腔解剖学講座 1、昭和大学医学部解剖学講座 2 

 

演題番号 口３ 
歯周病原細菌の産生する nucleaseは NETsの分解に関与する 
○深町はるか 1、道家 碧 2、有本隆文 2、片岡嗣雄 1、森崎弘史 1、桑田啓貴 1 

 昭和大学歯学部 1口腔微生物学、2 歯学部 6 年 
 

演題番号 口４ 
発育期咬筋運動ニューロン樹状突起におけるグルタミン酸性応答 

○長田翔子 1,2、中村史朗 1、中山希世美 1、望月文子 1、清本聖文 1、山本松男 2、 

井上富雄 1 

 昭和大学歯学部 1口腔生理学、2 歯周病学 

 

演題番号 口５ 
歯周病原菌毒素プロテアーゼによる炎症性骨破壊 

秋山智人 1,2、○宮本洋一 1、吉村健太郎 1、山田 篤 1、高見正道 3、安原理佳 4、今村隆寿 5、 

秋山知恵 4、星野真理江 2、幸田 力 6、田中和生 6、美島健二 4、馬場一美 2、上條竜太郎 1 

 昭和大学歯学部 1口腔生化学、2歯科補綴学、3歯科薬理学、4口腔病理学 

 5熊本大学大学院生命化学研究部分子病理学 6昭和大学医学部微生物学 

 

演題番号 口６ 
破骨細胞による象牙質およびβ-TCP製人工骨補填剤の吸収 

○松永朗裕 1,3、高見正道 2、稲垣克記 3、上條竜太郎 1 
1 昭和大学 歯学部口腔生化学講座、2 昭和大学 歯学部歯科薬理学講座、3 昭和大学医

学部整形外科学講座 

 



 
 

 ２１ 

 

演題番号 口７ 
口腔ケアクリニカルパスを用いた周術期の口腔衛生管理－対象者の口腔内

の実態－ 

○石川健太郎 1,2、村山隆夫 3、中川量晴 1,2、久保田一見 1,2、石﨑晶子 1,2、 

村上浩史 1,2、石田圭吾 1,2、吉田佳織 4、横塚あゆ子 4、弘中祥司 1,2 

 1昭和大学歯学部口腔衛生学、2昭和大学口腔ケアセンター、3昭和大学藤が丘病院歯科、4昭和大学歯科

病院歯科衛生室 

 

演題番号 口８ 
がん薬物療法における医科歯科連携 昭和大学病院の試み 

○佐々木康綱 1、濵田和幸 1、岡松良昌 2、弘中祥司 3 

1 昭和大学医学部内科学講座腫瘍内科学部門、2 昭和大学病院歯科、3 昭和大学歯学部

スペシャルニーズ口腔医学講座口腔衛生学部門 
 
演題番号 口９ 
造血幹細胞移植に伴う口腔粘膜障害の発症頻度と時期について 

齋藤文護 1、服部憲路 1、荒井奈々1、川口有紀子 1、藤原 俊 1、蒲沢宣幸 1、塚本裕之 1、

宇藤 唯 1、有泉裕嗣 2、柳沢孝次 1、原田浩史 2、森 啓 2、○中牧 剛 1 
1 昭和大学医学部内科学講座血液内科部門、2 昭和大学藤が丘病院血液内科 

 
演題番号 口１０ 
二重盲検ランダム化比較試験によるクロナゼパムとクロニジンの睡眠時ブ

ラキシズムへの薬剤効果の検証 

◯吉田裕哉 1、加藤隆史 2、酒井拓郎 1、葭澤秀一郎 1、菅沼岳史 1、高場雅之 1、 

小野康寛 1、吉澤亜矢子 1、石井正和 3、栗原竜也 3、川名ふさ江 4、木内祐二 5、馬場一美 1 

 1昭和大学歯学部歯科補綴学、2大阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座3昭和大学薬学

部病態薬理学、4ゆみのハートクリニック、5昭和大学薬学部薬学教育推進センター 

 
演題番号 口１１ 
アライナー治療におけるアタッチメントの形状と位置の違いによる有限要素解析 

○後藤真理子、柳澤若菜、槇 宏太郎 

 昭和大学歯学部歯科矯正学 

 
 
 
 
 



 
 

 ２２ 

 
演題番号 口１２ 
精神病棟における窒息患者について 

○野末真司 1、横山 薫 1、松浦光洋 2、原田由香 1、上杉雄大 1、高橋浩二 1 
1 昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座口腔リハビリテーション医学部門 
2 昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座地域連携歯科学部門 

 
演題番号 口１３ 
胎生期マウス唾液腺におけるメラトニンの役割について 

○阪井丘芳、尾花 綾、小野 瞳 

 大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能治療学教室 

 
演題番号 口１４ 
口腔ケア時の誤嚥性肺炎予防の試み 
○藤田恵未、角 保徳 

国立長寿医療研究センター歯科口腔先進医療開発センター歯科口腔先端診療開発部 

 

演題番号 口１５ 
兵庫県における薬剤関連性顎骨壊死の発症調査 

○岸本裕充、首藤敦史、高岡一樹、野口一馬 

 兵庫医科大学 歯科口腔外科学講座 

 

 



昭和大学歯学部
文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

平成 年 月 日（土）平成28年3月12日（土）

会　　　　　場：昭和大学歯科病院　１号棟および２号棟
　　　　　　　　東京都大田区北千束２－１－１
特　別　講　演：１号棟６階　第２臨床講堂　　　　13:05～15:00
ポスター発表会：２号棟１階　第１会議室　　　　　15:00～16:30

　　　　問い合せ先：昭和大学歯学部口腔生理学講座
　　　　東京都品川区旗の台１－５－８　TEL: 03-3784-8160

プログラム・抄録集プログラム・抄録集

平成27年度シンポジウム



昭和大学歯学部 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

平成27年度シンポジウム 
 
 
 
 
 

平成28年３月12日（土） 
 
 
 
 
 

○特 別 講 演：１号棟６階 第２臨床講堂 13：05〜15：00 

○ポスター発表会：２号棟１階 第１会議室 15：00〜16：30 

 

 

 

 

 

 

 

昭和大学 歯学部 

東京都品川区旗の台１䌦５䌦８ 

 

問い合わせ：口腔生理学講座 

℡０３䌦３７８４䌦８１６０ 



 
 

ご 挨 拶 

 

昭和大学大学院歯学研究科 科長 宮 﨑   隆 

 

平成 27年度の私立大学戦略的研究基盤形成事業の発表会を平成 28年 3 月 12日に開催す

ることになりました。本学では医系総合大学の環境の中で、医学・医療との共通基盤の上

に歯学の専門性を生かした新しい歯学研究を推進してきました。現在、文部科学省の私立

大学戦略的研究基盤形成事業として、「次世代型顎口腔組織再生医療の研究開発拠点形成」

と「口腔機能維持・回復のための集学的研究開発拠点の形成」の 2 つのプロジェクトを進

めています。 

毎年、世界的に活躍されている講師をお迎えして、特別講演を頂戴しています。今年度

は東京大学医科学研究所 国際粘膜ワクチン開発センター長の清野 宏教授と、東北大学

大学院医学研究科 附属創生応用医学研究センター長 脳神経科学コアセンター長の大㝰

典子教授をお招きしました。超多ᛁな日程の中を調整して、私どものために講演していた

だけることに、篤く感謝申し上げます。 

くしくもお二人は歯学部をご卒業後研究生活に入られ、広く医学の分野で世界を代表す

る研究者として活躍されています。清野先生の口腔・消化器粘膜の生物学的エコシステム

による共生と排除のメカニズム、ならびに大㝰先生の神経堤細胞の起源や発生に関する講

演は、本学における基盤研究の推進につながると期待されます。また、両教授の講演を拝

聴して、本学からも若い研究者が一人でもክを持って研究にそして世界にチャレンジして

いただければ幸いです。 

特別講演に引き続き、ポスターで各研究班の今年度の成果発表を行いますので、情報交

換と活発な討議をお願いいたします。最後になりましたが、発表会の開催にご努力いただ

いた上條竜太郎教授ほか委員の先生方に篤く感謝申し上げます。 

平成 28 年 3 月 12 日 

 
 

  



 
 

ご 挨 拶 

 

「次世代型顎口腔組織再生医療の研究開発拠点形成」 

研究代表者 上 條 竜太郎 

 

近年の再生医療研究の進歩は目覚ましく、歯科の領域においても、口腔粘膜、骨、歯周

組織、唾液腺、神経などの再生研究が進められています。その進歩は、国民の QOL の維持

向上に大きな貢献をもたらすものと期待されており、我が国においてもその実用化が急務

ですが、必要とされる技術面、施設面のハードルは高く、特別な設備が整えられたごく僅

かな医療機関で実施されているのが現状です。先進諸国の多くが再生医療分野への取組み

を強化し、世界的に競争が激化していますが、日本からより多くの科学技術的知見を発信

し、国際的にも主導的な役割を果たすことが重要です。 

平成 24 年度、文部科学省の私立大学戦略的研究基盤形成事業として「次世代型顎口腔組

織再生医療の研究開発拠点形成」が採択され、間もなく 4 年目が終了します。本事業では、

顎口腔領域に特化し、早期に臨床普及可能な次世代型再生医療の基盤構築を推進する研究

拠点形成を目指し、①細胞調整施設（CPC）を用いず手術室で完結する組織再生医療の基

盤構築、②生体材料と幹細胞を含む細胞によるハイブリッド型再生医療の実現、③口腔領

域の実用可能な細胞ソースの同定ならびに増殖・分化誘導法の開発の 3 つのサブプロジェ

クトを推進しています。ヒト幹細胞を収集・分離・増殖する CPC での幹細胞の調製は安全

性の確保、免疫拒絶反応の回避、薬事規制等への十分な対応を必要とし、生産性や管理コ

ストなど改善すべき点も多く、一方、手術室完結型再生医療では幹細胞の収集・分離を手

術室で行うことから、より実用化に近く、意義も大きいと考えます。また、生体材料と幹

細胞を組み合わせた 3 次元構造をもつハイブリッド型人工臓器の開発は、異なる科学技術

的要素が加わり、多分野の統合的な研究開発が必要です。各臓器のハイブリッド型再生医

療は、その複雑性から実現化は容易ではありませんが、顎口腔領域では、骨再生誘導法や

歯科用インプラントなど生体材料を応用した組織再生が既に臨床応用されており、最も実

現化に近い領域でもあります。つまり、この研究分野の発展が再生医療全体におけるハイ

ブリッド再生の推進に大きく寄与すると考えられます。さらに、歯や頬脂肪体、皮下脂肪

組織等の新しい幹細胞ソースの開発も当該領域の特徴の 1 つとして検討し、顎口腔領域か

らの細胞ソースの積極的な開発を目指すことで、本事業は他に類を見ない先駆的研究とな

ると期待しています。 

本日はポスターで各研究分担者の発表を行います。本プロジェクトの今後の展開につな

がる情報交換と活発な討議をお願い申し上げます。 
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ご 挨 拶 

 

「口腔機能維持・回復のための集学的研究開発拠点の形成」 

研究代表者 美 島 健 二 

 

 平成 26 年度、文部科学省の私立大学戦略的研究基盤形成事業として「口腔機能維持・回

復のための集学的研究開発拠点の形成」が採択され 2 回目のシンポジウムとなります。 

 人口の 1/4 が 75 歳以上の後期高齢者となる 2025 年問題は、国民の長期にわたる健康の

維持・増進を図るために喫緊の対応が㏕られる重要な課題です。本プロジェクトは、この

ような超高齢社会を背景に口腔機能の維持による全身の QOL の向上を図る目的で立᱌さ

れました。加齢に伴う嚥下機能や唾液分泌機能の低下が誤嚥性肺炎の誘因となるばかりか、

早産、脳出血および非アルコール性肝硬変などの全身性疾患の発症に口腔内細菌の関与が

明らかにされつつあります。すなわち、全身疾患における感染源としての口腔組織の関与

が示唆され、その衛生環境の制御は全身性疾患の制御にも関連した重要な課題と考えられ

ます。このことから、本㑥における健康長寿を具現化するためには、口腔ケアの必要性が

益々高まっていると考えられます。 

 本プロジェクトでは（1）基礎・臨床の研究者の相互的協力体制の推進により、科学的エ

ビデンスに基づいた治療方法の開発 （2）これまで不明であった、口腔ケアや口腔疾患医

療の効果を科学的に証明し、従来の医療の再考・改良の牽引 （3）医学部を含めた各専門

分野の研究者が連携することで、これまで不明であった口腔と全身疾患との関係の解明 

（4）次世代の口腔疾患治療に応用可能な実現性の高い医療技術基盤を構築することにより、

歯科におけるイノベーションの提言の 4 つの฿達目標がᥖげられています。この目標を達

成すべく、口腔環境の恒常性維持・破綻のメカニズムの解明を行う基礎研究と、そこで得

られたエビデンスを共有し、次世代の新しい口腔ケアシステムを確立する臨床研究がなさ

れています。本プロジェクトにより口腔ケアの重要性が再確認され、国民の QOL の維持・

向上につながるよう務めたいと考えます。 

 最後になりましたが、発表会の開催にご尽力頂きました関係者各位に心より御礼申し上

げます。本ポスター発表会においては、昨年度の成果に加え新たに得られた最新の知見を

中心に活発な討議が行われることと期待されます。 
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日  程 
 

 

13：00～13：05 （1 号棟 6 階 第 2 臨床講ᇽ） 

 

発表会開ദのあいさつ 歯学研究科 科長 宮 﨑   隆 教授 

 

 

13：05～15：00 （1 号棟 6 階 第 2 臨床講ᇽ） 

特別講演 

 

13：05～14：00 

特別講演 1 

東北大学大学院医学系研究科 

附属創生応用医学研究センター長 

脳神経科学コアセンター長 

発生発達神経科学分野 教授 大 隅 典 子 先生 

演題：『神経幹細胞としての神経堤細胞の㨩力』 

座長 上 條 竜太郎 教授 

 

14：05～15：00 

特別講演 2 

東京大学医科学研究所 

国際粘膜ワクチン開発研究センター長 

炎症免疫学分野 教授 清 野   宏 先生 

演題：『粘膜マルチエコシステムによる共生と排除』 

座長 桑 田 啓 貴 教授 

 

15：00～16：30 （2 号棟 1 階 第 1 会議室） 

（講演後のため時間が前後する場合がございます） 

ポスター発表会 

 

16：30 （2 号棟 1 階 第 1 会議室） 

閉会のあいさつ 昭和大学歯科病院 副病院長 飯 島 毅 彦 教授 



 
 

ポスター発表についてのご案内 
 

1． 場所・時間 

  2 号棟 第 1 会議室 

  3 月 12 日（ᅵ） 15：00～16：30（講演後のため前後する可能性があります。） 

 

2． ポスターの掲示と撤去について 

  ポスターの㈞付け：当日（3/12）の 10：30～12：30 の間にᥖ示してください。 

  （事務局で専用の両面テープを準備しておりますのでそれをご使用ください。） 

  ポスターの撤去：当日（3/12）の 16：30（閉会後）に撤去してください。 

          （閉会前のポスター撤去はご遠慮ください。） 

 

3． ポスターの大きさ 

  サイズ：縦 90cm × 横 120cm 以内 

  ͤポスターのサイズが昨年度とは異なりますのでご注意ください。 

  ͤ縦の長さにつきましては、90cm を少し超えてもかまいません。ただし、ポスターボー

ドの縦サイズが 90cm ですので、それを考慮して作成してください。 

 

4． 発表形式：ポスター 

15：00～15：45（討論 1） 

「次世代型顎口腔組織再生医療の研究開発拠点形成」 

15：45～16：30（討論 2） 

「口腔機能維持・回復のための集学的研究開発拠点の

形成」 

 

発表者はポスターの前で研究内容を説明してください。

活発なご討論をお願い⮴します。 

 

5． ポスター貼付け位置 

各演題の㈞付位置は右図のようになっております。 

（「再」再生㸪「口」口腔機能） 
 



 
 

特別講演目次 
 

1．神経幹細胞としての神経堤細胞の㨩力 

 

東໭大学大学院・医学系研究科 

㝃ᒓ創生応用医学研究センター長 

脳神経科学コアセンター長 

発生発達神経科学分野 教授 

大 㝮 ඾ 子 先生 

 

 

2． 粘膜マルチエコシステムによるඹ生と᤼㝖 

 

東京大学医科学研究所 

国際粘膜࣡クチン開発研究センター長 

炎症ච␿学分野 教授 

清 野   宏 先生 

 

  



 
 

 特別講演 1  

 

神経幹細胞としての神経堤細胞の㨩力 
 

東北大学大学院・医学系研究科 

附属創生応用医学研究センター長 

脳神経科学コアセンター長 

発生発達神経科学分野 教授 

大 隅 典 子 先生 

 

 身体の多くの器官に「神経堤細胞」という不思議な細胞が関与することは᱌外、知られ

ていない。神経堤は、ヒトであれば受精後 3～4 週目、原腸陥入という現象により中胚葉が

形成される時期に現れる。外胚葉の正中部が神経板となり、ᚎ々にᕳき上がって神経管と

なる㡭、表皮外胚葉と神経上皮の境界部に形成される一過性の領域が神経堤と呼ばれる。

神経堤の細胞は脱上皮して神経堤細胞として体内を遊走し、移動先において多様な細胞に

分化する。末梢神経系の感覚ニューロンやシュワン細胞（中枢神経系のオリࢦデンドロサ

イトに相当）、自律神経系のアドレナリン産生ニューロン、皮膚の色素細胞（メラノサイト）

だけでなく、副腎髄質のクロム陽性細胞、甲状腺のカルシトニン産生細胞等の内分泌系の

細胞や、顎顔面の骨、軟骨、象牙質などの硬組織も含まれる。神経堤細胞の増殖能や多分

化能は、神経幹細胞としての性質を有する。したがって、神経堤由来の細胞を含む組織か

ら神経堤由来細胞を単離することにより、その細胞を人工的に増殖、分化させることが可

能である。このことは、神経堤細胞が再生医療のための細胞源として利用しうることを示

していると考えられる。一方、神経堤細胞の増殖・分化異常は多様な病態をもたらし、神

経芽腫、〓色細胞腫、カルチノイド腫瘍、非クロム親和性傍神経節腫などの腫瘍や、von 

Recklinghausen 症候群、多発性内分泌腺腫瘍症（Sipple 症候群）、CHARGE 症候群などに関

与する。このような腫瘍の好発も、神経堤細胞が増殖性が高く多様な細胞に分化しうる癌

幹細胞としての性質を有することに基づくと考えられるだろう。本講演では、このように

多彩な役割を果たす神経堤細胞の起源や発生過程について紹介したい。神経堤細胞の発生

に関する本講演が、聴衆各位の research mind を刺激するものになれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

略  Ṕ 



 
 

 

学 歴： 

昭和 60 年 3 月 31 日（1985） 東京医科歯科大学歯学部 卒業 

昭和 60 年 4 月 1 日（1985） 東京医科歯科大学大学院・歯学研究科・博士課程 

 （基礎歯科学専攻）入学 

平成元年 3 月 31 日（1989） 東京医科歯科大学大学院・歯学研究科・博士課程 

 （基礎歯科学専攻）修了/歯学博士の学位を取得 

 

職 歴： 

平成元年 4 月 1 日（1989） 東京医科歯科大学・顎口腔総合研究施設 

 ・顎顔面発生機構研究部門・助手 

平成 3 年 4 月 1 日（1991） 東京医科歯科大学大学院・生体機能制御歯科学系 

 発生機構制御学講座・助手 

平成 8 年 11 月 1 日（1996） 国立精神神経センター・神経研究所 室長 

平成 10 年 11 月 1 日（1998） 東北大学大学院・医学系研究科・器官構築学分野 教授 

平成 14 年 4 月 1 日（2002） 東北大学大学院・医学系研究科・附属創生応用 

 医学研究センター・形態形成解析分野 教授（現職） 

平成 18 年 11 月 6 日（2006） 東北大学総長特別補佐（男女共同参画担当）（～現在） 

平成 20 年 4 月 1 日（2008－2010） 

 東北大学ディスティングイッシュトプロフェッサー 

平成 22 年 4 月 1 日（2010） 東北大学大学院医学系研究科附属創生応用 

 医学研究センター・脳神経科学コアセンター長 

平成 27 年 4 月 1 日（2010） 東北大学大学院医学系研究科 

 附属創生応用医学研究センター長 

 

受賞歴： 

長尾賞（東京医科歯科大学歯学部卒業時） 

Hatton Travel Awards（70th IADR Meeting㸪 1992 年） 

三⳻財団研究奨励賞（2000 年） 

持田記念研究奨励賞（2000 年） 

上原記念研究奨励賞（2000 年） 

東レ科学技術振興財団研究奨励賞（2002 年） 

ナイスステップな研究者 2006（2006 年） 

TWAS Associate Fellow（2012 年～） 

所属学会役員等： 

北米神経科学学会（SfN）国際問題委員（2013－） 



 
 

日本分子生物学会理事長（2013－2014 年） 

日本発生生物学会 運Ⴀ委員（平成 13－16 年度、18－20 年度） 

日本神経科学会 理事（平成 14－16 年度、17－19 年度、20－22 年度）、大会長（2011 年） 

日本細胞生物学会 評議員（平成 11－13、16－20 年度） 

Journal of Anatomy （Editorial Board） 

Development㸪Growth and Differentiation (Editorial Board） 

Genes to Cells （Editorial Board） 

Tohoku Journal of Experimental Medicine （Editorial Board） 

 

非常勤講師等： 

東京大学非常勤講師、京㒔大学非常勤講師、東京医科歯科大学非常勤講師、慶᠕義ሿ大

学医学部非常勤講師、⟃波大学先端学際領域研究センターᐈ員教授、自然科学研究機構

新分野創成センターᐈ員教授 

 

公職歴（主要なもののみ）： 

・ 日本学術会議第20、21、22期会員（平成17年～26年）、23期連携会員（平成26年10月1日～） 

・ 衆議院内㛶委員会参考人（平成 26 年 4 月 4 日） 

・ 内㛶府総合科学技術会議 生命倫理専門調査会 委員（平成 18～23 年度） 

・ 内㛶府総合科学技術会議 基本政策専門調査会 専門委員 

 （平成 21 年 7 月 11 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

・ 内㛶府総合科学技術会議次世代インフラ・復興再生戦略協議会委員（平成25年度～） 

・ 文部科学省 科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 

 ライフサイエンス委員会 幹細胞・再生医学戦略作業部会 委員（平成 20 年度～） 

・ 文部科学省科学技術・学術審議会研究計画・評価分科会 

 研究開発評価部会委員（平成 19 年度～） 

・ 文部科学省科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会/ 

 学術分科会学術研究推進部会 脳科学委員会 委員（平成 19 年 3 月 6 日～） 

 

民間団体歴： 

・ 財団評議員・学術委員等（アステラス病態代謝研究会、内藤財団、東洋紡百周年記念

バイオテクノロジー財団、加藤記念財団、中山人間科学財団等） 

・ 研究機関運Ⴀ会議委員（国立遺伝学研究所、自然科学研究機構基礎生物学件空所、京

㒔大学再生研究所、京㒔大学 WPI 研究拠点、奈良先端大学院大学、⟃波大学 WPI 研究

拠点等） 

・ 独立行政法人産業技術総合研究所研究ユニット評価委員会 委員 

 独立行政法人理化学研究所 脳科学総合研究センター 

 ᪧ臨界期機構研究グループ レビュー委員（平成 22年 3月 9日～平成 22年 3月 10日） 

 特別講演 2  

 



 
 

粘膜マルチエコシステムによる共生と排除 
 

東京大学医科学研究所 

国際粘膜ワクチン開発研究センター長 

炎症免疫学分野 教授 

清 野   宏 先生 

 

口腔に始まる消化管は、広大な粘膜面を形成しており、そこに存在する免疫機構の解析

は 1970 年代から本格化し、新たな免疫学領域「粘膜免疫学」の創生に繋がった。口腔免疫

として歯学がその発展に貢献した。約 40 年間の学問的蓄積は、近年の学問領域の異分野⼥

合と技術的革新により、「免疫の新世界」と言われていた消化管に代表される粘膜免疫機構

のユニーク性についての飛躍的な解明と理解にも繋がってきた。 

口腔から始まる消化管は「内なる外」とも呼ばれ、上皮細胞を介して恒常的に直接外界

に接しており、食物摂取、共生細菌、病原性細菌侵入など様々な生理学的、免疫学的、病

理学的現象に㐼㐝しているユニークな器官である。消化管粘膜は口腔・腸内常在細菌に対

しては共生環境を作る一方、病原性細菌を排除するという複雑な粘膜免疫機構を備えてい

る。つまり、粘膜免疫は「共生と排除」と言う全く相反する免疫応答を司っている。 

「共生」という観点からは、我々の研究室では、腸管免疫の要であるパイエル板の中に一

部の共生細菌（例、Alcarigenes）が存在する事を同定し、「組織内共生」を提ၐしている。

その組織内共生の環境作りに、免疫系の樹状細胞や近年注目されている自然リンパ球（ILC）

が関わっている事が明らかになってきた。さらに自然リンパ球が腸管上皮細胞の糖鎖修飾

の制御に重要な役割を果たし、共生細菌層の維持や病原性細菌（例、サルモネラ菌）感染

制御に関わっている。これらの結果を総合すると、口腔から始まる消化管粘膜では、微生

物群、上皮細胞－間葉系細胞群、そして免疫担当細胞群という 3 つの生物学的エコシステ

ムの相互・協調作用により維持されている。 

  



 
 

略  Ṕ 

 

所 属： 

東京大学医科学研究所 

感染・免疫部門 炎症免疫学分野 教授 

国際粘膜ワクチン開発研究センター センター長 

 

学歴・職歴： 

1971 年 日本大学松戸歯学部歯学科入学 

1977 年 日本大学松戸歯学部歯学科卒業 

1977 年 アラバマ大学バーミングハム校メディカルセンター 

 微生物学教室ポストドクトラルフェロー 

1980 年 アラバマ大学バーミングハム校メディカルセンター 医学系大学院博士課程入学 

1983 年 アラバマ大学バーミングハム校メディカルセンター 医学系大学院博士課程修了 

1984 年 アラバマ大学バーミングハム校メディカルセンター 研究・臨床助教授 

1986 年 マックスプランク生物学研究所 感染症部門 上⣭研究員 

1989 年 アラバマ大学バーミングハム校メディカルセンター ෸教授 

1991 年 アラバマ大学バーミングハム校メディカルセンター 教授 

1994 年 大阪大学微生物病研究所 教授 

2002 年 東京大学医科学研究所 炎症免疫学分野 教授 

2005 年 東京大学医科学研究所 感染・免疫部門長 

2007 年 東京大学医科学研究所 副所長 

2011 年 東京大学医科学研究所 所長 

2011 年 東京大学医科学研究所 国際粘膜ワクチン開発研究センター長 

 

所属学会： 

国際粘膜免疫学会（理事長 2005 年－2007 年）（理事 2008 年－2010 年） 

日本免疫学会（理事 2005 年－2014 年） 

日本消化器免疫学会（理事 2000 年－現在まで） 

日本ワクチン学会（理事長2003年－2005年）（┘事2006年－2008年）（理事2008年－現在） 

日本食品免疫学会 

国際歯科基礎医学会 

米国免疫学会 

米国病理学会 

米国微生物学会 

受賞歴： 



 
 

米国 NIH New Investigator Award (1984) 

米国 NIH Research Career Development Award (1988) 

野口ⱥ世記念医学賞（2007） 

日本ワクチン学会高橋賞（2007） 

日本食品免疫学会特別賞（2009） 

 

発表論文： 

Nature㸪 Science, Nature Medicine, Proceeding of National Academy of Science USA, Immunity, 

The Journal of Experimental Medicine, The Journal of Clinical Investigation, The Journal of 

Immunology などに 480 ⦅以上 

ISI Highly Cited Researchers List ᥖ載（2005 年から） 

 

出版物： 

臨床粘膜免疫学（株式会社シナジー）㸪 

Mucosal Vaccine（Academic Press）㸪 Essentials of Mucosal Immunology（Academic Press）㸪 

粘膜免疫 腸は免疫の司令ሪ（中山書ᗑ）など 20 ⦅（⦅集を含む） 

 

  



 
 

ポスター発表演題目次 
 

次世代型顎口腔組織再生医療の研究開発拠点形成 

 
演題番号 再１ 
脂肪組織由来再生細胞による手術室内で完結できる半月板治療の基礎研究 
○糸瀬昌克 1,2、須澤徹夫 1、代田達夫 2、稲垣克記 3、上條竜太郎 1 

昭和大学歯学部 1 口腔生化学講座、2 口腔外科学講座、3 医学部整形外科学講座 

 
演題番号 再２ 
脂肪幹細胞による唾液腺再生メカニズムの解析 

○安原理佳、田中準一、福島美和子、入江太朗、河野葉子、美島健二 

昭和大学歯学部口腔病態診断科学講座口腔病理学部門 

 

演題番号 再３ 
S-PRGフィラーによるエナメル質の力学的特性変化 

○田中⋹奈、柴田 陽、宮﨑 隆 

昭和大学歯学部歯科保存学講座歯科理工学部門 

 

演題番号 再４ 
軟骨基質分解における炎症性サイトカインの作用に関する基礎研究 

○船登咲映 1, 2、安原理佳 3、宮本洋一 2、吉村健太郎 2、美島健二 3、上條竜太郎 2、馬場一美 1 

昭和大学歯学部 1 歯科補綴学、2 口腔生化学、3 口腔病理学 

 

演題番号 再５ 
毛ங頭とバルジ㡿ᇦ由来の神経堤細胞を用いた骨芽細胞の分化誘導 
○森澤絵里 1, 2、高見正道 3、須澤徹夫 1、馬場一美 2、上條竜太郎 1 

昭和大学歯学部 1口腔生化学講座、2歯科補綴学講座、3歯科薬理学講座 

 

演題番号 再６ 
咬筋運動ニューロン樹状突起へのグルタミン酸入力に対するセロトニンの

効果 

○ቭ㎷昌典 1, 2、中村史朗 2、中山希世美 2、望月文子 2、清本聖文 2、尾関雅彦 1、井上富雄 2 

昭和大学歯学部 1 インプラント歯科学講座、2 口腔生理学講座 

  



 
 
演題番号 再７ 
MPCポリマーを用いたデンチࣕープラーク付╔抑制の臨床評価 

◯池谷㈼二、岩佐文則、福西美ᘺ、高橋那奈、塚原明弘、馬場一美 

昭和大学歯学部歯科補綴学講座 

 
演題番号 再８ 
口腔顎顔面㡿ᇦの神経堤由来細胞による骨形成誘導の基礎研究 

吉田 寛 1, 2、○須澤徹夫 1、高橋正皓 2、小野美樹 2、高見正道 3、槇 宏太郎 2、上條竜太郎 1 

昭和大学歯学部 1 口腔生化学講座、2 歯科矯正学講座、3 歯科薬理学講座 

 

演題番号 再９ 
microRNAによる骨軟骨形成に関与する遺伝子発現制御の解析 

鈴木 大 1、宮本洋一 1、〇山田 篤 1、須澤徹夫 1、吉村健太郎 1、宇山理紗 1、山本松男 2、 

上條竜太郎 1 

昭和大学歯学部 1口腔生化学講座、2歯周病学講座  

 

演題番号 再１０ 
発達期脳神経における全身麻酔薬による細胞死誘導の検討 

○今野 歩 1、西村晶子 1、中村史朗 2、山田 篤 3、上條竜太郎 3、井上富雄 2、飯島毅彦 1 

1 昭和大学歯学部全身管理歯科学講座歯科麻酔科学部門 
2 昭和大学歯学部口腔生理学講座、3 昭和大学歯学部口腔生化学講座 

 

演題番号 再１１ 
CCI(軟骨内石灰化不全)ラットにおける頭蓋顔面異常における形態学的検索 

〇天野 均 1、龍 家圭 2、渡辺 実 3、永山元彦 4、柴田俊一 5、田沼順一 4、田中政巳 6、

大浦 清 1 

1 大阪歯科大学歯学部薬理学、2 昭和大学医学部臨床薬理、 
3 聖マリアンナ医科大学医学部薬理、4 朝日大学歯学部口腔病理学分野、 
5 東京医科歯科大学大学院顎顔面解剖学分野、6 会津大学短期大学部食物栄養 

 

演題番号 再１２ 
上顎正୰過๫ᇙఅ歯原因因子同定のためのヒトࢤノム解析 

〇高橋正皓 1、山口徹太郎 1、細道一善 2、矢野圭介 3、芳賀秀郷 1、田嶋 敦 2、槇 宏太郎 1 
1昭和大学歯学部歯科矯正学講座、2金沢大学医薬保健研究域医学系革新ゲノム情報学分野、 
3ࣦェルデ矯正歯科 

 

 

 



 
 
演題番号 再１３ 
Nd:YAG レーザー照射によってラット血管内皮細胞に発現する遺伝子の

Affymetrix GeneChip Array 解析 

〇 増田宜子１、宮本洋一 2、宮﨑 隆 3 

昭和大学歯学部歯科保存学 1 歯内治療学、2口腔生化学、3 歯科理工学 

 

演題番号 再１４ 

マウス間ⴥ系幹細胞による三次元細胞組織体形成に及ぼすリン酸カルシウ

ム系材料の影響 

○ 佐藤智哉 1, 2、穴田貴久 1、加ⱱ谷拓央 1, 3、塩㣬由香利 1, 4、ᅵ屋香織 1、山本照子 3、 

佐々木啓一 2、鈴木 治 1 

東北大学大学院歯学研究科 1 顎口腔機能創建学分野、2 口腔システム補綴学分野、 
3 顎口腔矯正学分野、4歯学イノベーションリエゾンセンター 

 

演題番号 再１５ 

新規再生組織「インプラント型再生軟骨」の確立 
〇 高戸 毅 

東京大学医学部附属病院 顎口腔外科・歯科矯正歯科 

 

  



 
 

口腔機能維持・回復のための集学的研究開発拠点の形成 

 

 

演題番号 口１ 
Sox9を介したマウス唾液腺組織幹細胞の機能解析 

○田中準一、安原理佳、入江太朗、福島美和子、河野葉子、美島健二 

昭和大学歯学部 口腔病態診断科学講座口腔病理学部門 

 

演題番号 口２ 
Enhancement of saliva secretion by PACAP directly binding to PACAP 

receptors expressed in major salivary glands in mice 

○的場祐子、野中直子、高木佳㎮、今村栄作、中村雅典 

 昭和大学歯学部口腔解剖学講座 

 

演題番号 口３ 
Prevotella intermediaの nucleasesの㓝素学的解析 
○深町はるか 1、道家 碧 2、有本隆文 1、片岡嗣雄 1、森崎弘史 1、桑田啓貴 1 

 昭和大学歯学部 1口腔微生物学、2 歯科病院 
 

演題番号 口４ 
㝖脳ラット℺ὶ標本を用いた⮬発࿧吸に伴う頸筋支㓄神経活動の解析 

○立川哲史 1, 2、中山希世美 1、望月文子 1、中村史朗 1、清本聖文 1、飯島毅彦 2、井上富雄 1 

 昭和大学歯学部 1口腔生理学、2 全身管理歯科学講座歯科麻酔科学部門 

 

演題番号 口５ 
一酸化窒素の新規代謝産物 8-nitro-cGMPによる骨代謝調⠇ 

○金子児太郎 1, 2、宮本洋一 1、吉村健太郎 1、近津大地 2、赤池孝❶ 3、上條竜太郎 1 
1昭和大学歯学部口腔生化学講座、2東京医科大学医学部口腔外科学分野、 
3東北大学大学院医学系研究科医科学専攻社会医学講座環境保健医学分野 

 

演題番号 口６ 
破骨細胞による骨補填材β-TCPの吸収メカニズム 

松永朗裕 1, 4、○高見正道 2、入江太朗 3、美島健二 3、稲垣克記 4、上條竜太郎 1 
1 昭和大学歯学部口腔生化学講座、2 昭和大学歯学部歯科薬理学講座、 
3 昭和大学歯学部口腔病理学講座、４昭和大学医学部整形外科学講座 

 

 

 



 
 
演題番号 口７ 
造血幹細胞移植患者ࡽ࠿᥇ྲྀした口腔内細菌の分離同定の検討 

○弘中祥司 1、内海明美 1、ฮ部 月 1、小川綾野 1、石﨑晶子 1、久保田一見 1、岡松良昌 2、 

Ἀ 亜భ美 2、木ノ内ひろ子 2、ྩ島 ⲁ 2、齋藤文護 3、服部憲路 3、中牧 剛 3 

昭和大学歯学部 1スペシャルニーズ口腔医学講座口腔衛生学部門、2昭和大学病院歯科・歯

科口腔外科、３昭和大学医学部内科学講座血液内科学部門 

 

演題番号 口８ 
がん薬物療法と口腔ケアにおけるトランスレーショナル・リサーチ 

○佐々木康綱 1、℈田和幸 1、岡松良昌 2, 3、Ἀ 亜భ美 2, 3、木ノ内ひろ子 2, 3、 

ྩ島 ⲁ 2, 3、ฮ部 月 3, 4、内海明美 3, 4、弘中祥司 3, 4 

1 昭和大学医学部内科学講座腫瘍内科学部門、2 昭和大学病院歯科・歯科口腔外科 
3昭和大学口腔ケアセンター、4昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座口腔衛生学部門 

 
演題番号 口９ 
⮖ᖏ血移植時の口腔粘膜障害 

○齋藤文護、中牧 剛 

昭和大学 医学部内科学講座 血液内科部門 

 
演題番号 口１０ 
睡眠時ブラキシズム臨床診断基準の検証 

◯中里友香理 1、吉田裕哉 1、酒井拓郎 1、葭澤秀一郎 1、菅沼岳史 1、高場雅之 1、小野康寛 1、

吉澤亜矢子 1、川名ふさ江 2、馬場一美 1 

昭和大学歯学部 1 歯科補綴学、2 ゆみのハートクリニック 

 
演題番号 口１１ 
アライナー治療におけるアタッチメントの形状と位置の違いに関する有限

要素解析 

○後藤真理子、柳澤若菜、槇 宏太郎 

 昭和大学歯学部歯科矯正学 

 
演題番号 口１２ 
嚥下障害の⫈覚的ุ別に㐺する࿧Ẽ音、嚥下音サンプルの検討 

野末真司、○伊原良明、高橋浩二、原田由香、横山 薫 

昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座口腔リハビリテーション医学部門 

 
 
 



 
 
演題番号 口１３ 
唾液腺発生におけるメラトニンの役割について 

○阪井丘芳、小野 瞳、井階一樹、尾花 綾 

大阪大学大学院歯学研究科 顎口腔機能治療学教室 

 
演題番号 口１４ 
口腔ケア時の誤嚥予防の試み ―口腔ケア用ジ࢙ルの新規開発― 
○Ᏺ谷恵未 1、角 保徳 2 

国立長寿医療研究センター 1 先端診療部歯科口腔外科 
2 歯科口腔先進医療開発センター 

 

演題番号 口１５ 
ディスポーザブル口腔ケアキットによる人工࿧吸器関連肺炎の予防 

岸本裕充、○門井ㅬ典 

兵庫医科大学歯科口腔外科学講座 

 

 



昭和大学歯学部
文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

平成 年３月 日（土）平成29年３月4日（土）

会　　　　　場：昭和大学歯科病院　１号棟および２号棟
　　　　　　　　東京都大田区北千束２－１－１
特　別　講　演：１号棟６階　第２臨床講堂　　　　13:05～15:00
ポスター発表会：２号棟１階　第１会議室　　　　　15:00～16:30

　　　　問い合せ先：昭和大学歯学部口腔生理学講座
　　　　142-8555 東京都品川区旗の台１－５－８　TEL: 03-3784-8160

プログラム・抄録集プログラム・抄録集

平成28年度シンポジウム



昭和 学 学部 
文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

平成28年度シンポジウム 
 
 
 
 
 

平成29年３月４日（土） 
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㻌

ẖᖺ㛤ദᩥࡿ࠸࡚ࡋ㒊⛉Ꮫ┬⚾❧኱Ꮫᡓ␎ⓗ◊✲ᇶ┙ᙧᡂᨭ᥼஦ᴗࠊࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ

௒ᖺᗘࡣᖹᡂ 㻞㻥 ᖺ 㻟 ᭶ 㻠 ᪥㸦ᅵ㸧࡟᫛࿴኱Ꮫṑ⛉⑓㝔࡛㛤ദࠋࡍࡲࡋࡓ࠸㻌

ᮏᏛ࡛ࡣ་⣔⥲ྜ኱Ꮫࡢ⎔ቃࡢ୰࡛ࠊ་Ꮫ࣭་⒪ࡢ࡜ඹ㏻ᇶ┙࡟ୖࡢṑᏛࡢᑓ㛛ᛶࢆ⏕

┙኱Ꮫᡓ␎ⓗ◊✲ᇶ❧⚾ࡢ┬㒊⛉Ꮫᩥࠊᅾ⌧ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ᥎㐍ࢆ✲◊ṑᏛ࠸ࡋ᪂ࡓࡋ࠿

ᙧᡂ஦ᴗࠕࠊ࡚ࡋ࡜ḟୡ௦ᆺ㢡ཱྀ⭍⤌⧊෌⏕་⒪ࡢ◊✲㛤ⓎᣐⅬᙧᡂ㸦ࠖ௒ᖺᗘ᭱ࡀ⤊ᖺᗘ㸧

ᙧᡂࡢ㞟Ꮫⓗ◊✲㛤ⓎᣐⅬࡢࡵࡓࡢᶵ⬟⥔ᣢ࣭ᅇ᚟⭍ཱྀࠕ࡜ 㸦ࠖ௒ᖺᗘࡀ 㻟ᖺ┠㸧ࡢ 㻞 ࡢࡘ

㻌ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡵ㐍ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

ẖᖺࠊୡ⏺ⓗ࡟ά㌍ࡿ࠸࡚ࢀࡉㅮᖌ࠾ࢆ㏄ࠊ࡚ࡋ࠼≉ูㅮ₇ࢆ㡬ᡝࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ௒ᅇࡣ

៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊㛗ࡢᒸ㔝ᰤஅᩍᤵࠕ࡟ᖿ⣽⬊ᢏ⾡࡜㑇ఏᏊᨵኚ㟋㛗㢮ࡓ࠸⏝ࢆ⑌ᝈ࣭

๰⸆ࡢ㠉᪂ⓗ◊✲ࠖ࡜㢟ࡓࡋㅮ₇ࠊ஑ᕞ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲㝔㛗ࡢᖹ⏣㞞ேᩍᤵ࡟

㻿㼑㼞㼑㼚㼐㼕㼜㼕㼠㼥ࠕ ⚾ࠊ࡚ࡋㄪᩚࢆ୰ࡢ⛬᪥࡞㉸ከᛁࠋࡍࡲࡋࡓ࠸㡬ᡝࢆㅮ₇ࡓࡋ㢟࡜࡚ࠖࡵồࢆ

ࡋ⫈ᣏࢆㅮ₇ࡢ୧ᩍᤵࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦ឤㅰࡃ⠜ࠊ࡟࡜ࡇࡿࡅࡔࡓ࠸࡚ࡋㅮ₇࡟ࡵࡓࡢࡶ࡝

㻌ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋᮇᚅࢆ࡜ࡇࡿࡍ㐍ᒎࡀ✲◊ࡢᮏᏛࠊ࡚

≉ูㅮ₇࡟ᘬࡢ⌜✲◊ྛ࡛࣮ࢱࢫ࣏ࠊࡁ⥆ࡁ௒ᖺᗘࡢᡂᯝⓎ⾲ࠊ࡛ࡢࡍࡲ࠸⾜ࢆ᝟ሗ஺

᥮࡜άⓎ࡞ウ㆟࠾ࢆ㢪ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸࠸㻌

᫖ᖺࡣᮾிᕤᴗ኱Ꮫࡢ኱㝰Ⰻ඾ᰤ㄃ᩍᤵ࣮ࣝ࣋ࣀࡀ་Ꮫ࣭⏕⌮Ꮫ㈹ཷࢆ㈹ࠊࡋᅜẸ࡟ඖ

Ẽࢆ୚ࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࢀࡃ࡚࠼ᮏᏛᩥࡣ㒊⛉Ꮫ┬ࡓࡵࡌࡣ࡟ࡓࡽ࠶ࡀ⚾❧኱Ꮫ◊✲ࣥࣛࣈ

㻠ࠋࡓࡋࡲࢀࡉ᥇ᢥ࡟஦ᴗࢢࣥ࢕ࢹ Ꮫ㒊ࡀ㐃ᦠࢫࢡࢵࢻ࡚ࣞࡋ་⒪ࡢ◊✲ᣐⅬ࡚ࡋ࡜኱Ꮫ

᥎ࢆ✲◊࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛⫣㈉࡟೺ᗣᅇ᚟ࡢᅜẸ࡚ࡋ࡜኱Ꮫࠋࡍࡲࡋᣦ┠ࢆࢢࣥ࢕ࢹࣥࣛࣈࡢ

㐍࡜࠸ࡓࡋᛮࠋࡍࡲ࠸㻌

᭱ᚋࠊࡀࡓࡋࡲࡾ࡞࡟Ⓨ⾲఍ࡢ㛤ദࡈ࡟ດຊୖࡓ࠸ࡔࡓ࠸ᲄ❳ኴ㑻ᩍᤵ࠿࡯ጤဨࡢඛ⏕

᪉࡟⠜ࡃឤㅰ⏦ࠋࡍࡲࡆୖࡋ㻌

ᖹᡂ 㻞㻥 ᖺ 㻟 ᭶ 㻠 ᪥㻌

㻌 㻌
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㻌

㛤ⓎᣐⅬᙧᡂࠖ㻌✲◊ࡢḟୡ௦ᆺ㢡ཱྀ⭍⤌⧊෌⏕་⒪ࠕ

◊✲௦⾲⪅� ୖ� ᲄ� ❳ኴ㑻㻌

㻌

㏆ᖺࠊ෌⏕་⒪◊✲ࡣⴭࡃࡋ㐍Ṍࠊࡋṑ⛉ࡢ㡿ᇦࠊࡶ࡚࠸࠾࡟㻽㻻㻸 ࡟ࡵࡓࡢᣢྥୖ⥔ࡢ

ṑࡸ㦵ࠊṑ࿘⤌⧊ࠊၚᾮ⭢ࡢ࡝࡞⤒⚄ࠊ෌⏕◊✲࡟ࢇ┒ࡀ㐍୍ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ᪥ࡶ᪩ࡃᐇ

⏝໬ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉᮇᚅࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࢀࡉᡃࡀᅜࡢࡑࡶ࡚࠸࠾࡟ᐇ⏝໬ࡀᛴົ࡛ࠊࡀࡍᚲせ

་⒪ᶵ㛵࡞࠿ഹࡃࡈࡓࢀࡽ࠼ᩚࡀタഛ࡞ู≉ࠊࡃ㧗ࡣࣝࢻ࣮ࣁࡢ᪋タ㠃ࠊᢏ⾡㠃ࡿࢀࡉ࡜

࡛ᐇ᪋ࠊ࡛≦⌧ࡀࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ⮫ᗋࡢ⌧ሙ࡟ᗈࡃᑟධࠋࢇࡏࡲࡾ࠾࡚ࡗ⮳ࡣ࡟ࡿࢀࡉඛ㐍

ㅖᅜࡢከࡀࡃ෌⏕་⒪ศ㔝ࢆࡳ⤌ྲྀࡢ࡬ᙉ໬ࠊࡋୡ⏺ⓗ࡟➇த⃭ࡀ໬ࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࡋᡃࡀ

ᅜ࡛ࡾࡼከࡢࡃ⛉Ꮫᢏ⾡ⓗ▱ぢࢆ⵳✚ࡋⓎಙࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ෌⏕་⒪ࡢᇶ┙ⓗ࡞◊✲㛤Ⓨࢆ

᥎㐍ࠊࡋᅜ㝿ⓗࡶ࡟୺ᑟⓗ࡞ᙺ๭ࢆᯝࡀ࡜ࡇࡍࡓ㔜せ࡛ࠋࡍ㻌

ᖹᡂ 㻞㻠 ᖺᗘᩥࠊ 㒊⛉Ꮫ┬ࡢ⚾❧኱Ꮫᡓ␎ⓗ◊✲ᇶ┙ᙧᡂ஦ᴗࡋ࡜ ⤌⭍ḟୡ௦ᆺ㢡ཱྀࠕ࡚

⧊෌⏕་⒪ࡢ◊✲㛤ⓎᣐⅬᙧᡂࠖࡀ᥇ᢥࠊࢀࡉ㻡 ௒ᖺࠊࡀࡓࡋࡲࡾཧ࡚ࡋᖺィ⏬࡛᥎㐍࢝

ᗘ᭱ࡣ⤊ᖺᗘࠋࡍࡲࡾ࡞࡜ᮏ஦ᴗ࡛ࠊࡣ㢡ཱྀ⭍㡿ᇦ࡟≉໬ࠊࡋ᪩ᮇ࡟⮫ᗋᬑཬྍ⬟࡞ḟୡ

௦ᆺ෌⏕་⒪ࡢᇶ┙ᵓ⠏ࢆ᥎㐍ࡿࡍ◊✲ᣐⅬᙧᡂࢆ┠ᣦࠊࡋձ⣽⬊ㄪᩚ᪋タ㸦㻯㻼㻯㸧ࢆ⏝

ࣁࡿࡼ࡟⬊⣽ࡴྵࢆ⬊ᖿ⣽࡜ղ⏕యᮦᩱࠊᇶ┙ᵓ⠏ࡢ෌⏕་⒪⧊⤌ࡿࡍ⤖ᡭ⾡ᐊ࡛᏶ࡎ࠸

ቑṪ࣭࡟ࡧࡽ࡞ᐃྠࡢࢫ࣮ࢯ⬊⣽࡞⬟ྍ⏝ᐇࡢճཱྀ⭍㡿ᇦࠊ⌧ᐇࡢᆺ෌⏕་⒪ࢻࢵࣜࣈ࢖

ศ໬ㄏᑟἲࡢ㛤Ⓨࡢ 㻟 ࡢࡇࠋࡓࡋࡲࡋ᥎㐍ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣈࢧࡢࡘ 㻡 ᖺ㛫࡛ྛࠊ◊✲ศᢸ

㢡ཱྀ⭍⤌⧊෌⏕་⒪ࠕࠊࡋᐇ⤖ࡀ✲◊ࡓࢀࡉ⾜㐙࡚ࡗࡼ࡟ඛ⏕᪉ࡢ⪅ ◊ࡃࡘࡧ⤖࡟⌧ᐇࡢࠖ

✲ᡂᯝࡀᚓࠊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸࡚࠼⪄࡜ࡢࡶࡓࢀࡽᮏࡾࡼ࡟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉಶࡢࠎศ㔝ࢆᐦ᥋࡟

㛵㐃௜ࠊࡅ᭷ᶵⓗ࡞༠ຊయไࢆ㐍໬࡟ࡽࡉࢆ✲◊ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊ࡛࡜ࡇࡓࡏࡉຍ㏿ࠕ࡚ࡋ㢡

ཱྀ⭍⤌⧊෌⏕་⒪ࡢ◊✲㛤ⓎᣐⅬᙧᡂࠖࢆᡓ␎ⓗ࡟๰ฟࡿࡍ⎔ቃࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠼ᩚࢆ

ಶయࡢ࡝࡞ࢺࣄࡽ࠿ࣝ࣋ࣞ⬊⣽ࡸ㑇ఏᏊࠊࡣぢ▱ࡓࢀࡽᚓ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᮏࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓ

ࡢᅜෆእࠊ࡟ࡽࡉࠊ࡛⏝᭷࡟ᗈ⠊ᅖࠊ➼Ꮫ⸆ࠊ㎰ᏛࠊᕤᏛࠊᏛ⌮≀ࠊ໬Ꮫ࡟ࡽࡉࠊࣝ࣋ࣞ

◊✲ᶵ㛵ࡢ࡜༠ຊ㛵ಀᵓ⠏ࡿࡼ࡟◊✲⤖ᯝࡢ㎿㏿࡞♫఍ࡢ࡬㑏ඖࠊඛ➃⛉Ꮫᢏ⾡ࢆᛂ⏝ࠊࡋ

♫఍ⓗ࡞⏕⏘ᛶࡢᐇ⌧࡟ࢀࡑ࡜㈉⊩ࡿ࠺ࡋேᮦࢆᗈ⠊࡟㣴ᡂࡿࡍ◊✲ᩍ⫱ᶵ㛵ࡢ࡚ࡋ࡜ᇶ

㻌ࠋ࠿࠺ࡻࡋ࡛࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡁᙉ໬࡛ࢆ┙

ᮏ᪥ྛ࡛࣮ࢱࢫ࣏ࡣ◊✲ศᢸ⪅ࡢⓎ⾲ࠋࡍࡲ࠸⾜ࢆᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⥲ᣓࠊ࡟ࡶ࡜࡜௒

ᚋࡢᒎ㛤ࡿࡀ࡞ࡘ࡟᝟ሗ஺᥮࡜άⓎ࡞ウ㆟࠾ࢆ㢪᭱ࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦࠸ᚋࠊࡀࡓࡋࡲࡾ࡞࡟

௒ᚋࡢඛ⏕᪉ࠎ┈ࡀ✲◊ࡢⓎᒎࠊ࠺ࡼࡍࡲࡋᚰࡽ࠿♳ᛕ⏦ࠋࡍࡲࡆୖࡋ㻌

ᖹᡂ 㻞㻥 ᖺ 㻟 ᭶ 㻠 ᪥㻌

㻌 㻌
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㻌

ᙧᡂࠖ㻌ࡢ㞟Ꮫⓗ◊✲㛤ⓎᣐⅬࡢࡵࡓࡢᶵ⬟⥔ᣢ࣭ᅇ᚟⭍ཱྀࠕ

◊✲௦⾲⪅� ⨾� ᓥ� ೺� ஧㻌

㻌

ᖹᡂ 㻞㻢 ᖺᗘᩥࠊ㒊⛉Ꮫ┬ࡢ⚾❧኱Ꮫᡓ␎ⓗ◊✲ᇶ┙ᙧᡂ஦ᴗཱྀࠕ࡚ࡋ࡜⭍ᶵ⬟⥔ᣢ࣭ᅇ

᚟ࡢࡵࡓࡢ㞟Ꮫⓗ◊✲㛤ⓎᣐⅬࡢᙧᡂࠖࡀ᥇ᢥࢀࡉ 㻟 ᅇ┠ࠋࡍࡲࡾ࡞࡜࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ㻌

㧗㱋ࡾ࡞࡟➽ຊࡸάຊࡓ࠼⾶ࡀẁ㝵ࣝ࢖ࣞࣇࠕࢆ 㸦ࠖ⹫ᙅ㸧࡜࿧ࠊࡧ㢼㑧ࡢ࡝࡞ᑠࡁ࡞ࡉ

ࣝ࢖ࣞࣇࠊࡽ࠿࡜ࡇࡢࡇࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ࡜ែ≦࠸㧗ࡢᛶ⬟ྍࡿ㝗࡟せ௓ㆤ≧ែࡶ࡛ࡅ࠿ࡗ

࡞ࡁ኱ࡿ⮳࡟ࣝ࢖ࣞࣇࠋࡍࡲࡾࡀ࡞ࡘ࡟࡜ࡇࡄ㜵ࢆ⾜⛣ࡢ࡬せ௓ㆤ≧ែࡀ࡜ࡇࡿࡍண㜵ࢆ

ཎᅉࡢ 㻝 ࣞࣇࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍᨵၿࢆᮏ⑕ࠊࡾ࠶ࡀ㸧࢔ࢽ࣌ࢥࣝࢧῶᑡ⑕㸦⫗➽ࡢ඲㌟࡟ࡘ

ࡢ⬟ᄟୗᶵ࣭⭍ཱྀ࠺క࡟ຍ㱋ࡣ࢔ࢽ࣌ࢥࣝࢧࡢࡇࠋࡍࡲࡾ࡞࡜⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿࡍண㜵ࢆࣝ࢖

పୗࡶ࡜ᐦ᥋࡟㛵㐃ࠊཱྀࡾ࠾࡚ࡋ ࣮࢜ࠊࡧ࿧ࣝ࢖ࣞࣇ࣭࣮ࣝࣛ࢜ࢆែ≦ࡓࡋపୗࡢ⬟ᶵࡢ⭍

ࡀࡓࡋࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄ࡶ࡜ࡿࡀ࡞ࡘ࡜࡬ᨵၿࣝ࢖ࣞࣇࡢ඲㌟ࡀᨵၿࡢࣝ࢖ࣞࣇ࣭ࣝࣛ

࢖ࣞࣇ࣭࣮ࣝࣛ࢜ࡿࡅ࠾࡟㉸㧗㱋♫఍ࡣᣢ࣭ᅇ᚟⥔ࡢ⬟ᶵ⭍ཱྀࡿ࠶ᙜヱ◊✲ㄢ㢟࡛ࠊ࡚ࡗ

ࡶࡿࡀ࡞ࡘ࡟ண㜵ࡢせ௓ㆤ≧ែࡣ࡚࠸ࡦࠊࡾࡀ࡞ࡘ࡟ண㜵ࡢࣝ࢖ࣞࣇࡢ඲㌟ࡽ࠿ண㜵ࡢࣝ

ࡢᅜẸࡿࡅ࠾࡟㉸㧗㱋♫఍ࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᙜヱࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡍࡲࢀࡉᮇᚅ࡜ࡢ 㻽㻻㻸 ྥୖ

㻌ࠋࡍࡲ࠼ゝ࡜ࡿ࠶ㄢ㢟࡛࡞㔜せ࡚ࡵᴟࡿࡍ⤖┤࡟

ᮏࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᫖ᖺᗘྠ࡜࡛ࡲᵝࠊ㸦㻝㸧ᇶ♏࣭⮫ᗋࡢ⪅✲◊ࡢ┦஫ⓗ༠ຊయไࡢ᥎

㐍ࠊࡾࡼ࡟⛉Ꮫⓗ࡟ࢫࣥࢹࣅ࢚ᇶ࡙ࡓ࠸἞⒪᪉ἲࡢ㛤Ⓨࠊ㸦㻞㸧࡛ࡲࢀࡇ୙ཱྀ࡛᫂ࠊࡓࡗ࠶

㸦㻟㸧་ࠊᘬ≌ࡢ෌⪃࣭ᨵⰋࡢ་⒪ࡢᚑ᮶ࠊࡋド᫂࡟Ꮫⓗ⛉ࢆຠᯝࡢ⑌ᝈ་⒪⭍ཱྀࡸ࢔ࢣ⭍

Ꮫ㒊ྛࡓࡵྵࢆᑓ㛛ศ㔝ࡀ⪅✲◊ࡢ㐃ᦠ࡛ࡲࢀࡇࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ୙࡛᫂࡜⭍ཱྀࡓࡗ࠶඲㌟⑌

ᝈࡢ࡜㛵ಀࡢゎ᫂ࠊ㸦㻠㸧ḟୡ௦ཱྀࡢ⭍⑌ᝈ἞⒪࡟ᛂ⏝ྍ⬟࡞ᐇ⌧ᛶࡢ㧗࠸་⒪ᢏ⾡ᇶ┙ࢆ

ᵓ⠏ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍṑ⛉ࡢࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖ࡿࡅ࠾࡟ᥦゝࡢࠊ 㻠 ࢀࡽࡆᥖࡀ㐩┠ᶆ฿ࡢࡘ

࣓ࡢ⥢◚ᜏᖖᛶ⥔ᣢ࣭ࡢቃ⎔⭍ཱྀࡿࡍ⨨఩࡟๓༙㒊ศࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡣᮏᖺᗘࠋࡍࡲ࠸࡚

ࡋ᪂ࡢḟୡ௦ࠊࡋඹ᭷ࢆࢫࣥࢹࣅ࢚ࡓࢀࡽᚓ࡛ࡇࡑࠊࡽ࠿✲◊♏ᇶ࠺⾜ࢆゎ᫂ࡢ࣒ࢬࢽ࢝

ࡓࢀࡽᮏᖺᗘᚓࠋࡍࡲࡾࡓ࠶࡟ᮇ㛫ࡿࡍ⾜⛣࡜࡬✲◊ᗋ⮫ࡿࡍ❧☜ࢆ࣒ࢸࢫࢩ࢔ࢣ⭍ཱྀ࠸

▱㆑ࢆ◊✲⪅㛫࡛࡜ࡾ࠿ࡗࡋඹ᭷ࠊࡋ᪂࡟❧☜ࡢ࣒ࢸࢫࢩ࢔ࢣ⭍ཱྀ࠸ࡋᙺ❧࡚࡚㡬࠸ࡓࡁ

㻌ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜

᭱ᚋࠊࡀࡓࡋࡲࡾ࡞࡟Ⓨ⾲఍ࡢ㛤ദࡈ࡟ᑾຊ㡬ࡓࡋࡲࡁ㛵ಀ⪅ྛ఩࡟ᚰࡾࡼᚚ♩⏦ୖࡋ

ࢆぢ▱ࡢ᪂᭱ࡓࢀࡽᚓ࡟ࡓ᪂࠼ຍ࡟ᡂᯝࡢ᫖ᖺᗘࠊࡣ࡚࠸࠾࡟Ⓨ⾲఍࣮ࢱࢫ࣏㻌ᮏࠋࡍࡲࡆ

୰ᚰ࡟άⓎ࡞ウ㆟࡜࡜ࡇࡿࢀࢃ⾜ࡀᮇᚅࠋࡍࡲࢀࡉ㻌

㻌

ᖹᡂ 㻞㻥 ᖺ 㻟 ᭶ 㻠 ᪥㻌

㻌 㻌
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日  程 
㻌

13：00 13：05㻌㸦㻝 ྕᲷ 㻢 㝵� ➨ 㻞 ⮫ᗋㅮᇽ㸧㻌

㻌

発表会開催のあいさつ㻌 ṑᏛ◊✲⛉� ⛉㛗� ᐑ� 㷂� � � 㝯� ᩍᤵ㻌

㻌

㻌

13：05 15：00㻌㸦㻝 ྕᲷ 㻢 㝵� ➨ 㻞 ⮫ᗋㅮᇽ㸧㻌

特別講演 
㻌

13：05 14：00 
特別講演1 

៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊㛗㻌 ᒸ� 㔝� ᰤ� அ� ඛ⏕㻌

₇㢟㸸ࠗ ᖿ⣽⬊ᢏ⾡࡜㑇ఏᏊᨵኚ㟋㛗㢮ࡓ࠸⏝ࢆ⑌ᝈ࣭๰⸆ࡢ㠉᪂ⓗ◊✲࠘㻌

㻌 ᗙ㛗� 㤿� ሙ� ୍� ⨾� ᩍᤵ㻌

㻌

14：05 15：00 
特別講演2 

஑ᕞ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲㝔ཱྀ⭍ᖖែไᚚᏛㅮᗙཱྀ⭍⣽⬊ᕤᏛศ㔝� ᩍᤵ㻌

஑ᕞ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲㝔㛗㻌 ᖹ� ⏣� 㞞� ே� ඛ⏕㻌

₇㢟㸸ࠗ 㻿㼑㼞㼑㼚㼐㼕㼜㼕㼠㼥 㻌࡚࠘ࡵồࢆ

㻌 ᗙ㛗� ୖ� ᲄ� ❳ኴ㑻� ᩍᤵ㻌

㻌

15：00 16：30㻌㸦㻞 ྕᲷ 㻝 㝵� ➨ 㻝 ఍㆟ᐊ㸧㻌

㸦ㅮ₇ᚋࡵࡓࡢ᫬㛫ࡀ๓ᚋࡿࡍሙྜࡍࡲ࠸ࡊࡈࡀ㸧㻌

ポスター発表会 
㻌

16：30㻌㸦㻞 ྕᲷ 㻝 㝵� ➨ 㻝 ఍㆟ᐊ㸧㻌

閉会のあいさつ㻌 ᫛࿴኱Ꮫṑ⛉⑓㝔� ⑓㝔㛗� ᵐ� � ᏹኴ㑻� ᩍᤵ㻌
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ポスター発表についてのご案内 
�

1. 場所・時間 
� � 㻞ྕᲷ㸯㝵� ➨ 㻝఍㆟ᐊ㻌

� � 㻟᭶ 㻠᪥㸦ᅵ㸧� 㻝㻡㸸㻜㻜� 㻝㻢㸸㻟㻜㸦ㅮ₇ᚋࡵࡓࡢ๓ᚋྍࡿࡍ⬟ᛶࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ㸧㻌

㻌

2. ポスターの掲示と撤去について 
㸸ᙜ᪥㸦㻟᭶ࡅ௜㈞ࡢ࣮ࢱࢫ࣏ 㻠᪥ࠝᅵ 㸧ࠞࡢ 㻝㻜㻦㻟㻜� 㻝㻞㻦㻟㻜ࡢ㛫࡟ᥖ♧ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ㻌

஦ົᒁ࡛ᑓ⏝ࡢ୧㠃ࢆࣉ࣮ࢸ‽ഛࡈࢆࡽࡕࡑ࡛ࡢࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ౑⏝ࠋ࠸ࡉࡔࡃ㻌

᧔ཤ㸸ᙜ᪥㸦㻟᭶ࡢ࣮ࢱࢫ࣏ 㻠᪥ࠝᅵ 㸧ࠞࡢ 㻝㻢㻦㻟㻜㸦㛢఍ᚋ㸧࡟᧔ཤࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ㻌

ͤ㛢఍๓࣮ࢱࢫ࣏ࡢ᧔ཤࡈࡣ㐲៖ࠋ࠸ࡉࡔࡃ㻌

㻌

3. ポスターの大きさ 
� � ⦪㸸ࢬ࢖ࢧ 㻥㻜㻌㼏㼙㻌㽢㻌ᶓ 㻝㻞㻜㻌㼏㼙௨ෆ㻌

� � 㻌ࠋࡍᵝ࡛ྠ࡜᫖ᖺᗘࡣࢬ࢖ࢧࡢ࣮ࢱࢫ࣏ͤ

� � 㻌ࠋࢇࡏࡲ࠸ᵓࡶ࡚࠼㉸ࡋᑡࢆ㻥㻜㻌㼏㼙ࠊࡣ࡚ࡋࡲࡁࡘ࡟ࡉ㛗ࡢ⦪ͤ

� � � ࡀࢬ࢖ࢧ⦪ࡢࢻ࣮࣮࣎ࢱࢫ࣏ࠊࡋࡔࡓ 㻥㻜㻌㼏㼙 㻌ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋసᡂ࡚ࡋ៖⪄ࢆࢀࡑࠊ࡛ࡢࡍ࡛

㻌

4. 発表形式：ポスター 
15:00 15:45（討論1） 
㛤ⓎᣐⅬᙧᡂࠖ㻌✲◊ࡢḟୡ௦ᆺ㢡ཱྀ⭍⤌⧊෌⏕་⒪ࠕ

15:45 16:30（討論2） 
ᙧᡂࠖ㻌ࡢ㞟Ꮫⓗ◊✲㛤ⓎᣐⅬࡢࡵࡓࡢᶵ⬟⥔ᣢ࣭ᅇ᚟⭍ཱྀࠕ

㻌

Ⓨ⾲⪅ࡢ࣮ࢱࢫ࣏ࡣ๓࡛◊✲ෆᐜࢆㄝ᫂ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ㻌

άⓎࡈ࡞ウㄽ࠾ࢆ㢪ࠋࡍࡲࡋ⮴࠸㻌

㻌

5. ポスター貼付け位置 
ྛ₇㢟ࡢ㈞௜఩⨨ྑࡣᅗࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡟࠺ࡼࡢ㻌

㸦ࠕ෌ࠖ෌⏕་⒪ཱཱྀྀࠖࠕࠊ⭍ᶵ⬟㸧㻌

㻌
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㻌

㻌

特別講演目次 
 
 
1．幹細胞技術と遺伝 改変霊 類を いた 
疾患・創薬の革新的研究 

 
 

慶應義塾 学医学部  
岡 野 栄 之 先生 

 
 
2． Serendipity を求めて 
 
 

九州大学大学院 
 学研究院 ・ 学府 ・ 学部  

口腔細胞工学分野 教授 
平 田 雅 人 先生 

  



 特別講演1  
㻌

幹細胞技術と遺伝 改変霊 類を いた 
疾患・創薬の革新的研究 

㻌

៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊㛗㻌

ᒸ� 㔝� ᰤ� அ� ඛ⏕㻌

㻌

ᡂయ⏤᮶ࡢయ⣽⬊࡟ᑡᩘࡢ㌿෗ᅉᏊࡢ㑇ఏᏊࢆᑟධࠊ࡛ࡅࡔࡿࡍከ⬟ᛶࡘࡶࢆேᕤከ⬟

ᛶᖿ⣽⬊㸦㻩㼕㻼㻿 ⣽⬊㸧ࢆసᡂࠊࡾ࡞࡜⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿࡍ෌⏕་⒪◊✲ࡸ⑌ᝈ◊✲࡚࠸࠾࡟኱

ࢺࣄࡧࡼ࠾ࢫ࣐࢘ࠊࡣ㐩⚾ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㞟ࢆᮇᚅ࡞ࡁ 㼕㻼㻿 ⣽⬊⏤᮶ࡢ⚄⤒๓㥑⣽⬊ࢫ࣐࢘ࢆ

࡞㐺ษࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ᳜⛣࡬ࣝࢹ㧊ᦆയࣔ⬨ࡢࣝࢧࡧࡼ࠾ 㼕㻼㻿 ⣽⬊ᰴࡼ࡟࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆ

௒ᚋࠋࡓࡋᡂຌ࡟࡜ࡇࡿࡍㄏᑟࢆᶵ⬟ᅇ᚟ࠊࡃ࡞ཎᛶ⒆⭘ࡾΏ࡟㛗ᮇ㛫ࠊࡾ 㻯㼕㻾㻭 ᥦࡽ࠿

౪ணᐃࡢ⮫ᗋࢺࣄࡢࢻ࣮ࣞࢢ 㼕㻼㻿 ⣽⬊ࠊ࡚࠸⏝ࢆࢡࢵࢺࢫ⭘⒆ཎᛶࢆጞࡓࡋ࡜ࡵᏳ඲ᛶࡢ

᳨ド࡟࠺ࡼࡢ࡝ࠊࡵྵࢆ⮫ᗋࡢ⌧ሙ࡬ᛂ⏝ࡢ࠿ࡃ࠸࡚ࡋ㐨➽࠾ࢆヰࠋࡿࡍ㻌

୍᪉ 㼕㻼㻿 ⣽⬊ᢏ⾡ࡢࡘ୍࠺ࡶࡢᛂ⏝౛࡚ࡋ࡜⑌ᝈ୍ࣔࠋࡿࢀࡽࡆ࠶ࡀ✲◊ࣝࢹ᪉ࢺࣄࠊ

ࡢࢺࣄࡶࡋࡎᚲࡀࢫ࣐࢘ࣝࢹձ⑌ᝈࣔࠊ࡚ࡋ࡜⏤⌮ࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡀ✲◊ࡢ⢭⚄࣭⚄⤒⑌ᝈࡢ

⑓ែࢆ཯ᫎࠊ࠸࡞ࡋղࡢ࡛࣒ࣀࢤ㑇ఏᏊኚ␗࡜⾲⌧ᆺࡢᅉᯝ㛵ಀࢆド᫂ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㞴࠸ࡋ

ࡢ⑌ᝈࠊࡣ࡛ࡅࡔゎᯒࡢ⬻ճ๗᳨ࠊࡿ࠶ࡀ࡜ࡇ 㼛㼚㼟㼑㼠 ࡚࠸࠾࡟ 㼕㼚㻌 㼢㼕㼢㼛࡛ఱࡀ㉳࠿ࡿ࠸࡚ࡁ

ࡢ࡬⣽⬊㸧ࡢ⬻մ⑌ᝈឤཷᛶ⣽⬊㸦ࠊࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡀ࡜ࡇࡿ▱ࢆ 㼍㼏㼏㼑㼟㼟㼕㼎㼕㼘㼕㼠㼥 մ⑓ែࠊ࠸పࡀ

ࠊྠࡀᅇ㊰⤒⚄ࡿࡍᵓᡂࢆ୰᰾ࡢ ᐃ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ஦ࡀከࡢ࡝࡞࠸஦ࡀᣲࡿࢀࡽࡆᡃࠋ ࠊࡣࠎ

㻠㻜ࠊࡣࠎ㎾ᡃࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡳヨࢆゎỴࡓ࠸⏝ࢆ⾡㼕㻼㻿⣽⬊ᢏࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍඞ᭹ࢆⅬࡢࡽࢀࡇ

௨ୖࡢ⢭⚄࣭⚄⤒⑌ᝈᝈ⪅ࡾࡼ 㼕㻼㻿 ⣽⬊ࢆᶞ❧ࠊࡋ⑓ែࢆゎᯒࠊࡣࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋձᑠ

ඣ⚄⤒⑌ᝈࠊղឤぬჾ⑌ᝈࠊճ⢭⚄⑌ᝈࠊմᬌⓎᛶࡢ⚄⤒ኚᛶ⑌ᝈ࡟ศ㢮ฟ᮶ࠋࡿᮏ᪥ࠊࡣ

㻭㻸㻿࣮࣐࢖ࣁࢶࣝ࢔ࠊ⑓ࣥࢯ࣮ࣥ࢟ࣃࠊ⑓ࢆ࡝࡞୰ᚰ࡟⑓ែゎᯒࠊ๰⸆◊✲ࡢᡂᯝ࠸ࡘ࡟

࡚ᴫㄝࠋ࠸ࡓࡋ㻌

㻌 㻌
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略  歴 
㻌

【勤務先】 
៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊� ⏕⌮Ꮫᩍᐊ㻌

ࠛ㻝㻢㻜㻙㻤㻡㻤㻞� ᮾி㒔᪂ᐟ༊ಙ⃰⏫ 㻟㻡㻌

㼀㻱㻸㻦㻌㻜㻟㻙㻡㻟㻢㻟㻙㻟㻣㻠㻣� 㻲㻭㼄㻦㻌㻜㻟㻙㻟㻟㻡㻣㻙㻡㻠㻠㻡㻌

㼑㻙㼙㼍㼕㼘㻦㻌㼔㼕㼐㼛㼗㼍㼚㼛㻬㼍㻞㻚㼗㼑㼕㼛㻚㼖㼜㻌

 
【略 歴】 
᫛࿴ 㻟㻠ᖺ㻌 㻝᭶ 㻞㻢᪥� 㻌ࢀࡲ⏕

᫛࿴ 㻡㻞ᖺ㻌 㻠᭶㻌 ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊ධᏛ㻌

᫛࿴ 㻡㻤ᖺ㻌 㻟᭶㻌 ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊༞ᴗ㻌 㻌

᫛࿴ 㻡㻤ᖺ㻌 㻠᭶㻌 ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊⏕⌮Ꮫᩍᐊ㸦ሯ⏣⿱୕ᩍᤵ㸧ຓᡭ㻌 㻌

᫛࿴ 㻢㻜ᖺ㻌 㻤᭶㻌 ኱㜰኱Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㸦ᚚᏊᰘඞᙪᩍᤵ㸧ຓᡭ㻌

ᖹᡂඖᖺ㻌 㻝㻜᭶㻌 ⡿ᅜࢫࣥ࢟ࣉ࣭࣍ࢫࣥࣙࢪ኱Ꮫ་Ꮫ㒊⏕≀໬Ꮫᩍᐊ㻌

㻌 㸦ࣝࢸ࣭ࣥࣔࢢ࢖ࣞࢡ༤ኈ㸧࡟␃Ꮫ㻌 㻌

ᖹᡂ㻌 㻟ᖺ㻌 㻝㻜᭶㻌 ኱㜰኱Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㸦ᚚᏊᰘඞᙪᩍᤵ㸧ຓᡭ㻌

ᖹᡂ㻌 㻠ᖺ㻌 㻠᭶㻌 ᮾி኱Ꮫ་⛉Ꮫ◊✲ᡤ໬Ꮫ◊✲㒊㸦ᚚᏊᰘඞᙪᩍᤵ㸧ຓᡭ㻌

ᖹᡂ㻌 㻢ᖺ㻌 㻥᭶㻌 ⟃Ἴ኱Ꮫᇶ♏་Ꮫ⣔ศᏊ⚄⤒⏕≀Ꮫᩍᤵ㻌

ᖹᡂ㻌 㻥ᖺ㻌 㻠᭶㻌 ኱㜰኱Ꮫ་Ꮫ㒊⚄⤒ᶵ⬟ゎ๗Ꮫ◊✲㒊ᩍᤵ㻌

㻌 㸦ᖹᡂ 㻝㻝 ᖺ 㻠 ᭶ࡾࡼ኱Ꮫ㝔㔜Ⅼ໬࡟క࠸኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔་Ꮫ⣔◊✲⛉ᩍᤵ㸧㻌

ᖹᡂ 㻝㻟ᖺ㻌 㻠᭶㻌 ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊⏕⌮Ꮫᩍᐊᩍᤵ㸦㹼⌧ᅾࡿ⮳࡟㸧㻌

ᖹᡂ 㻝㻥ᖺ 㻝㻜᭶㻌 ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔་Ꮫ◊✲⛉ጤဨ㛗㻌

ᖹᡂ 㻞㻜ᖺ㻌 㻽㼡㼑㼑㼚㼟㼘㼍㼚㼐࣭࢔ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜ ኱Ꮫᐈဨᩍᤵ㸦㹼⌧ᅾࡿ⮳࡟㸧㻌

ᖹᡂ 㻞㻣ᖺ㻌 㻠᭶㻌 ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊㛗㻌

㻌

【主な研究費】 
ᖹᡂ 㻝㻡ᖺ㻌 㻤᭶㻌 㻞㻝 ୡ⣖ᆺ 㻯㻻㻱 ᇶ♏㻙⮫ᗋ୍యᆺᣐࡢච␿Ꮫ࡜ᖿ⣽⬊་Ꮫࠕ࣒ࣛࢢࣟࣉ

Ⅼ 㸦ࠖ་Ꮫ⣔ࠊ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ㸧ᣐⅬ࣮࣮ࣜࢲ㻌

ᖹᡂ 㻞㻜ᖺ㻌 㻣᭶㻌 ࣝࣂ࣮ࣟࢢ 㻯㻻㻱 ᩍ⫱◊✲ᣐⅬࠖ㻌ࡢࡵࡓࡢᖿ⣽⬊་Ꮫࠕ࣒ࣛࢢࣟࣉ

㻌 㸦་Ꮫ⣔ࠊ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ㸧ᣐⅬ࣮࣮ࣜࢲ㻌

ᖹᡂ 㻞㻞ᖺ㻌 㻟᭶㻌 ෆ㛶ᗓ࣭᭱ඛ➃◊✲㛤Ⓨᨭ᥼࣒ࣛࢢࣟࣉ㻔㻲㻵㻾㻿㼀 ࡳ⏕ࢆᚰࠕ㻕࣒ࣛࢢࣟࣉ

ฟࡍ⚄⤒ᇶ┙ࡢ㑇ఏᏛⓗゎᯒࡢᡓ␎ⓗᒎ㛤࣭ࠖ ୰ᚰ◊✲⪅㻌

㻌 㸦㹼ᖹᡂ 㻞㻢ᖺ 㻟᭶࡛ࡲ㸧㻌

ᖹᡂ 㻞㻡ᖺ㻌 㻠᭶㻌 㻶㻿㼀࣭෌⏕་⒪ᐇ⌧ᣐⅬ࣒ࣛࢢࣟࣉࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㸦ᣐⅬ 㻭㸧ࠕ㼕㻼㻿 ⣽⬊⏤

᮶⚄⤒๓㥑⣽⬊ࡓ࠸⏝ࢆ⬨㧊ᦆയ࣭⬻᱾ሰࡢ෌⏕་⒪࣭ࠖ ᣐⅬ㛗㻌

ᖹᡂ 㻞㻢ᖺ㻌 㻢᭶㻌 ᩥ㒊⛉Ꮫ┬࣭㠉᪂ⓗᢏ⾡ࡿࡼ࡟⬻ᶵ⬟ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ඲ᐜゎ᫂ࢡ࢙ࢪࣟࣉ

㸦୰᰾ᶵ㛵࣭⌮໬Ꮫ◊✲ᡤ㸧࣭ࢺ ௦⾲◊✲⪅㻌

㻌 㻌
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【資格・学位】 
᫛࿴ 㻡㻤 ᖺ㻌 㻣᭶㻌 ་ᖌචチ㸦᫛࿴ 㻡㻤 ᖺ 㻡 ᭶་ᖌᅜᐙヨ㦂ྜ᱁㸧㻌 㻌

᫛࿴ 㻢㻟 ᖺ㻌 㻣᭶㻌 ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫࡾࡼ་Ꮫ༤ኈ㻌

㻌

【主たる研究領域】 
ศᏊ⚄⤒⏕≀ᏛࠊⓎ⏕⏕≀Ꮫࠊ෌⏕་Ꮫ㻌

㻌

【受賞歴】 
᫛࿴ 㻢㻟 ᖺ㻌 ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊ྠ❆఍࣭୕ᅄ఍୕ࠊࡾࡼᅄ఍㈹ཷ㈹㻌

ᖹᡂ㻌 㻣ᖺ㻌 ຍ⸨ῄ⿱グᛕ஦ᴗᅋࠊࡾࡼຍ⸨ῄ⿱㈹ཷ㈹㻌

ᖹᡂ 㻝㻜 ᖺ㻌 ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ་Ꮫ㒊ࠊࡾࡼ໭㔛㈹ཷ㈹㻌

ᖹᡂ 㻝㻟 ᖺ㻌 ሯཎ௰᫭㈹ཷ㈹㻌ࠊࡾࡼ᣺⯆㈈ᅋࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࣥ࢖ࣞࣈ

ᖹᡂ 㻝㻢 ᖺ㻌 ᮾி࣒࣮࢛ࣛࣇࣀࢡࢸ 㻞㻝 ㈹ཷ㈹㻌ࣝࢲ࣓ࢻ࣮ࣝࢦࠊࡾࡼ

ᖹᡂ 㻝㻢 ᖺ㻌 㻰㼕㼟㼠㼕㼚㼓㼡㼕㼟㼔㼑㼐㻌㻿㼏㼕㼑㼚㼠㼕㼟㼠㼟㻌㻭㼣㼍㼞㼐ࠊࡾࡼ㻯㼍㼠㼍㼚㼕㼍኱Ꮫ࣭࢔ࣜࢱ࢖ ཷ㈹㻌

ᖹᡂ 㻝㻢 ᖺ㻌 ᪥ᮏ་ᖌ఍ࠊࡾࡼ᪥ᮏ་ᖌ఍་Ꮫ㈹ཷ㈹㻌

ᖹᡂ 㻝㻤 ᖺ㻌 ᩥ㒊⛉Ꮫ኱⮧⾲ᙲ࣭⛉Ꮫᢏ⾡㈹ཷ㈹㻌

ᖹᡂ 㻝㻥 ᖺ㻌 㻿㼠㼑㼙㻌㻯㼑㼘㼘㼟ㄅࠊࡾࡼ㻸㼑㼍㼐㻌㻾㼑㼢㼕㼑㼣㼑㼞㻌㻭㼣㼍㼞㼐ཷ㈹㻌

ᖹᡂ 㻞㻜 ᖺ㻌 ஭ୖ⛉Ꮫ᣺⯆㈈ᅋࠊࡾࡼ஭ୖᏛ⾡㈹㻌

ᖹᡂ 㻞㻝 ᖺ㻌 ⣸⥓〔❶ཷ❶ࠕ⚄⤒⛉Ꮫࠖ㻌

ᖹᡂ 㻞㻟 ᖺ㻌 ᪥ᮏ෌⏕་⒪Ꮫ఍ࠊࡾࡼ㻶㼛㼔㼚㼟㼛㼚㻌㻒㻌㻶㼛㼔㼚㼟㼛㼚㻌㻵㼚㼚㼛㼢㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻭㼣㼍㼞㼐 ཷ㈹㻌

ᖹᡂ 㻞㻡 ᖺ㻌 㻿㼠㼑㼙㻌㻯㼑㼘㼘㻌 㻵㼚㼚㼛㼢㼍㼠㼛㼞㻌㻭㼣㼍㼞㼐ཷ㈹㻌 㻔㻳㼑㼚㼑㻱㼤㼜㼞㼑㼟㼟㼕㼛㼚㻌 㻿㼥㼟㼠㼑㼙㼟㻌㻒㻌㻭㼜㼍㼟㼍㼚㼕㻌 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔㻌

㻯㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌㼁㻿㻭ࡾࡼ㻕㻌

ᖹᡂ 㻞㻢 ᖺ㻌 ➨ 㻡㻝ᅇࢶࣝ࣋㈹㸦㻝 ➼㈹㸧ཷ㈹㻌

ᖹᡂ 㻞㻤 ᖺ㻌 㼀㼔㼑㻌㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼒㼛㼞㻌㼠㼔㼑㻌㻿㼠㼡㼐㼥㻌㼛㼒㻌㻺㼑㼡㼞㼛㼚㼟㻌㼍㼚㼐㻌㻰㼕㼟㼑㼍㼟㼑㼟㻌㻔㻭㻚㻺㻚㻰㻚㻕ࠊࡾࡼ㻹㼛㼘㼑㼏㼡㼘㼍㼞㻌

㻮㼞㼍㼕㼚㻌㻭㼣㼍㼞㼐 ཷ㈹㻌

㻌

【主たる所属学会と活動状況】 
㻞㻜㻜㻣 ᖺ㻌 ➨ 㻞㻤 ᅇ㻌 ᪥ᮏ⅖⑕࣭෌⏕་Ꮫ఍� ఍㛗㻌

㻞㻜㻜㻤 ᖺ㻌 ➨ 㻟㻝 ᅇ㻌 ᪥ᮏ⚄⤒⛉Ꮫ኱఍� ኱఍㛗㻌

㻌

【現在の役職】 
᪥ᮏ⚄⤒⛉ᏛᏛ఍� ๪఍㛗㸦ࣝࢿࣃ⌮஦㸧㻌

᪥ᮏ⅖⑕࣭෌⏕་Ꮫ఍� ➨ 㻥 ᮇ⌮஦㻌

᪥ᮏ⅖⑕࣭෌⏕་Ꮫ఍� ホ㆟ဨ㻌

㻭㼙㼑㼞㼕㼏㼍㼚㻌㻿㼛㼏㼕㼑㼠㼥㻌㼒㼛㼞㻌㻺㼑㼡㼞㼍㼘㻌㼀㼔㼑㼞㼍㼜㼥㻌㼍㼚㼐㻌㻾㼑㼜㼍㼕㼞㻌㻔㻭㻿㻺㼀㻾㻌㻲㼑㼘㼘㼛㼣㻕㻌

୍⯡♫ᅋἲேᅜ㝿ಶู໬་⒪Ꮫ఍� ⌮஦㻌

᪥ᮏ෌⏕་⒪Ꮫ఍� ⌮஦� ௦㆟ဨ㻌

᪥ᮏ⏕⌮Ꮫ఍� ⌮஦㻌

ᅜ㝿ᖿ⣽⬊Ꮫ఍ 㻵㻿㻿㻯㻾� ⌮஦㻌

᪥ᮏ⚄⤒໬Ꮫ఍� ⌮஦㻌

᪥ᮏᮎᲈ⚄⤒Ꮫ఍� ⌮஦㻌

㻌 㻌

―11―



 特別講演2  
㻌

Serendipity を求めて 
㻌

஑ᕞ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔㻌

ṑᏛ◊✲㝔㛗࣭ṑᏛᗓ㛗࣭ṑᏛ㒊㛗㻌

ཱྀ⭍⣽⬊ᕤᏛศ㔝� ᩍᤵ㻌

ᖹ⏣� 㞞ே� ඛ⏕⏕㻌

㻌

㻿㼑㼞㼑㼚㼐㼕㼜㼕㼠㼥㻌ࡣ࡜അ↛࡟኱Ⓨぢࡿࡍࢆ㈨㉁ࡸⓎぢࢆ≀ࡓࡋព࿡ࠋࡍࡲࡋ᪥ࡢࠎ◊✲άືࡢ

୰࡛അ↛ࡿࡃ࡚ࡗࡸ࡟ᵝ࡛ࡅཷࢆࢀࡇࠊࡀࡍධࡣ࡟ࡵࡓࡿࢀ‽ഛࡓࡋᬛ្ࡸᚰࡀᚲせ࡛ࠋࡍ

㻌ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗᛮ࡜࠸ࡋḧ࡚ࡗ㣴ࢆᚰ࡜ᬛ្࠸ᗈࡣ࡟ே࠸ⱝࡢࡽ࠿ࢀࡇ

⣙ࠊࡃ࡞ࡣ࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡓ᮶࡚ࡋ࠺ࡑࡀ⚾ 㻠㻜 ᖺࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢᑠࢺࢫ࢕ࢸ࢚ࣥ࢖ࢧ࡞ࡉே

㻌ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜࠸ࡓࡋ࡜ࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢ࡬᪉࠸ⱝࡋ┬཯࡚ࡗ㏉ࡾ᣺ࠊࡾࡓᙜ࡟ࡿ࠼⤊ࢆ⏕

࣮ࣝࢺࢩࣀ࢖ࡣ⚾ 㻝㻘㻠㻘㻡㻙୕ࣜࣥ㓟㸦㻵㻼㻟㸧ࢆㄆ㆑ࢡࣃࣥࢱࡿࡍ㉁࡟㛵ࠊࡽ࠿✲◊ࡿࡍ᪂つ

㻌ࡢ 㻵㻼㻟㻌⤖ྜᛶࢡࣃࣥࢱ㉁ࢆぢฟࠋࡓࡋࡲࡋᵓ㐀ⓗ≉ᚩࡽ࠿㻌 㻼㻾㻵㻼㻌 㻔㼜㼔㼛㼟㼜㼔㼛㼘㼕㼜㼍㼟㼑㻌㻯㻙㼞㼑㼘㼍㼠㼑㼐㻘㻌

㼎㼡㼠㻌㼏㼍㼠㼍㼘㼥㼠㼕㼏㼍㼘㼘㼥㻌㼕㼚㼍㼏㼠㼕㼢㼑㻌㼜㼞㼛㼠㼑㼕㼚㻕㻌ྡ࡜௜࡚ࡅᶵ⬟ゎᯒࢆ┠ᣦࢡࣃࣥࢱࠊࡋ㉁ศᏊࡢ࡚ࡋ࡜ゎ

ᯒࢆ㏻ࠊ࡚ࡋ⣽⬊ෆືࡸ≀ಶయ࡛ࡢᙺ๭ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ✲◊࡚࠸ࡘ࡟㻌

㻼㻾㻵㻼㻌ศᏊࡀࢫ࣐࢘ࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀࡢ㧗࠸㦵ᐦᗘ㸦㧗ࣥࢩࣝ࢝࢜ࢸࢫ࢜⾑Ύ㸧ࠊ㧗ࣜࢫࣥ࢖

ࣥ⾑Ύࡏࡸࠊయᆺࢆ࿊ࢆࣥࢩࣝ࢝࢜ࢸࢫ࢜ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿࡍ௓ࡿࡍ⢾㉁࣭⬡㉁௦ㅰ࡟㛵ࡿࡍ

㻌ࠋࡓࡋࡲࡋࢺࣇࢩ࡜࡬✲◊

㻌ࠋࡍࡲࡁ㡬࡚ࡏࡉ௓⤂ࢆ➃୍ࡢᡂᯝࡢ✲◊ࡢࡽࢀࡇ

㻌 㻌
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略  歴 
㻌

【所 属】 
஑ᕞ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔㻌

ṑᏛ◊✲㝔㛗࣭ṑᏛᗓ㛗࣭ṑᏛ㒊㛗㻌

ཱྀ⭍⣽⬊ᕤᏛศ㔝� ᩍᤵ㻌

㻌

【学 歴】 
᫛࿴㻡㻝ᖺ㻌 㻟᭶㻟㻝᪥㸦㻝㻥㻣㻢㸧㻌 ஑ᕞ኱ᏛṑᏛ㒊� ༞ᴗ㻌

᫛࿴㻡㻝ᖺ㻌 㻠᭶㻌 㻝᪥㸦㻝㻥㻣㻢㸧㻌 ஑ᕞ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲⛉� ධᏛ㻌

᫛࿴㻡㻝ᖺ㻌 㻟᭶㻟㻝᪥㸦㻝㻥㻤㻜㸧㻌 ྠୖ� ಟ஢㻌

㻌

【職 歴】 
᫛࿴㻡㻡ᖺ㻌 㻠᭶㻌 㻝᪥㸦㻝㻥㻤㻜㸧㻌 ஑ᕞ኱Ꮫ་Ꮫ㒊ຓᡭ㸦⮫ᗋ⸆⌮Ꮫᩍᐊ㸧㻌

᫛࿴㻡㻢ᖺ㻌 㻟᭶㻝㻢᪥㸦㻝㻥㻤㻝㸧㻌 ஑ᕞ኱ᏛṑᏛ㒊ຓᡭ㸦⏕໬Ꮫᩍᐊ㸧㻌

᫛࿴㻡㻥ᖺ㻌 㻝᭶㻌 㻝᪥㸦㻝㻥㻤㻠㸧㻌 ྠୖ� ㅮᖌ㻌

᫛࿴㻢㻟ᖺ㻌 㻠᭶㻌 㻝᪥㸦㻝㻥㻤㻤㸧㻌 ྠୖ� ຓᩍᤵ㻌

ᖹᡂ㻌 㻤ᖺ㻌 㻤᭶㻝㻢᪥㸦㻝㻥㻥㻢㸧㻌 ྠୖ� ᩍᤵ㻌

ᖹᡂ㻝㻞ᖺ㻌 㻠᭶㻌 㻝᪥㸦㻞㻜㻜㻜㸧㻌 ஑ᕞ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲㝔ᩍᤵ㻌

㻌 㸦ᶵᵓᨵ㠉ྡࡿࡼ࡟⛠ኚ᭦㸧㻌

ᖹᡂ㻞㻞ᖺ㻌 㻝㻜᭶㻌 㻝᪥㸦㻞㻜㻝㻜㸧㻌 ஑ᕞ኱Ꮫホ㆟ဨ㸦ᖹᡂ㻞㻠ᖺ㻟᭶㻟㻝᪥࡛ࡲ㸧㻌

ᖹᡂ㻞㻣ᖺ㻌 㻠᭶㻌 㻝᪥㸦㻞㻜㻝㻡㸧㻌 ஑ᕞ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲㝔㛗࣭ṑᏛᗓ㛗࣭ṑᏛ㒊㛗㻌

㻌

【所属学会】 
ṑ⛉ᇶ♏་Ꮫ఍㸦⌮஦࣭ホ㆟ဨ࣭┘஦ࢆ࡝࡞Ṕ௵㸧㻌

᪥ᮏ⸆⌮Ꮫ఍㸦ホ㆟ဨ㸧㻌

᪥ᮏ⏕໬Ꮫ఍㸦⌮஦࣭ホ㆟ဨࢆṔ௵㸧㻌

㻌

【非常勤講師】 
኱Ꮫ㠀ᖖ໅ㅮᖌከᩘ㻌

㻌

【受 賞】 
➨ 㻞 ᅇṑ⛉ᇶ♏་Ꮫ఍ࣛࣥ࢜࢖Ꮫ⾡㈹㸦ᖹᡂ 㻝㻠 ᖺ 㻝㻜 ᭶㸧㻌

㻌

【公 職】 
᪥ᮏᏛ⾡఍㆟ࠊཌ⏕ປാ┬ࠊ᪥ᮏᏛ⾡᣺⯆఍ྛࡢ࡝࡞✀ጤဨࢆṔ௵㻌

㻌 㻌

―13―



 

 㸯㸱

�

䝫䝇䝍䞊Ⓨ⾲₇㢟┠ḟ㻌
�
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₇㢟␒ྕ� ෌㸯 
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�ᓥ೺஧⨾ࠊἙ㔝ⴥᏊࠊᓥ⨾࿴Ꮚ⚟ࠊධỤኴᮁࠊ୍‽୰⏣ࠊె⌮Ᏻཎۑ

᫛࿴኱ᏛṑᏛ㒊ཱྀ⭍⑓ែデ᩿⛉Ꮫㅮᗙཱྀ⭍⑓⌮Ꮫ㒊㛛�

�

₇㢟␒ྕ� ෌㸱 
㧗ࣥ࢜࢖ᙉᗘ⁐ᾮ࣓ࣝࢼ࢚ࡓ࠸⏝ࢆ㉁ࡢ⤖ᬗᵓ㐀ᨵ㉁�

�⏣ᰘࠊ୰⋹ዉ⏣ۑ 㝧ࠊ࿘� �ᐑ㷂ࠊྩ 㝯�
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�

₇㢟␒ྕ� ෌㸲 
L36 ⣽⬊ࡓ࠸⏝ࢆ ��+7�$ 㑇ఏᏊከᆺࡘࡶࢆ╧╀᫬࣒ࢬࢩ࢟ࣛࣈ⑌ᝈࣔࣝࢹ

�❧☜ࡢ

۵⡿௒୍᫭ ୰஭೺ேࠊ� ᕹ㊊᭷⌮ᜨࠊ� ᯇᮏ㈗ᚿࠊ� ဢ⿱⏣ྜྷࠊ� ୍‽୰⏣ࠊ� �ࠊ�
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�
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�

�
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❅⣲ྵ᭷ᆺ6&�*ࠊࡣࢺ࣮ࢿ࣍ࢫ࣍ࢫࣅ) ⾑᪂つ㐀࡟ෆ⭍⭡࡚ࡋ௓ࢆ่⃭⏕⏘

ᵓ㐀ࡢᙧᡂࢆㄏᑟࡿࡍ�

�୰ᓥࠊ㔝୰┤Ꮚࠊᰡ⃝ఙᙲࠊ኱ሯ⿱ᛅۑ ຌࠊ୰ᮧ㞞඾�

᫛࿴኱ᏛṑᏛ㒊ཱྀ⭍ゎ๗Ꮫㅮᗙ�
�
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